
16K A411A421JIMJ1 ②

本　　　　　　　　　社 〒590-8522 大阪府堺市堺区匠町１番地
ビジネスソリューション事業本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞165ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

（祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

（祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 30）

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞204ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 00）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜 ： 9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜 ： 9 : 00～17 : 40

電子レジスタ

 ER-A411
 ER-A421

取扱説明書

形名

お買いあげいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ご使用の前に、「安全にお使いいただくために」を必ずお読みください。
この取扱説明書は、製品に同梱している取扱説明書とともに、たいせつに保管してください。

～詳細版～
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�安全にお使いいただくために

この取扱説明書には、安全にお使いいただくためのいろいろな表示をしています。
その表示を無視して誤った取り扱いをすることによって生じる内容を、次のように区分しています。内容を
よく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。

警告� 人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示しています。

注意� 人がけがをしたり財産に損害を受けるおそれがある内容を示しています。

図記号の意味 �記号は、してはいけない
4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。
�記号は、しなければならない

4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことを表しています。

 警 告
100V以外の電圧で使用しないでください。また、タコ足配線をしないでください。
火災、感電の恐れがあります。

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また、電源コードに重いもの
をのせたり、コードを引っ張ったり、無理に曲げたりしないでください。
電源コードをいため、火災、感電の恐れがあります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の恐れがあります。

万一、発熱していたり、煙が出ている、へんな臭いがするなどの異常状態の場合は、すぐに電源プラ
グをコンセントから抜いて、販売店または、相談窓口にご連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れがあります。

万一、異物（金属片、水、液体）が機器の内部に入った場合は、本体の電源プラグをコンセントから
抜いて販売店または、相談窓口にご連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れがあります。

万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、本体の電源プラグをコンセントか
ら抜いて販売店または、相談窓口にご連絡ください。
そのまま使用すると火災、感電の恐れがあります。

お客様による分解や修理・改造はしないでください。
内部には電圧の高い部分があり、感電の恐れがあります。また、火災の恐れがあります。

 注 意
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。

この機器の上に花瓶、植木鉢、コップや水などの入った容器または金属物を置かないでください。
こぼれたり、中に入った場合、火災、感電の原因となることがあります。

濡れた手でこの機器を使用したり、濡れた物でこの機器をふかないでください。
中に水が入った場合、火災、感電の原因となることがあります。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。また、調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があ
たるような場所に置かないでください。
火災、感電の原因となることがあります。

この機器の上に重いものを置かないでください。
置いたものがバランスがくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

この機器の温度が高くなる部分に長時間触れないでください。
低温やけどの原因となることがあります。
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 注 意
電源プラグをコンセントから抜くときは、電源コードを引っ張らないでください。（必ず電源プラグ
を持って抜いてください）
コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあります。

この機器を移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜いてください。
コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあります。

連休等で長期間、この機器を使用にならない時は安全のため必ず電源プラグをコンセントから抜い
てください。
ドロアーが開いている時に、ドロアーに寄りかからないでください。
落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあります

ドロアーが開く際、子供の顔等に当たらないよう、ご注意ください。
けがの原因となることがあります。

SDメモリーカードを取り出すときは、カードが出てきてもすぐに指を離さないでください。また、取り付
けるときは、カードがスロットに確実に装着されるまでしっかり押し込み、すぐに指を離さないでください。
急に指を離すと、SDメモリーカードが飛び出し、けがの原因となることがあります。

充電式電池のリサイクルご協力お願い
この商品の充電式電池にはニッケル水素電池を使用しています。この電池は、
リサイクル可能な貴重な資源です。使用済み商品の廃棄に際しては、リサイク
ルにご協力ください。

リサイクルについてはお買い上げの販売店または、相談窓口にご相談ください。

電池仕様� 容量:250mAh� 定格電圧:3.6V

ニッケル水素電池の
リサイクルマークです。

Ni-MH

Memo 電池には寿命があります。およそ3年を目安に交換されることをおすすめいたします。
電池交換されるときは、お買い上げの販売店または、相談窓口（カスタマーセンター）に依頼して
ください。

高調波電流規格�JIC�C�61000-3-2�適合品

この装置は、クラスA情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことが
あります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。
� VCCI-A

◦本書の内容の全部または一部を、当社に無断で転載あるいは複製することはお断りします。
◦本書の内容およびこの製品は、改良のため予告なく仕様の一部を変更することがあります。
◦�本書およびこの製品は厳重な品質管理と製品検査を経て出荷しておりますが、万一故障または不具合があ
りましたら、お買い上げの販売店または、相談窓口までご連絡ください。

◦�この製品の廃棄については、各自治体の廃棄ルールにしたがってください。
◦この製品を使用できるのは日本国内のみです。海外では安全規格や電源電圧、回線等のインターフェース
　仕様が異なるため、使用できません。
◦�お客様または第三者がこの製品の使用誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこの製品の使用
によって受けられた損害については、法令上賠償責任が認められる場合を除き、当社は一切その責任を負
いませんので、あらかじめご了承ください。

◦この製品では、シャープ株式会社が表示画面で見やすく、読みやすくなるように設計したLCフォント（複
　製禁止）が搭載されております。�
　LCフォント、LCFONT、エルシーフォント及びLCロゴマークはシャープ株式会社の登録商標です。
　尚、一部LCフォントでないものも使用しております。

� �SDHCロゴは商標です。　　　LCロゴマーク
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開店前は
準備中

営業時間中は 閉店後は
営業中

本日は

閉店しました

●電源プラグが外れていないか
確認する

●     を押して停止モードを
　解除し、登録モードにする

●ロール紙が十分に
　あるか確認

●日付・時刻の確認

●つり銭用の現金を 
ドロアーに入れる

●商品の現金販売 

●商品券などでの支払い 

●商品の割引/値引 

●領収証の発行 

●両替 

●返品 

●登録の取り消し 

●売上と関係しない現金の出し入れ

●1日の売上を精算する

●ドロアーの中の現金を別の
場所に保管する

●停止モードにする
   1 登録モードで     を押します。
   2     または     で「停止」
     を選択します。
   3  　を押します。

POINT! レジスタの1日の流れ

お願い
ご使用前のご注意
◦�最初にこの製品の初期化（マスターリセット）
（☞11 ページ）をしてください。
　�この製品はご購入後、最初に初期化をおこなう
必要があります。はじめてお使いになるときは、
メモリ保持用の内蔵電池の充電レベルが低下し
ています。電源を入れた状態（電源プラグをコン
セントに接続した状態）にして、24時間以上充
電してください。

◦�電源プラグをコンセントから抜いた状態で、長
期間使用しなかった場合は、メモリ保持用の内
蔵電池の充電レベルが低下しています。ふたた
び、ご使用をはじめられるときは、電源を入れ
た状態（電源プラグをコンセントに接続した状
態）にして再充電し、24時間以上経過してから
ご使用をはじめてください。

RS-232Cケーブルについて
◦�この製品のRS-232Cポートには、RS-232C
準拠のシールドケーブルを使用してください。
他のケーブルを使用すると、この製品または接
続機器が誤動作する可能性があり、故障の原因
となることがあります。

設置上のお願い
◦�この製品はコンセントの近くに設置し、電源プラグは、
抜き差ししやすい場所に差し込んでください。

◦電源コードを何かに巻きつけたり、つっぱった
　状態での配線はおやめください。
◦電源コードの根元が引っ張られたり、押え付け
　られたりしないようにしてください。
◦�この製品を、直射日光があたる所、湿度が異常に
高い所、水を使う所には設置しないでください。
変色や変形、故障の原因になります。

◦�この製品に、ゴム製品やゴムが付いた製品のゴム
の部分を長期間接触した状態にしないでください。

キャビネットやプリンターカバーなどに、ゴム製品
が長時間接触していると、接触した部分が溶ける
場合があります。

お手入れの方法
◦�お手入れには乾いた柔らかい布をご使用くださ
い。揮発性の液体（ベンジン、シンナーなど）は使
用しないでください。キャビネットの変色または変
質の原因になります。

プリンターについてのご注意
◦�この製品をご使用になる際には、必ずロール紙を
セットしてお使いください。ロール紙をセットせず
にご使用になりますと、プリンターの故障の原因
となります。

◦�ご使用の際、プリンターアームはしっかり閉じ
てください。正しく閉じられてないと正常に印
字されません。また、誤印字の原因となります。

◦�プリンター作動中または作動終了直後は、プリンター
ヘッドおよびその周辺とモーター表面は高温になっ
ていますので、けっして手を触れないでください。

◦�プリンターアームの操作（開閉）はプリンターが停
止しているときにおこなってください。プリンター
作動中に操作すると、プリンターの故障の原因と
なります。

◦�プリンターアームを閉じた状態で、ロール紙を
引っ張らないでください。� �
プリンターヘッドが損傷する原因となります。

◦�次のような場所でのご使用や保管は避けてください。
　　・湿気やほこりの多い場所
　　・直射日光のあたる場所
　　・鉄など金属の粉末がある場所

ロール紙（感熱紙）の取り扱いについて
◦�ロール紙（感熱紙）の取り扱いについては、198 ページを
よくお読みいただき、注意事項を必ずお守りください。
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はじめてお使いいただくとき

₁付属品を確認する
梱包を解き、付属品がすべてそろっているか確認します。

T
L-1

取扱説明書1部 �ドロアー鍵2個 �巻取軸1個
（スプールとロール紙保持

ガイドに分離可能）

�ロール紙2個

＜ER-A421のみ＞
�固定金具1個 �保証書1部

（梱包ケースに貼付）
�キーボードシート1枚
（キーボードに装着）

取扱説明書の種類について
ER-A411/ER-A421には、以下の取扱説明書があります。
・ER-A411/ER-A421　取扱説明書
・ER-A411/ER-A421　取扱説明書～詳細版～（本書）
当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。�
This�model�is�designed�exclusively�for�Japan,�with�manuals�in�Japanese�only.

₂ 設置する
「安全にお使いいただくために」（☞2�ページ）の注意事項をよくお読みのうえ、安定した台の上などぐら
つかない場所にレジスタを設置します。このとき、レジスタが動かないように、付属の固定金具を使って
レジスタを固定します。

1 固定金具を取り付ける設置面をから拭きし、ほこりや汚れを
拭きとります。

A ドロアーB

AB

2 ドロアーの後部底面についている金具（A部）のフックに、固
定金具（B部）を引っかけます。

3 固定金具裏面の粘着テープの台紙をはがし、固定金具を設置
面に貼り付けます。
Memo 確実に固定するために、固定金具の穴2ヶ所をねじ

止めすることをおすすめします。ねじは市販品をご
用意ください。

POINT! �レジスタを取り外すときは

図のようにレジスタの手前を持ち上げた状態で、斜め上に引きながら取り外
します。

②
①

1. はじめてお使いになるとき
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 ₃初期化する（ マスターリセット）
この製品を初期状態にします。はじめてレジスタ
をご使用になるときに必ずおこなってください。
ご注意 マスターリセットをおこなうとすべての

データが消去されるので本稼動後は、マス
ターリセットをおこなわないでください。

1 電源プラグがコンセントから抜けているこ
とを確認します。

2 と を押したまま、電源プラグをコン
セントに差し込みます。
リセット中は、表示部にマスターリセットの
進行状況がグラフで表示されます。
ご注意

・�はじめてご使用になるときは、メモリー保持用の
内蔵電池の充電レベルが低下しているため、24
時間以上充電をしてください。電源プラグをコン
セントに差し込むと自動的に充電されます。

・�マスターリセットが終了すると、営業記録紙に「マス
ターリセット」の文字が印字されます。この時点で営
業記録紙が取り付けられていないと「用紙なし」の
エラーになりますので、営業記録側にロール紙を取
り付けてください。（☞₄ロール紙を取り付ける）

3 日付／時刻入力の画面が表示されます。
�日付と�時刻を入力してください。

�2014年9月10日�����
15時（午後3時）
30分に合わせるとき

� � � � � � � � �

� � � �
Memo 9月の場合、 � と入力しま

す。 を省略することはできま
せん。

4 消費税率の入力画面が表示されます。�
表示している消費税率を確認してください。

・�税率に変更がない場合は を押して入
力を終了します。

・�税率を変更する場合は、消費税率1をキー
ボードから入力して を押します。�
必要に応じて、続けて消費税率2をキー
ボードから入力します。最後に を押し
て、終了します。 消費税

税率１ 　　　　　8.0000%
税率２ 　　　　　      0

　　　　　　　　　　設定※画面は初期値です。

Memo 数字を打ちまちがえたときは を
押して入力しなおしてください。

日付時刻
日付　　　2014年 1月 1日
時刻　　　　　　　　0:00

　　　　　　　　　　設定

5 これでマスターリセットは終了です。

設定などのデータは初期化され、モード選
択の画面（☞15�ページ）が表示されます。

 ₄ ロール紙を取り付ける
�お客様にお渡しするレシート、およびお店に残す
営業記録（ジャーナル）の印字用としてロール紙
を取り付けます。
ご注意 当社推奨のロール紙（☞198�ページ）を必ず

ご使用ください。その他のロール紙をご使
用になると、紙づまりや誤印字を起こすな
ど故障の原因となる場合があります。

�●レシート側の取り付け

1 �プリンターカバーを取り外します。

2 「�ロック解除レバー」を引き上げて、プリン
ターアームのロックを解除します。

ロック解除レバー

3 �プリンターアームを持ち上げます。�
下図で示すように指をかけて持ち上げ、
自然に止まるまでプリンターアームを開
けます。

プリンターアーム
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4 紙の方向に注意して、ロール紙をロール
紙収納部に落とし込み、ロール紙の先端
を引き出します。

プリンターへ プリンターへ

良い例 悪い例 

ロール紙の入れかた

ご注意 ロール紙収納部にロール紙をおさめ
る際、テープ（または糊）の接着し
ていた部分は切り捨ててください。

5 ロール紙を押さえながらプリンターアー
ムを図の位置まで手でしっかりと押し下
げます。
ご注意 カチッと音がするまで、プリン

ターアームを確実に閉じます。確
実に閉じていないと、正常に印字
されないことがあります。

6 自動的に紙が送り出され、カッターでカッ
トされます。�
カットされた紙を取り除きます。
Memo プリンターの動きが完全に止ま

るまで、カットされた紙を取り除
かないでください。

7 プリンターカバーを取り付けます。

�●�営業記録側の取り付け

1 「レシート側の取り付け」（☞11�ページ）の
手順1～5と同様の手順で、営業記録側に
ロール紙をセットします。

2 を押して、必要な長さ（およそ
20cm）を送り出します。
Memo 営業記録側は自動的に紙送りさ

れません。

3 �巻取軸の�ロール紙保持ガイドを取り外し
（①）、巻取軸のスリットにロール紙を奥まで
きっちりと差し込み（②）、ロール紙をまっす
ぐに折り返して2～3回巻き付けます（③）。

巻取軸

②
①

③
ロール紙保持ガイド

ご注意 ロール紙保持ガイドを取り外した
り取り付けるときは、ロール紙保
持ガイドを巻取軸に対して垂直方
向にまっすぐ動かしてください。
このとき、動かす方向がずれる
と、ロール紙保持ガイドに無理な
力が加わり、ロール紙保持ガイド
が破損する場合があります。

4 ロール紙保持ガイドを「カチッ」と音がす
るまで取り付け（④）、プリンターアーム
がロックされていることを確認し、巻取
軸を�軸受けに取り付けます（⑤）。

④

⑤

5 巻取軸をまわし、ロール紙を巻き取り、
ロール紙のたるみをなくし、プリンターカ
バーを取り付けます。

Memo ロール紙を交換する場合は、「交換のし
かた」（☞199�ページ）をご参照ください。
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 キーボードシートの入れ方 
＜ER-A421のみ＞

ご購入時、キーボード上にはふだんの操作に使用
するキーボードシートが装着されています。
キーボードシートを入れるときは、下記の手順に
したがってください。

1 キーボードカバーの手前側にあるタブを
つまみ、上向きにめくり上げます。

2 キーボードシートを図のようにすき間に
そって入れます。

3 キーボードカバーをかぶせます。

ご注意 ・�キーボードカバーを無理に引っ張らない
でください。

・�キーボードカバーが水などの液体でぬれ
てしまったときは、新しいものに交換し
てください。ぬれたままでご使用になる
と、故障の原因になります。

・�操作に支障をきたす場合がありますの
で、必ず当社のキーボードシートをご使
用ください。

・�キーボードシートは必ずキーボードカ
バーをかぶせてご使用ください。

・�キーボードカバーが汚れたり、破れたと
きは新しいものと交換してください。

 消費税について

ご購入時（または初期化操作後）、消費税は次の
ように設定されています。
◦�消費税率：8％（初期値）
◦�課税方法：すべての部門に対して内税課税
◦内税の端数処理：1円未満を切り捨て
◦外税の端数処理：1円未満を切り捨て

消費税のしくみは国の税制によって定められてお
り、今後、税制改正などにより変更される場合があ
ります。この取扱説明書では、2014年4月時点で
の消費税のしくみ(消費税率8％)をもとに説明して
います。
この取扱説明書の「消費税設定」（☞156�ページ）をお
読みのうえ、ご使用時点での消費税の税率を設定
してください。
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ここでは製品のすべての機能について説明しています。（オプションの設定が必要な場合もあります。）

本体前面� 本体背面

1

2

3

4

取り付けられているキーキャップは、付けたままご使用ください。

① ⑦

②
③

⑤ ⑥

⑨

●ER-A411 ●ER-A421
① ⑦ ⑧

②
④

⑤ ⑥

⑨

⑧ ⑧

⑩

①�プリンターカバー ②�記録紙窓 ③�キーボード ④�フラットキーボード
⑤�ドロアー錠 ⑥�ドロアー ⑦�表示部（操作側） ⑧�表示部（客側）
⑨��SDカードスロットカバー/�SDカードスロット� ⑩�RS-232Cポート
SDカードスロットカバーを外すと、中にSDカードスロットがあります。

�操作側表示部（商品登録表示）
・�部門名やPLU名
など登録中の状態
を表示します。

・�乗算登録したと
き、価格と個数を
表示します。

入力した数値を表示します。

各状態を表示します。
・ﾎ：�保留中の取引があるときに表示します。
・ｻ：�サービス料モードのときに表示します。

・ !：�在庫がマイナスになるPLU/JANを登録
したときに表示します。

・ ：�レシート発行停止時に表示します。
・ ：�現金在高が設定された警告額を超えたと

きに表示します。
・U：�iSDC機能の未送信データがあるときに

表示します。※
・ ：�T-LOGの容量が少ないときに表示します。※

� （ ：20％以下、 ：10％以下、 ：5％以下）

・�ワンタッチPLUキーの現在のメニュー
面を表示します。

・�2面目のときは"面2"、3面目のときは
"面3"を表示します。

・�登録モード時、現在の責任者コードを表
示します。責任者が指定されていない場
合は責任者無を表示します。

・�取引後訂正モード時、訂正の文字を反転
表示します。

・�テーブル売上管理（GLU）の取引時、テー
ブル（GLU）番号を表示します。

▲または▼が表示時、
取引中に または

を押して画面を
移動できます。

部門０１             350
1,500x15
部門０２          22,500
16個 **合計       22,850
2300_  U    !  ｻ  ﾎ単2面2責任01▲

商品点数と合計金額を
表示します。

単価2を使用時、"単2"を表示します。

※：iSDC機能、T-LOG機能については、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

金額の表示について
・�金額がマイナスのとき、金額の前に“－”を表示します。
・�金額の3桁、6桁の前に“,”（カンマ）を表示します。

2. 各部の名前とはたらき
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�操作側表示部（�メニュー表示）
�

メニュー項目を表示します。
・�選択している項目が黒く反転します。
・� または を押して項目を選択し、 を押して選択した項目を実行します。
・�左端に表示されているメニュー番号を入力して、項目を選択（実行）することもできます。

上または下に表示されて
いない画面があるとき、
▲または▼を表示します。

現在のモードを表示
します。責任者が指定
されていない場合は
責任者無を表示します。

現在のメニュー名
を表示します。

モード選択             ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
                  モード

客側表示部

部門01    1,080 登録内容（テキストと金額）を表示します。

金額（小計やつり銭）を表示します。

Memo 無操作状態が一定時間以上続くと自動的に画面を消してスリープモードに入ります。スリープ
モードを解除するには、 を押してください。

��キーの名前とはたらき
◆ER-A411

◆ER-A421

Memo ・�キー左上の文字と数字キーのまわりのひらがなや英文字は、設定の入力のときに使います。（☞76�ページ）
・ER-A411では、キーに部門名などを記入したキーラベルを入れることができます。
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�レシート紙送りキー
レシート紙の紙送りに使います。
�記録紙送りキー
営業記録紙の紙送りに使います。

～ �数字キー
単価や数量を打ち込むときに使います。
を押すと、"0"を一度に2桁打ち込めます。

�乗算キー
乗算登録に使います。
�小数点キー
個数または割引率に小数点を含むときに
使います。
�クリアキー
数字を押しまちがえたときの消去や、エ
ラー状態の解除に使います。
�責任者キー
責任者を指定するときに使います。
�↑キー
メニュー項目の選択に使います。
�↓キー
メニュー項目の選択に使います。
�モード切替キー
操作モードを切り替えるときに使います。
��強制解除キー

を押してもエラー状態が解除できない
場合など、取引などの操作を途中で強制
的に終了するときに使います。
�PLU/JANキー
PLU番号による登録、およびJANコード
による登録に使います。
�金額キー
部門およびPLUのオープン登録（金額を
入力して登録する場合）に使います。
�値引キー
個々の売上商品や小計金額に対して、値
引登録をおこなうときに使います。

1 � 2 �パーセントキー
個々の売上商品や小計金額に対して、割引
または割増登録をおこなうときに使います。
�小計キー
小計金額（税込み）の算出に使います。
�万札キー
万円札を預ったときに使います。（現金の
預り登録、入金、支払いの登録に有効です。）

�

�

�信用売りキー
クレジットカード、小切手などで支払い
があったときに使います。

�券売りキー
商品券、図書券などで支払いがあったと
きに使います。

�現金/預りキー
現金売り、預り登録（つり銭計算）、両替
をおこなうときに使います。
メニュー項目の選択にも使います。
�領収証発行キー
領収証を発行するときに使います。
�戻品キー
戻品（返品）登録に使います。
�訂正キー
直前訂正・指定訂正、全項目の取り消し
をおこなうときに使います。
�入金キー
商品の売上とは関係のない入金があった
ときに使います。
�支払キー
支払登録のときに使います。
�後レシートキー
直前の取引操作のレシートを発行させる
ときに使います。

＜ER-A411のみ＞�※ER-A421ではオプションキー

～ �部門キー
商品の売上を登録するときに使います。
商品によって押す部門キーを使い分け、
部門別の商品管理ができます。

＜ER-A421のみ＞�※ER-A411ではオプションキー

�部門＃キー
部門番号を数字キーで入力するときに使います。
�客数キー
客数を登録するときに使います。
�GLUキー
テーブル売上管理でテーブルを指定するときに使います。
�分割キー
テーブル売上管理で1つの取引を2つ以上
に分けて締め操作するときに使用します。
�仮締キー
テーブル売上管理で取引を終了させずに
登録をいったん締めるときに使います。
�メニュー面切替キー
ワンタッチPLUのメニュー面を1～3面
で切り替えるときに使います。
�割勘キー
割り勘の計算をするときに使います。
�明細書キー
明細書を発行するときに使います。

1 70
～ �ワンタッチPLUキー

直接キーを押して、割り当てられたPLU
番号の商品の登録に使います。

� �オートキー
あらかじめ設定された一連のキー操作を
実行するときに使います。

Memo ここではキーの左上の文字や数字キーのまわりの文字は省略したものを記載しています。またキー
の大きさも実際のものと異なります。
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＜オプションキー＞
�000キー
単価や数量を打ち込むときに使います。
を押すと、”0”を一度に3桁打ち込めます。
�不加算登録キー
不加算コード番号を登録するときに使い
ます。

両替 �両替キー
両替をするときに使います。ドロアーが
開きます。

万券
両替

�万券両替キー
1万円札の出し入れがある両替のときに
使います。

開
�ドロアオープンキー
ドロアーを開くだけの操作をおこなうと
きに使います。
�リピートキー
同じ商品登録を繰り返しておこなうとき
に使います。

売価
変更

�売価変更キー
JAN商品の単価または所属部門を変更す
るときに使います。

戻品
モード

�戻品モードキー
戻品をまとめて登録するときに使いま
す。

非課税 �消費税非課税キー
消費税課税商品を非課税として登録する
ときに使います。

サービス料 �サービス（奉仕）料キー
サービス（奉仕）料モードを指定、または
その解除に使います。

保留
/呼出

�保留/呼出キー
現在の取引を保留するとき、または保留
した取引を呼び出して登録をおこなうと
きに使います。

3 5～ �パーセントキー
個々の売上商品や小計金額に対して、割引
または割増登録をおこなうときに使います。

2 5～ �値引キー
個々の売上商品や小計金額に対して、値
引登録をおこなうときに使います。
�入金キー
商品の売上とは関係のない入金があった
ときに使います。
�支払キー
支払登録のときに使います。

機能
メニュー

�機能メニューキー
両替、万券両替、入金、入金２、支払、支
払２のメニューを表示させるときに使い
ます。

％
メニュー

�％一覧メニューキー
%1～5のメニューを表示するときに使
います。

メニュー
�（－）一覧メニューキー
（－）1～5のメニューを表示するときに
使います。

券売
メニュー

�券売一覧メニューキー
券1～3のメニューを表示するときに使
います。

信用
メニュー

�信用一覧メニューキー
信用1～5のメニューを表示するときに
使います。

信用/券
メニュー

�信用/券一覧メニューキー
信用1～5、券1～3のメニューを表示す
るときに使います。
�オート＃キー
オートキー番号を数字で入力するときや
オート1～オート10のメニューを表示す
るときに使います。

1 3～ �メニューレベルキー
ワンタッチPLUの面を切りかえるときに
使います。

単価
シフト

�単価シフトキー
PLUおよびJAN商品の設定単価1/設定
単価2を切りかえて登録するときに使い
ます。

～ �券売りキー
商品券、図書券などで支払いがあったと
きに使います。

～ �信用売りキー
クレジットカード、小切手などで支払い
があったときに使います。

3 50～ �オートキー
あらかじめ設定された一連のキー操作を
実行するときに使います。

1 10～ �責任者キー
責任者を指定するときに使います。
�管理者キー
管理者を指定するときに使います。
�客層＃キー
客層を指定するときに使います。

オプションキーについて詳しくは、お買い上げの販
売店にお問い合わせください。
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 2.1  責任者を指定する
�レジスタを操作するためには、責任者を登録する必要があります。責任者の指定は責任者番号でおこない
ます。操作の途中で責任者を変更することはできません。操作中の取引を終了させてから、次の責任者を
指定します。責任者が指定されているときに を押すと、責任者がオフの状態(画面に[責任者無]を表示)
になり、レジスタの操作ができなくなります。

例 �責任者番号2を指定するとき

�

Memo ・�ご購入時（初期状態）では20人（責任者番号1～20）が使用できます。責任者は最大で50人
まで登録できます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

・モード選択画面、登録モード、取引後訂正モードで、責任者を指定することができます。
・責任者に名前を付けたり、シークレットコードを設定することができます。
・�責任者にシークレットコードを設定した場合、責任者を指定するときにシークレットコードの入力が必要です。

 2.2 モードを切り替える
�売上登録、取引後訂正、点検／精算、各種設定をおこなうときは、それぞれのモードに切り替えて操作します。
この製品には、次のモードがあります。
●モードの名前とはたらき

��登録モード
商品を登録したり、責任者を登録したりします。モード選択の画面（☞15�ページ）で を押すと登
録モードが表示されます。また停止モードからの復帰時にも登録モードが表示されます。

�停止モード
画面を消してレジスタの操作を停止します。
停止モードを解除し、登録モードにするときは、 を押してください。

�取引後訂正モード
発行済みのレシートの内容を取り消します。このモードで取り消したいレシートを見ながら同じ内
容を登録することにより、レシートの取り消しができます。

�日計�点検／精算モード
1日の売上を点検／精算します。

�期間計1�点検／精算モード
ある期間（たとえば1週間）の売上高を集計します。

�期間計2�点検／精算モード
期間集計1とは異なる期間（たとえば1カ月）の売上高を集計します。

�SDカードモード
SDカードに売上・設定データやT-LOGデータを書き込んだり、保存しておいた設定データを読み
込んだりできます。

�設定モード
レジスタを使ううえで必要となる設定をおこなったり、その設定内容の印字をおこないます。
また、実際の登録前におこなった練習の全売上データのクリアをおこないます。

�iSDCモード
Wi-Fi通信(無線LAN)対応のSDメモリーカードを使って、パソコンとの間でデータ通信をするとき
に使うモードです。この機能を使うためには、パソコン上で動作する専用のソフトウェアとWi-Fi通
信仕様に準じた通信インフラ(通信機器や通信回線など)が必要です。詳しくは、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

Memo 登録モード以外のモードについては、シークレットコードで管理できます。
・取引後訂正モードは管理者シークレットコードで管理できます。（☞126�ページ）
・その他のモードのシークレットコードはモードごとに設定ができます。（☞152�ページ）
　�ただし、設定モードのシークレットコードはオプションです。詳しくは、お買い上げの
販売店にお問い合わせください。

それぞれのモードにシークレットコードを設定した場合、モードを切り替えるときにシー
クレットコードの入力が必要です。ただし、停止モードについては、停止モードから復帰
するときにシークレットコードの入力が必要です。
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●�モードの切り替え
モードの切り替え方法は次のとおりです。

1 登録モードで を押し、モードを選択します。

選択している項目が黒く反転します。
または を押すと、項目を選択できます。

左端に表示されているメニュー番号を入力して、項目を選択することもできます。

2 を押します。

シークレットコードを設定している場合はシークレットコードの入力画面を表示します。
シークレットコードを入力して を押します。
モードが切り替わります。

2.3  メニューキーを使った登録のしかた
、 、 、 、 、 を押すと、キーに応じて次のメニュー画面が表示されます。各メニュー画面

では表示されている項目について登録に使用することができ、たとえば信用メニューの場合、信用1～5
の5種類の金種による取引締め操作に使うことができます。メニューキーはオプションです。
メニューキーをご使用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◦機能メニューキー
機能

メニュー
以下のメニューから選択します。

1��両替
2��万券両替
3��入金
4��入金２
5��支払
6��支払２

◦％一覧メニューキー
％

メニュー
以下のメニューから選択します。

1��%１
2��%２
3��%３
4��%４
5��%５

◦(－)一覧メニューキー

メニュー
以下のメニューから選択します。

1��（－）１
2��（－）２
3��（－）３
4��（－）４
5��（－）５

◦券売一覧メニューキー
券売

メニュー
以下のメニューから選択します。

1��券１
2��券２
3��券３

◦信用メニューキー
信用

メニュー
以下のメニューから選択します。

1��信用１
2��信用２
3��信用３
4��信用４
5��信用５

◦信用/券一覧メニューキー
信用/券
メニュー

以下のメニューから選択します。

1��信用１
2��信用２
3��信用３
4��信用４
5��信用５
6��券１
7��券２
8��券３
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◦オート＃キー
以下のメニューから選択します。

1� オート１
2� オート２
����������:
49�オート4９
50�オート5０

 2.4 管理者コードを入力する
�管理者を登録することで設定されている制限金額をこえる登録ができるなど、一部の機能を管理者にの
み許可することができます。管理者の指定は管理者番号でおこないます。操作の途中で管理者を変更する
ことはできません。

例 �管理者番号2を指定するとき

�

Memo ・�管理者番号は1～99が使用でき、管理者は1人のみ登録できます。
・登録モード、取引後訂正モードで、管理者を指定することができます。
・管理者にシークレットコードを設定することができます。
・�管理者にシークレットコードを設定した場合、管理者を指定するときにシークレットコード
の入力が必要です。

・� はオプションキーです。ご使用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。
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売上登録をするとき
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ここでは、商品の売上登録、レシートの発行停止、売上登録以外でのドロアーの開けかたなど、本レジスタ
の基本的な使いかたを説明しています。登録モードまたは、取引後訂正モードで操作します。（ただし、レシー
ト発行停止は除く。）

1.1 商品の 売上登録
登録とは、売上商品の金額や部門、預り金額などを入れ、レジスタに記憶させることです。
売上商品の金額や部門、PLU、JANコードなどを登録するときは、登録モードにします。（☞18�ページ）

例 �3,800円（部門1、消費税内税対象）と、1,200円（部門6、消費税外税対象）の商品を売り、
10,000円を預ったとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � �

� � � � � � � �

� � � �

Memo ・�操作をまちがえて、ピーという音が鳴ったときは「ピーという警告音が鳴ったときは（エラー
処理）」（☞205�ページ）を参照してください。また、まちがえて登録したときは、「訂正のしかた」
登録（☞55�ページ）を参照してください。

・�合計金額と預り金額が同額のとき（売上とちょうどの金額を受け取ったとき）は、預り金額
を入力せず、 のみを押して、取引操作を終了できます。

・� を使ってお預り金額を入力すると、レジスタが�1万円札の枚数を数え、点検・精算レポー
トにその枚数が印字されます（☞65�ページ）。1万円札を2枚お預りした場合は� � と入力
します。ただし、 � � などと入力しても、1万円札が2枚とは数えられません。

・�あらかじめ単価を部門キーに設定しておくと、部門キーを押すだけで単価を登録できます
（プリセット登録）（☞24�ページ）。
・�PLU（単価読み出し）（☞27�ページ）、またはJANコード（☞32�ページ）を使って売上登録する
こともできます。

ご注意 売上金額より、預り金額が小さかったときは、 を押してもドロアーは開きません。表示部に「残額」
と不足額が表示されます。もう一度、 を押して登録を終了するか、不足額より大きな預り金額を入
れ、 を押して登録を終了させてください。

1. 基本的な使いかた
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POINT! ��レシートの見かた

コマーシャルメッセージ

日付
レジスタ番号/レシート番号

部門名

店名ロゴ

責任者番号

時刻 責任者名
消費税種別/単価

商品合計額
外税対象額
外税額
内税額（3,800×8÷108、端数切り捨て）
お買い上げ点数
税込み売上金額
預り金額
つり銭金額

Memo ・�消費税の処理は、事前に設定した内容でレジスタが自動的におこないます。
・店名ロゴは次の3つから選択できます。
　・「お買上票」か「領収証」のどちらかを選択
　・店名ロゴの文字を設定して使用
　・グラフィックロゴを作成依頼
　�なお、パソコンにインストールされたアプリケーションソフト（Windowsに付属のペイン
トなど）を使い、お客様ご自身でロゴデータを作成し、カスタマサポートツールを使ってレ
ジスタへ送ることもできます。（☞184�ページ）

・�コマーシャルメッセージとしてお店からのメッセージを設定できます。（☞154�ページ）
・�消費税種別は印刷する/しないを選択できます。（☞160�ページ）
・�お買上点数は印刷する/しないを選択できます。（☞142�ページ）

1.2 レシートの再発行� ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ �コピーレシート

直前の取引操作のレシートを再発行させるときは を押します。
レシートには「コピー」と印字されます。
Memo �この機能を禁止することもできます。

詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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1.3  レシート発行停止について
レシートの発行を止めることができます。
発行を止めているときに直前の取引のレシート発行（後レシート）ができます。
この製品ではレシート発行停止は設定モードでおこないます。（☞142�ページ）

1 登録モードで を押し、［7�設定］、［2�設定］、［9�各種機能選択］、［6�登録印字形式］の順に選択します。

2 または を押して、［レシート発行停止］を選択し、 を押します。

3 または を押して、［停止］を選択し、 を押します。

4 を押して、設定を終了します。

5 を3回押して、登録モードに戻ります。

ご注意 ・レシートの発行を停止できるのは、登録モードでの操作に限ります。
・レシート発行停止中は、表示部に が表示されます。

1.4 レシートを発行する�・・・・・・・・・・・・・・・・・ �後レシート

レシート発行停止に設定されているとき、1つの取引が終わったすぐ後で を押すと、その取引につい
てのみレシート（後レシート）を発行することができます。

Memo 後レシートの記載方法を合計のみに変更することができます。
詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

1.5 両替するとき/ ドロアーを開けるとき�・・・・・・・・ �両替

�ドロアー開

取引が終了しているときに または、両替を押します。
開 を使用すれば、両替をしないで、ドロアーを開くことができます。

Memo ・両替を禁止することもできます。（☞133�ページ）
・�両替、 開 はオプションキーです。ご使用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
・� で両替をできなくすることもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
・�両替のときにレシートを発行しないようにすることもできます。詳しくは、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

 1.6 同じ商品を2個以上販売する
�同じ商品を複数個販売するときの登録方法には、個数の少ないときに使うと便利な「リピート登録」と、
個数の多いときに使うと便利な「乗算登録」の2種類があります。
また （単価読み出し）を使って、登録することもできます（☞27�ページ）。

●個数の少ないとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ �リピート登録
部門キーの場合：「単価」を入力して、部門キーを個数分くり返し押します。

、 の場合：�「単価」を入力して、部門番号またはPLU/JANコードを入力してから、 または を
個数分くり返し押します。

ワンタッチPLUキーの場合：ワンタッチPLUキーを個数分だけくり返し押します。
２個目の登録からは を使用することができます。

●個数の多いとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ �乗算登録
「単価」×「個数」で登録します。

Memo ・� はオプションキーです。ご使用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお
問い合わせください。
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売上登録をするとき

ここでは売上登録で使用する各種登録の方法について説明しています。
売上登録は登録モードで操作します。
ここでは、オプションキーを使った操作方法についても説明しています。オプションキーについては「キー
の名前とはたらき」（☞15�ページ）をご覧ください。

Memo オプションキーをご使用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

 2.1 部門を使って商品を登録する（ 部門登録）
単価を入力するオープン登録と、あらかじめ設定されている単価を使用するプリセット登録があります。
また、部門キーによる登録と部門番号キーによる登録の2種類の登録方法があります。
同じ商品を複数個販売するときは、「リピート登録」または「乗算登録」を使用して登録します。

●金額を入力して登録する（�オープン登録）

操作手順

●部門キーでの登録

～ または～

リピート登録する場合
　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

～個数

単価

単価

部門番号 または

リピート登録する場合

●部門番号キーでの登録

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

個数 部門番号

単価

単価

(部門キー ) ( 部門キー )

( 部門キー )

2. 各種登録のしかた
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例 �3,800円（部門1、消費税内税対象）と300円の商品（部門2、消費税内税対象）を3個と350円の
商品（部門1、消費税内税対象）を8個売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � �

� � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � �

� �

Memo 乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い
合わせください。

～個数

　乗算登録（個数 x単価）：

単価

　乗算登録（個数 x単価）：

部門番号個数 単価

●部門キーでの登録

●部門番号キーでの登録

( 部門キー )

●設定単価を読み出して登録する（�プリセット登録）

操作手順

●部門キーでの登録

～

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

～個数

部門番号 または

リピート登録する場合

●部門番号キーでの登録

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

部門番号 個数

または～

リピート登録する場合

(部門キー ) ( 部門キー )

( 部門キー )
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例 �3,800円（部門1、消費税内税対象）と300円の商品（部門2、消費税内税対象）を3個売るとき

<部門キーで野登録> <部門番号での登録>

�

� � � � �

� �

Memo 乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い
合わせください。
●部門キーでの登録

～個数

　乗算登録（個数 x単価）：

●部門番号キーでの登録

部門番号個数

　乗算登録（個数 x単価）：

(部門キー )
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 2.2  PLU（単価読み出し）を使って登録する
PLUを使って登録することで、部門よりもさらに細分化した商品管理をおこなうことができます。PLU
を使った登録には次の2種類があります。
・PLU番号を入力すると、自動的に単価が読み出され商品登録ができる� ・・・・・・・ プリセット登録

・金額を入力して、部門キーのかわりにPLU番号を使い登録する� ・・・・・・・・・・ オープン登録

ワンタッチPLUキーを使った登録のしかたは29�ページをご確認ください。
Memo ・この機能を使用するには、「PLU/JAN」で単価、所属部門や登録方法の設定が必要です。

・�PLUの所属部門に現金単品売りが設定されているときは、 を押した時点で現金単品売り
となり、取引が終了します。

●設定単価を読み出して登録する（�プリセット登録）

操作手順

PLU番号 または

PLU番号 個数

リピート登録する場合

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

例 �PLU番号1の商品（単価300円）を1個と、PLU番号2（単価350円）を3個とPLU番号3（単価
250円）を8個売るとき

�

� � �

� � �

�

Memo 乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い
合わせください。

PLU番号個数

　乗算登録（個数 x単価）：
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●金額を入力して登録する（�オープン登録）

操作手順

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

PLU番号単価 個数

単価 またはPLU番号

リピート登録する場合

例 �PLU番号20に分類する商品（単価200円）を1個と、PLU番号6に分類する商品（単価200円）を
2個と、PLU番号7に分類する商品（単価300円）を10個売るとき

� � � � �

� � � � �

� � � � � � �

�

Memo ・�オープン登録するには、あらかじめPLUの登録方法を「オープン」または「オープン＆プリ
セット」に設定する必要があります。（☞87�ページ）

・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

　乗算登録（個数 x単価）：

PLU番号個数 単価
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 2.3  ワンタッチPLUキーを使って登録するには
ワンタッチPLUキーを押すだけで、キーに割り当てられたPLU番号のPLU（単価読み出し）登録ができま
す（プリセット登録）。また金額を入力してワンタッチPLUキーを押すオープン登録もできます。

Memo 部門キーをワンタッチPLUに変更することが可能です。（☞102�ページ）

1つのワンタッチPLUキーには、最大3個までPLU番号を割り当てることができます。この3つのPLU番
号は、 を押して�メニュー面を切り替えることによって、選択することができます。また、数字キーで面
番号を入力して を押すことでメニュー面の切り替えができます。面を切り替えると、画面の下中央に
画2のときは「面2」、面３のときは「面3」が表示されます。初期状態では次のように設定されています。
・面1：PLU番号1～70　　　・面2：PLU番号71～140　　　・面3：PLU番号141～210
たとえば、ワンタッチPLUキー 1の面2にPLU71を設定した場合、PLU番号71を登録するには、
を押して面2に切り替えたあと、ワンタッチPLUキー 1を押します。ワンタッチPLUキーを押す前に、
画面に表示される面の番号を確認してください。
面1に戻るには、次の3通りの方法がります。（設定により変更できます。）
・ を押して戻る。
・1取引終了ごとに自動的に戻る
・1商品登録ごとに自動的に戻る
1取引終了ごとに自動的にもどる方法を選択した場合でも、 を押して面1に戻ることができます。
1～ 3で面を切り替えることもできます。

●設定単価を読み出して登録する（ワンタッチPLUのプリセット登録）

操作手順

または

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

リピート登録する場合

個数

（ワンタッチPLUキー） （同じワンタッチPLUキー）

（ワンタッチPLUキー）

例 �PLU番号1の商品（単価300円）を1個と、PLU番号2（単価350円）を3個と、PLU番号3（単価
250円）を8個売るとき

1

2
�

2
�

2

� �
3

�

Memo ・�1商品登録ごとに面1に自動的に戻る設定の場合、面2、面３のPLU番号はワンタッチPLU
キーでのリピート登録はできません。 でリピート登録します。

・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

個数

　乗算登録（個数 x単価）：

（ワンタッチPLUキー）
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●金額を入力して登録する（ワンタッチPLUのオープン登録）

操作手順

単価 個数

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

単価 または

リピート登録する場合

（ワンタッチPLUキー） （同じワンタッチPLUキー）

（ワンタッチPLUキー）

例 �PLU番号20に分類する商品（単価200円）を1個と、PLU番号6（単価200円）を2個と、PLU番
号7（単価300円）を10個売るとき

� �
20（200円、PLU20）

� �
6
�

6

� � � � �
7

�

Memo ・�オープン登録するには、あらかじめPLUの登録方法を「オープン」または「オープン＆プリ
セット」に設定する必要があります。（☞87�ページ）

・�1商品登録ごとに面1に自動的に戻る設定の場合でも、面2、面３のPLU番号を でリピー
ト登録することができます。

・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

個数 単価 （ワンタッチPLUキー）

　乗算登録（個数 x単価）：

2.4  セットPLUを使って登録する
複数の商品をセット価格（値引価格）で販売することができます。
たとえば、入学セットやレジャーセットのようにいくつかの単品メニューで構成される商品をセット
PLUとして設定しておくことにより、まとめて登録することができます。
セットPLUを使用するには、あらかじめ「セットPLUテーブルの設定」の設定が必要です。（☞94�ページ）

例 �PLU番号41（250円）、PLU番号42（380円）、PLU番号43（230円）をセット商品に設定した、
PLU番号40（800円）を売るとき

� �

�

�

Memo セット子PLUをレシート、明細書に印字しないようにすることもできます。詳しくは、お買い
上げの販売店にお問い合わせください。
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2.5  レンケツPLUを使って登録する
複数の商品を組み合わせて販売することができます。
特定のPLUまたはJAN（親PLUと呼びます）に一括で登録したいPLU/JAN（子PLUと呼びます）を連結
させておくと、親PLU（JAN）の登録をおこなうだけで、連結されたPLU/JAN（子PLU）も自動的に登録
されます。
レンケツPLUを使用するには、あらかじめ「レンケツPLUテーブルの設定」の設定が必要です。（☞92�ページ）

例 �PLU番号50（290円）に連結されたPLU番号51（250円）、PLU番号52（380円）を同時に登録
する

� �

�

�

 2.6  ハンドスキャナを使って登録する
別売のハンドスキャナを接続することにより、ハンドスキャナでJANコード入力ができます。

操作手順

（JANコードの読み取り）個数

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

またはJANコードの読み取り

リピート登録する場合

例 �750円の商品（商品名：筆箱）を1個、200円の商品（商品名：ノート）を3個売るとき

筆箱のJANコード読み取り

� �ノートのJANコード読み取り

�

Memo ・�この製品に登録されていないJANコードを読み取ると、商品設定画面が表示されます。商
品の価格や所属部門などを入力して登録できます。入力した内容はJANコードとともに
「PLU/JAN」に設定されます。（☞47�ページ）
・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

・�JANコードをレシートやジャーナルに印字することもできます。詳しくは、お買い上の販売������
店にお問い合わせください。

　乗算登録（個数 x単価）：

（JANコードの読み取り）個数
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 2.7  JANコードを入力して登録する
JANコードを手で入力して登録することもできます。
入力できるJANコードについては「JAN/EAN/UPCコードについて」（☞212�ページ）をご覧ください。

操作手順

　単品登録 /リピート登録：

　乗算登録（単価 x個数）：

JANコード または

リピート登録する場合

JANコード 個数

例 �JANコード「4901234567894」の商品(商品０１：単価1,000円)を1個と、JANコード
「40123486」の商品(商品０2：単価1,000円)を2個と、JANコード「40123479」の商品
(商品０3：単価300円)を3個売るとき

� � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � �

� � � � � � � � � �

�

Memo ・�この製品に登録されていないJANコードが入力されると、商品設定画面が表示されます。
商品の価格や所属部門などを入力して登録できます。入力した内容はJANコードとともに
「PLU/JAN」に設定されます。（学習機能☞47�ページ）
・�乗算登録を「個数ｘ単価」に変更することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

�・�JANコードをレシートやジャーナルに印字することもできます。詳しくは、お買い上の販売
店にお問い合わせください。

　乗算登録（個数 x単価）：

JANコード個数
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2.8  値引きする
値引きには、個々の商品から値引きする方法と小計額から値引きする方法の2種類の値引き方法があり
ます。

●個々の商品から値引きする
「部門キー」または を押した直後に、値引額を入力して または 2～ 5を押します。
PLUまたはJANコードを使った登録のときは、 を押した直後（またはワンタッチPLUキーを押した直
後）、またはハンドスキャナで登録した直後に、値引額を入力して または 2～ 5を押します。

、 2～ 5のかわりに を押して値引きの種類を選択して値引金額を入力することもできます。
Memo ・金額が0やマイナスの商品の値引きはできません。

・雑部門（部門グループ11）に設定されている商品の値引きはできません。
・�セットPLUおよびレンケツPLUについては、親のPLUに対してのみ値引きができます。

操作手順

設定されている値引額を使用する場合

値引金額

部門登録

PLU登録

JAN登録

値引金額

または ～ 52

メニュー から選択
[(-)1]

[(-)5]
　

設定されている値引額を
使用する場合

例 �250円の商品（部門1、消費税内税対象）を30円引きで、また300円の商品（部門2、消費税内税
対象）を50円引きで売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � �

� � （30円、値引き） � � （30円、値引き）

� � � � � �

� � �（50円、値引き） � � �（50円、値引き）

� �
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●小計額から値引きする
を押したあと、値引き額を入力して または 2～ 5を押します。 、 2～ 5のかわりに を押し

て値引の種類を選択して値引金額を入力することもできます。

操作手順

設定されている値引額を使用する場合

値引金額

値引金額

または ～ 52

メニュー

設定されている値引額を使用する場合

から選択
[(-)1]

[(-)5]
　

例 �570円の商品（部門1、消費税内税対象）と900円の商品（部門2、消費税内税対象）を売り、小計
額から70円を値引きするとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � �

� � � � � �

� � � �（70円、値引き） � � � �（70円、値引き）

� �

Memo ・�外税課税後の合計から端数金額を値引きするときは、 または 2～ 5の課税方法を「内税
&外税」から「非課税」に変更しておきます。（☞105�ページ）

・�あらかじめ または 2～ 5に値引額を設定しておくと、 または 2～ 5を押すだけで
値引きできます。

・� または 2～ 5に値引き額を設定していても、値引き額を入力した場合は入力した値引き額
が優先されます。
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2.9  割引・ 割増をする
�割引・割増には個々の商品に割引・割増をする方法と小計額に割引・割増をする方法の2種類がありま
す。 1～ 5にはそれぞれ割引か割増のどちらかに割り当てて使用できます。初期値は割引が割り当てら
れています。

●個々の商品に割引・割増をする
「部門キー」または を押した直後に、割引率を入力して 1～ 5を押します。
PLUまたはJANコードを使った登録のときは、 を押した直後（またはワンタッチPLUキーを押した直
後）、またはハンドスキャナで登録した直後に、割引率を入力して 1～ 5を押します。また、割増のとき
は、割引率のかわりに割増率を入れます。
1～ 5のかわりに を押して割引の種類を選択して割引率を入力することもできます。

Memo ・金額が0やマイナスの商品の割引や割増はできません。
・雑部門（部門グループ11）に設定されている商品の割引や割増はできません。
・セットPLUおよびレンケツPLUについては、親のPLUに対してのみ割引や割増ができます。

操作手順

設定されている割引／割増率を使用する場合

割引／割増率

部門登録

PLU登録

JAN登録

～

メニュー 割引／割増率

5

から選択
[％5]

[％1]

設定されている割引／割増率を
使用する場合

例 �5,600円の商品（部門1、消費税内税対象）を、10％割引（ 1）で売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � �

� � 1（割引率10％、割引） � � 1（割引率10％、割引）

� �
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●小計額に割引・割増する
を押したあと、割引率を入力して 1～ 5を押します。 1～ 5のかわりに を押して割引の種類を

選択して割引率を入力することもできます。
また、割増のときは、割引率のかわりに割増率を入れます。

操作手順

設定されている割引／割増率を使用する場合

割引／割増率 ～

メニュー

5

割引／割増率から選択
[％5]

[％1]

設定されている割引／割増率を
使用する場合

例 �300円の商品（部門1、消費税内税対象）と、900円の商品（部門2、消費税内税対象）を売り、
小計額から5％割引く（ 1）とき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � �

� � � � � �

� � 1（割引率5％、割引） � � 1（割引率5％、割引）

� �

Memo ・� 1～ 5に、あらかじめ割引率や割増率を設定しておくことができます。
・� 1～ 5に、割引・割増率を設定していても、割引・割増率を入力した場合はその率が優先
されます。

・� 1～ 5を割増にするときは、設定を変更してください。
・�割引/割増率は小数点第2位（0.01～100.00%）まで入力できます。小数部を入力すると
きは、 を押してから入力してください。

・小計がゼロまたはマイナスのとき、小計からの割引・割増はできません。
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2.10  まとめ値引きする
商品を販売するとき、あらかじめ設定しておいた個数になると、自動的に価格を値引きます。
ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

例 �PLU番号5（単価200円）の商品を5個買うと100円値引き（5個で900円に）して売るとき

� � � （PLU5×5個で、まとめ値引き100円適用）

�

例 �PLU番号1（単価200円）、PLU番号2（単価200円）、PLU番号3（単価200円）の商品の中から
任意の5個を買うと100円値引き（5個で900円に）して売るとき

� � � � � � � � �

（任意の5個で、まとめ値引き100円適用）

�

�
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2.11  返品があったとき
返品があったときは、「部門キー」または を押す前に、 を押します。PLUまたはJANコードを使っ
た登録のときは、 の前（またはワンタッチPLUキーの前）、またはハンドスキャナで登録する前に
を押します。
まとめて返品の操作をおこなう場合には を使用します。

を押して�戻品モードに入り登録をおこないます。戻品モードでの登録操作はすべて返品になります。
取引終了後、登録モードに戻ります。

●１商品づつ返品登録をおこなうとき

操作手順

（JANコード読み取り）

～プリセットの単品登録の場合：

部門番号 /PLU番号

( 部門キー )

（ワンタッチPLUキー）

Memo プリセット単品登録以外の登録手順については、それぞれの登録手順を参照してください。

例 �780円の商品（部門5、消費税内税対象）の返品があったとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � �

（780円、返品、部門5）

� � � � � � �

（780円、返品、部門5）

� �

●まとめて返品登録をおこなうとき

操作手順

( 商品登録）戻品
モード ( 商品登録） (支払操作）

例 �500円の商品（部門1、消費税内税対象）と790円（部門2、消費税内税対象）の返品があったとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

戻品
モード

戻品
モード

� � � � � �

� � � � � � � �

� �

Memo ・戻品登録を禁止することもできます。（☞133�ページ）
・戻品モードを禁止することもできます。（☞133�ページ）
・�戻品モード時にPLU（単価読込み）を使用しないように設定することもできます。詳しくは、
お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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2.12  現金での支払いがあるとき
現金での支払いは、売上登録後に預かり金額を入力して を押します。合計金額と預り金額が同額のと
き（売上とちょうどの金額を受け取ったとき）は、預り金額を入力せず、 のみを押して、取引操作を終
了できます。

操作手順
登録金額と預かり金額が同額の場合

預かり金額売上登録

例 �4,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、支払いが現金のとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � �

� �

Memo �預かり不足での登録禁止、預かり前の小計入力の強制、丁度締め前の小計入力の強制、預かり
操作後の丁度締め操作を禁止することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合
わせください。

2.13  クレジットカードなどでの支払いがあるとき
クレジットカードや小切手などの支払いでは、 のかわりに ～ を押します。 ～ のかわりに

、 を押して信用の種類を選択して信用売りの金額を入力することもできます。
現金での支払いとは別に集計されます。

操作手順
登録金額と預かり金額が同額の場合

預かり金額売上登録

信用/券
メニュー

～

または 預かり金額から選択
［信用1］

［信用5］　

登録金額と預かり金額が同額の場合

例 �4,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、支払いがクレジットカードのとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � �

� （信用売り） � （信用売り）

Memo 預かり不足での登録禁止、預かり前の小計入力の強制、丁度締め前の小計入力の強制、預かり
操作後の丁度締め操作を禁止することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合
わせください。
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2.14  商品券での支払いがあるとき
図書券やビール券、商品券などの支払いでは、 のかわりに ～ を押します。 ～ のかわりに

、 を押して券売の種類を選択して券売りの金額と枚数を入力することもできます。
現金での支払いとは別に集計されます。

操作手順

登録金額と預かり金額が同額の場合

預かり金額売上登録

信用/券
メニュー

～

または 預かり金額から選択
［券1］

［券３］　

登録金額と預かり金額
が同額の場合

「券に記載の額面」ｘ「枚数」で登録する場合：

枚数券に記載の額面 ～

＊

信用/券
メニュー

または 券に記載の
額面

から選択
［券1］

［券３］　

登録金額と券に記載の
額面が同額の場合

枚数

券の預かりの合計額で登録する場合：

＊枚数の入力は不要です。

売上登録

1枚の場合

例 �6,000円の商品（部門1、消費税内税対象）を売り、商品券3,000円と現金3,000円を受け取るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � � �

� � � （3,000円券売り） � � � （3,000円券売り）

� � � （3,000円現金売り） � � � （3,000円現金売り）

Memo 預かり不足での登録禁止、預かり前の小計入力の強制、丁度締め前の小計入力の強制、預かり
操作後の丁度締め操作を禁止することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合
わせください。
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2.15 顧客番号などの任意の番号を印字したいとき（ 不加算コード）
お客様の顧客番号などを営業記録（レシート）に残したい場合、任意の番号を印字できます。
番号は16桁まで入れられます。不加算コードは何度でも入力できます。入力された不加算コードはすべ
て表示されますが、初期設定では不加算コード以外の登録（商品登録、値引き登録、締めなど）の直前に入
力されたものだけが印字されます。

操作手順

不加算コード

例 �顧客番号123のお客様に、1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

�（顧客番号） （顧客番号）

Memo ・�不加算コード入力後の両替を禁止することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問
い合わせください。

・�入力した不加算コードをすべて印字することもできます。詳しくは、お買い上げの販売店にお
問い合わせください。

・バーコードで不加算コードを入力することもできます。（不加算バーコード：☞100�ページ）
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2.16  1万円札を 両替するとき
つり銭機の小銭を用意するために1万円札をドロアーから出して小銭を入れるときなどには、「万券出金
両替」ができます。また、客の1万円札を小銭に両替するときなどは、１万円札がドロアーに入る「万券入
金両替」をおこないます。
この方法で両替をおこなうと、万券の合計器に減算または加算されます。

操作手順

［万券→両替］を選択1枚のみ：

●万券出金両替

●万券入金両替

複数枚　： 枚数

［万券←両替］を選択1枚のみ：

複数枚　： 枚数

例 �1万円札を出金両替するとき
万券
両替

「万券→両替」を選択

例 �1万円札を入金両替するとき
万券
両替

「万券←両替」を選択

Memo ・両替を禁止することもできます。（☞133�ページ）
・�両替のときにレシートを発行しないようにすることもできます。詳しくは、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。
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2.17 売上と関係ない現金の出し入れがあるとき
売上と関係の無い現金を出し入れするときは、 、 、 、 、 を使用します。

●売上と関係のない現金を入れる（�入金）
�つけの入金があったときなど売上と関係ない現金を入れるときは、金額のあとに 、 を押します。または

を押して入金の種類を選択して入金金額を入力します。 を使用すると1万円札の枚数を管理できます。

操作手順

金額入金登録：

金額

～

から選択
［入金］

［入金２］　

例 �つけの入金があったため、現金3,000円をドロアーに入れるとき

� � � （3,000円、入金）

●売上と関係のない現金を出す（�支払）
新聞代などの売上と関係ない出金があったときは、金額のあとに 、 を押します。または を押して支
払の種類を選択して支払金額を入力します。 を使用すると1万円札の枚数を管理できます。

操作手順

金額支払登録：

金額

～

から選択
［支払］

［支払２］　

例 �新聞代の支払があったため、現金3,000円をドロアーから出すとき

� � � （3,000円、支払）
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2.18  領収証を発行する
1つの取引が終わったすぐあとで を押すと、その取引の領収証を発行することができます。
�また、領収金額を入力してから を押すと、入力した金額の領収証を発行することができます。この場合、
消費税額と日付は印字されません。

操作手順

直前の取引の領収証を発行する場合

領収金額取引登録

例 �直前の取引（税込合計58,000円）の領収証を発行するとき

（登録の終了）

（領収証の印字発行）�

レシート印字例

Memo ・�直前の取引の領収証は1回に限り発行できます。
・�領収証控えを発行しないように設定することもできます。（☞144�ページ）
・�領収金額を入力して領収証を発行したときは、入力した金額（領収金額）を税抜き金額と仮
定して収入印紙貼付枠が印字されます。手書きで書き込んだ税抜金額に応じて収入印紙を貼
付してください。

・�領収金額を入力して領収証を発行するとき、領収金額を内税対象とみなして内税の消費税額
を計算して印字するように設定できます。（☞144�ページ）
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2.19 単品の現金売りが多いとき（ 現金単品売り）
単品で売ることが多い商品の部門を、現金単品売りに設定しておくと を押す操作が省略できます。た
とえば、部門1に現金単品売りを設定しておくと、金額を入力して「部門キー」または を押すだけで登
録を終了できます。また、単価を部門キーに設定しておくと、部門キー1つで登録が終了します。

例 �350円の商品（部門1、消費税内税対象）を売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � �

Memo ・�他の商品登録をしたあとに、現金単品売りを設定した部門キーを使用する場合、通常の売上
登録と同様 を省略することはできません。

・�PLUおよびJANコードの所属部門を現金単品売りに設定された部門に設定しておくと、
を押した時点（またはワンタッチPLUキーを押した時点）、またはハンドスキャナで登録し
た時点で、登録が終了します。

2.20 一連のキー操作を自動登録するとき（ オートキー機能）
�日頃よく使う一連のキー操作を または に設定しておくと、 または を押すだけで自動的に登
録できます。オートキー機能を使用するには、あらかじめオートキー機能の設定をおこなってください。

操作手順

から選択
［オート01］

［オート50］　

50～

シークレットコード

オートキー番号

シークレットコードなしの場合

例 � に小計から10％割引し、現金売りすると設定しているときに、5,000円の商品を販売した場合
（ �＝� � � � � ）

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � �
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2.21 JAN商品の単価を変更して登録する（ 売価変更機能）
売上登録の画面でJAN商品の単価および所属部門を変更することができます。
売上登録をしないで設定内容だけを変更する方法と、売上登録中にJAN商品の売上登録をした直後、単
価を変更して登録する方法があります。(所属部門も変更できます。)

操作手順

単価 部門

部門を変更
しない場合（JANコードの読み取り）

JANコード

単価を変更
しない場合

または

～ ( 部門キー )

●設定変更のみ（売価変更モード）：売上登録をしていないときにおこないます。
       入力したJAN商品は売上登録されません。

●売上登録途中での変更：商品登録が直前訂正され、入力した単価で登録します。

単価 部門

部門を変更
しない場合（JANコードの読み取り）

JANコード

単価を変更
しない場合

または

～ ( 部門キー )

例 �JANコード「4901234567894」の商品（単価750円、部門1）を単価1,000円にして売るとき

� � � � � � � � � � � � �

売価
変更

� � �

�

Memo ・�売価変更機能を禁止することもできます。（☞133�ページ）
・�設定されている単価や部門番号を変更しないで一時的に売価を変更することもできます。
（☞137�ページ）
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 2.22 学習機能を使って登録する（ 学習機能）
設定されていないJANコードを読み取ったとき、その場で単価や部門を入力できます。

操作手順

JANコードの
読み取り
または

JANコード入力
単価 部門＊ 自動削除

タイプの選択

NON-PLUコードの場合
エラー表示

と
３回間欠ブザー

＊数字入力のかわりに       を押して、部門を選択することができます。

          を押すと、部門の一覧を表示します。

   表示している一覧から部門を選択することができます。

～ ( 部門キー )

例 �設定されていないJANコードを読み取り、単価３00円、部門2として売るとき

設定されていないJANコードの読み取り

� �

�

自動削除タイプの選択�

�

Memo �学習機能を禁止することもできます。（☞133�ページ）
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2.23 単価を切りかえて登録する（ 単価シフト）
それぞれのPLU番号およびJANコードには2種類の単価を設定することができます。
単価の設定方法については「PLU/JANの設定」（☞87�ページ）を参照してください。
PLU番号およびJANコードを登録するときは、単価1、単価2のどちらで登録するか 単価

シフトで選択できます。
単価2のモードで指定されると、画面の下中央に「単2」が表示されます。
単価1のモードに戻るには、次の3とおりの方法があります。（設定により選択できます。☞137�ページ）

・ 単価
シフトを押して戻る

・1取引終了ごとに自動的に戻る
・1商品登録ごとに自動的に戻る
1取引終了ごとに自動的に戻る方法を選択した場合でも、単価

シフトを押せば単価1のモードに戻ります。

操作手順

（PLU/JAN登録）単価
シフト

例 単価300円（PLU1）と単価500円（PLU1）の商品を売るとき

�

単価
シフト

�

�

2.24 非課税シフトを使用して登録する（ 非課税シフト）
商品登録の際、部門キー、 、 、ワンタッチPLUキーを押す前、またはハンドスキャナで登録する前
に を押すと、消費税対象（外税、内税）の商品を非課税品として登録できます。1商品登録ごとに を
押す必要があります。

操作手順

（JANコードの読み取り）

（ワンタッチPLUキー）

非課税

～ ( 部門キー )

例 �単価2,000円の商品（部門2、消費税外税対象）と単価1,000円の商品（PLU1、消費税外税対象）
をそれぞれ消費税非課税として売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � �非課税 � � � � � �非課税 �

�非課税 � �非課税 �

� �
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2.25  サービス料の計算をする
取引の開始前に を押すと、�サービス料モードに切りかわり、サービス料の計算ができます。
サービス料モードが指定されると、画面の下中央に「ｻ」が表示されます。
サービス料の計算を利用するには、あらかじめサービス料率（☞161�ページ）とサービス料計算の対象とす
る部門（☞85�ページ）を設定しておく必要があります。
Memo サービス料モードは取引終了後に自動的に解除されません。

サービス料モードを解除するには、 を押してください。

操作手順

サービス料
モードの開始

サービス料
モードの終了

（取引登録） （取引登録）

例 �単価８,000円（部門3）の食事4人分をサービス料計算して登録するとき（サービス料率＝10％）

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

サービス料 サービス料

� � � � � � � � � � � �

� �

サービス料 サービス料

Memo 内税でサービス料対象の単品は内税を除く本体価格で計算するか、内税込みでサービス料を計算
するかを切り替えできます。またサービス料に対して、課税（外税）／非課税の設定（☞159�ページ）
ができます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

 2.26  客層を登録する
客層番号を入力し、 を押すと客層が入力されます。取引の途中で客層の入力はできません。
客層の登録をおこなうと、点検、精算レポートに客層別の取引数と合計金額を印字します。（☞65�ページ）
また、レシート、明細書に客層別メッセージを印字するように設定できます。（☞142�、154�ページ）

操作手順
客層番号
（1～９）

例 �客層9を指定し、単価800円の商品（部門2、消費税内税対象）を売るとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

客層別
メッセージ

� �

� � � � � �

� �

Memo ・客層の入力を強制するように設定することもできます。（☞135�ページ）
・�入力した客層を訂正することはできません。誤った客層を入力した場合、強制解除機能（☞208�
ページ）を使って一旦取引を終了し、はじめから登録しなおしてください。

・客層を入力するとジャーナルに客層が印字されます。
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2.27  客数を登録する
客数を登録すると、点検・精算レポートで客数の合計を印字することができます。（☞66�ページ）
客数は取引中いつでもまた何度でも入力することができ、最後に入力された客数が有効になります。

操作手順

客数

例 �客数を5人で登録するとき

� �

Memo ・客数を入力しないときは、客数は1人として扱い、点検・精算レポートに集計されます。
・�客数の入力を強制するように設定することもできます。（☞135�ページ）

2.28  割り勘の計算をする
取引の合計金額について割り勘（1人当たりの金額）を印字できます。
合計金額が人数で割り切れない場合の余り金額も合わせて印字します。

操作手順

客数

取引内で入力した客数

取引途中
または

取引終了後

例 �売上合計金額（15,515円）を8人で割り勘計算をするとき �

�

取引中に客数登録(� � �)があるときは、客数（� �）の入力は必要ありません。

Memo ・取引中に客数登録がないとき、客数を入力しなければ1人として計算します。
・割り勘の計算は、取引の途中でもおこなえます。また、何度でもおこなえます。
・割り勘の計算は、領収証を発行したあとでもおこなえます。
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2.29 取引を 保留する
取引登録途中に操作を中断しなければならないとき（商品の価格確認や取り替え、商品券での支払い確認
など）、その取引を一時保留し（保留/

呼出 を押す）新規の取引登録を始めることができます。
保留した取引を再開するときは、呼出し（再度保留/

呼出 を押す）をおこないます。
呼び出した取引の小計が表示され登録の継続が可能になります。

操作手順

取引1
の登録

取引2
の登録

取引1保留 表示） 取引1呼び出し 取引2呼び出し

取引1
の登録

取引2
の登録

保留
/呼出

ﾎ（

保留
/呼出

保留
/呼出

表示）ﾎ（

取引1
の締め

画面切替
待ち＊

＊取引1の領収証、明細書、コピーレシートの発行が可能です。

取引2
の締め

例 �取引1（PLU1）途中に、別の取引2（PLU2）をするとき

�

保留
/呼出（取引1の保留）

�

�

保留
/呼出（取引1の呼出し）

�

2.30  明細書の発行
取引登録の終了後、 を押すと、最初の注文からすべての
登録内容を印字した明細書を発行できます。
また明細書はGLUでの登録のときに、お客様にお渡しするレ
シートとして使います。（☞52�ページ）

操作手順

取引登録

Memo ・明細書の発行枚数は点検・精算レポートに集計されます。（☞66�ページ）
・明細書発行後に再度� �を押すと、一度だけ明細書コピーを発行できます。
・GLUでの登録を仮締めした状態では、明細書の発行はできません。取引終了後に発行してく
ださい。
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 2.31  テーブル売上管理（ GLU）による登録
1取引の最初から最後までをテーブル番号で管理することで、いったん�仮締めした取引をあとから呼び
出して追加注文をしたり、取引締めの操作ができます。レストランなどで食事前に注文を登録して、食事
後に支払いを受けるような場合に便利な機能です。

操作手順

客数 （取引登録）
（預かり登録）

テーブル番号

客数入力を強制している場合のみ
客数入力画面を表示＊

●GLUによる登録

●GLUによる登録（仮締め後の追加登録）

（取引登録）
（預かり登録）

テーブル番号

＊テーブル番号を入力する前に、客数登録 (49ページ )をした場合は、客数入力画面は表示しません。

Memo ・預かり登録の操作手順については、それぞれの操作手順を参照してください。
・�預かり登録終了後 を押すと、最初の注文からすべての登録内容を印字した明細書を　
発行することができます。明細書はお客様へのレシートとして使用できます。

例 �テーブル番号1番で新規登録し、仮締めしたあと、追加注文を受け、最後に支払いをするとき

� （GLU1番）

� � � � �

（仮締め）

◆仮締め後の追加登録

� （GLU1番にて追加登録を開始）

� � � � �

（仮締め）

◆仮締め後の支払い締め

� （GLU1番）

�

◆明細書の発行

Memo �GLUによる登録では、支払い時に分割払いの機能が使用できます。（☞次項）
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2.32  分割支払い
テーブル売上管理（GLU）の支払い時に、登録した注文（商品）を選択して、何人かで分割して支払う機能
です。分割支払いは、分割元画面で分割する支払いを選択して、分割先画面にまとめ、支払い処理を個別
に完了するといった流れになります。

操作手順

全数の場合

分割数量分割する商品の選択テーブル番号

分割操作取消

または

●分割元

（分割先画面の表示）

●分割先

支払操作へ 分割先に商品が
ある場合のみ有効

全数の場合

戻す数量戻す商品の選択

（分割元画面の表示）

支払操作へ
分割先に商品が
ある場合のみ有効

分割元画面より
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例 �GLU番号2の登録を仮締めし、次のように2人で分割支払いするとき
登録内容 数量 1人目 2人目

① PLU00015（1,000円の商品） 3個 2個支払い 1個支払い
② PLU00016（2,000円の商品） 1個 なし 1個（全て）支払い
③ PLU00017（3,000円の商品） 2個 2個（全て）支払い なし

� （GLU番号2番） PLU00016           2,000
3,000x2
PLU00017           6,000
6個 **仮締め      11,000
10:00           GLU002▲ 

� �
15
�

16
� � �

17
�

（商品を登録して、仮締め）

� （GLU番号2番、分割処理の開始）

�または� �で分割する商品（PLU00015）を選択

� （分割数量（2個））

1,000x3
PLU00015           1,000
PLU00016           2,000
選択続行/終了
_            分割元002

�または� �で分割する商品（PLU00017）を選択

（全数を分割する場合は数量を入力しない。）

PLU00016           2,000
3,000x2
PLU00017           6,000
選択続行/小計
_            分割元002

� （1人目の売上確定、現金支払い）
PLU00017           6,000
**小計
現金               8,000
 4個 **合計        8,000
                責任01▲

�または� �で分割する商品（PLU00015）を選択

� （分割数量（1個））

1,000x1
PLU00015           1,000
PLU00016           2,000
選択続行/終了
_            分割元002

�または� �で分割する商品（PLU00016）を選択

（全数を分割する場合は数量を入力しない。）

PLU00016           2,000

選択続行/小計
_            分割元002

� （売上確定、現金支払い） PLU00016           2,000
**小計             3,000
現金               3,000
分割ｷｰで終了
                責任01▲

（分割払いの終了）
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売上登録をするとき 3. �訂正のしかた

ここでは、まちがった売上登録をしてしまったときの訂正の操作方法を説明しています。訂正のタイミング
によって次のように操作が異なります。

3.1 数字を打ちまちがえたとき
で数字を消し、正しい数字を入力しなおします。

3.2 登録の直後にまちがいに気付いたとき ・・・・・・ �直前訂正

部門キー、 、 、ワンタッチPLUキー、JANコードのスキャン、 1、 2、 を押してすぐに、その金
額や部門、割引率、割増率、値引額などのまちがいに気付いたときは、 を押します。 を押す直前の登
録が取り消されます。

例 �1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を、誤って1,280円と登録したとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � �

� �

3.3 登録の途中でまちがいに気付いたとき ・・・・・・ �指定訂正

●部門の登録を訂正する
� 、 、 、 、 を押す前に金額や部門をまちがって登録したときは、取り消したい金額、 、取
り消したい部門キーまたは と打ちなおしたあと、正しい登録をします。

例 �1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）と、800円の商品（部門1、消費税内税対象）を登録し
たあと、最初の登録を1,280円に訂正するとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � � � �

� � � � � � �

� � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � �

� �

Memo 返品登録のまちがいに気付いたときは、取り消したい金額、 、 、取り消したい部門の順に
打ちなおしてください。
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●PLU/JANコードの登録を訂正する
プリセット登録のときは、PLU番号（またはJANコード）、 、 の順に打ちなおしてください。ワンタッ
チPLUキーの登録を訂正するときも、この方法で訂正してください。
オープン登録のときは、取り消したい金額、 、PLU番号（またはJANコード）、 、 の順に打ちなお
してください。ワンタッチPLUキーは、取り消したい金額、 、ワンタッチPLUキーの順に打ちなおし
てください。
ハンドスキャナのときは、 、訂正するバーコードの読み取りの順に入力してください。

例 �PLU番号1（単価300円）の商品、PLU番号11（単価500円）の商品を登録したあと、最初の登録
をPLU番号2（単価250円）の商品に訂正するとき

� � � �

� �

� � �

●画面を見ながら登録を訂正する
部門登録やPLU/JAN登録は画面を見ながら訂正することができます。 で訂正したい登録を選択して

を押してください。

例 �ワンタッチPLUキーを使ってPLU番号7（単価500円）の商品、PLU番号2（単価250円）の商品を
登録したあと、最初の登録をPLU番号1（単価300円）の商品に訂正するとき

7 PLU00007　　　　　　 500
PLU00002　　　　　　 250

 2個 **合計　　　　 750
_               責任01

2

� � �（PLU00007を選択） PLU00002　　　　　　 250

PLU00007　　　　  訂-500
_               責任01

1 � PLU00002　　　　　　 250
PLU00001　　　　　　 300

 2個 **合計　　　　 550
_               責任01

�

Memo PLUの返品登録を訂正するときは
・プリセット登録：�PLU番号、 、 、 の順に打ちなおしてください。ワンタッチPLUキー

は、 、 、ワンタッチPLUキーの順に打ちなおしてください。
・オープン登録：�取り消したい金額、 、PLU番号、 、 、 の順に打ちなおしてくださ

い。ワンタッチPLUキーは、取り消したい金額、 、 、ワンタッチPLUキー
の順に打ちなおしてください。
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●乗算登録の個数を1つ減らす
乗算登録の個数を1つ多く登録したときは、画面を見ながら訂正します。 で訂正したい登録を選択して

を押してください。

例 �1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を5個と、800円の商品（部門1、消費税内税対象）を
1個登録したあと、1,250円の商品を4個に訂正するとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

� � � � � � � � 1250x5
部門０１　　　　　 6,250

 5個 **合計　　　 6,250
_               責任01

� � � � � � �

� � � � � � � 1250x5
部門０１　　　　　 6,250
部門０１　　　　　   800
 6個 **合計　　　 7,050
_               責任01

� �

（1,250円の部門1を選択）

� �

（1,250円の部門1を選択）
1250x5
部門０１　　　　　 6,250
部門０１　　　　　   800
 6個 **合計　　　 7,050
_               責任01

1250x4
部門０１　　　　　 5,000
部門０１　　　　　   800
部門０１        訂-1,250
_               責任01

� �

●乗算登録の個数を複数減らす
乗算登録の個数を2つ以上多く登録したときは、 を使って、減らす個数分の登録をしてください。

例 �1,250円の商品（部門1、消費税内税対象）を5個と、800円の商品（部門1、消費税内税対象）を
1個登録したあと、1,250円の商品を3個減らして2個に訂正するとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>
� � � � � � � � � � � �

� � �

� � � � � � �

� � � � � � � � � �

� � � � � � � �

Memo 誤った登録を � で選択して、 を押すことで、個数を訂正することもできます。
例の場合、 � � � の順にキーを押し、対象とする売上の個数を訂正します。
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3.4 登録した内容をすべて取り消す ・・・・・・・・・ �全項目取消

�登録している内容をすべて取り消すときは、 � � � � を押して取引を終了させる前に、 を押
してから � を押します。
Memo を2回押すことでも、登録の取り消し操作ができます。（☞208�ページ）

例 �1,000円の商品（部門1）と、2,000円の商品（部門2）を登録したあと、登録したすべての内容を
取り消すとき

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>
� � � � � � � � �

� � � � � � � � �

� � � �

3.5 レシート発行後に取り消す ・・・・・・・・・・・ �取引後訂正

レシートを発行した後、登録のまちがいに気づいたときは、誤ったレシートを保管しておき、正しい登録
を最初からやり直します。あとから、取引後訂正モードで、誤ったレシートを見ながら、同じ内容を登録
することで取り消しをします。取り消しのレシートには「＊�取引後訂正�＊」の文字が印字されます。

例 �右の誤ったレシートを訂正するとき ＜誤ったレシート＞

<部門キーでの登録> <部門番号での登録>

＜取り消しのレシート＞［取引後訂正］を選択 ［取引後訂正］を選択

� � � � � � � � �

� � � � � � � � �

�（取り消しのレシートが印字される） �（取り消しのレシートが印字される）

Memo ・�誤ったレシートと取り消しのレシートは、取り消しの証拠になりますので、必ず保管してお
き、点検・精算時のチェックに反映させてください。

・�レシート発行停止中の場合は、 を押して誤ったレシートを発行しておいてください。誤っ
たレシートは取り消しをするときに使用します。

ご注意 取引後訂正モードで登録をおこなうと、登録モードでの登録とは逆に、取り消しの操作になります。
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売上の点検と精算をするとき

ここでは、売上の確認・点検・精算の操作方法について説明しています。

●売上の確認・点検・精算時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・売上の点検/精算を途中で中止するとき�：� を押します。

1.1 営業中に売上高を確認する
営業中に、税込みの売上、部門ごとの売上、現金の集計金額を表示できます。印字はされません。

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、［3�日計�点検/精算］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　   ▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

3 または を押して、［1�売上高表示］を選択し、 を押します。

日計 点検／精算 　　  　▼
1 売上高表示
2 売上点検
3 売上精算
_                 　日計

4 または を押して、確認したい項目を選択し、 を押します。

売上高表示
1 税込売上
2 部門売上
3 現金在高
_                 　日計

税込み売上合計、取引数、客数を確認したいときは［1�税込売
上］を選択します。
部門売上合計（数量、金額）を確認したいときは［2�部門売上］
を選択し、確認したい部門を指定します。
レジで集計した現金の金額を確認したいときは［3�現金在高］
を選択します。

Memo ・メニュー番号を入力して選択することもできます。
・表示を元に戻すときは、 を押します。

1. �売上の確認・�点検・�精算
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1.2 売上を点検・精算する
毎日の売上、1週間や1カ月といった期間の売上を集計して点検・精算レポートで確認することができま
す。点検・精算レポートは、それぞれのレポートの精算から次の点検・精算までの期間が売上集計の対象
になります。点検・精算レポートには大きく分けて次の3種類があります。
・日計� ：1日の売上高を集計したレポート
・�期間集計1：ある期間（たとえば1週間）の売上高を集計したレポート
・期間集計2：期間集計1とは異なる期間（たとえば1カ月）の売上高を集計したレポート

POINT! �期間集計の考えかた

お店に合わせて、集計の期間を決めます。たとえば、期間集計1は1週間の売上高を集計、期間集
計2は1カ月の売上高を集計したレポートとします。
期間集計をするには、毎日、売上精算をしてください。たとえば、1日から30日までの売上高を
集計したいときは、毎日、売上の精算をおこない、最終日の30日に期間集計をおこないます。

30
日
31
月

1
火

２
水

３
木

４
金

５
土

６
日

７
月

８
火

…
13
日

… …

…

…

30
水

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

日計全項目(毎日)

実
施

実
施

期間集計2(1カ月)

(日付と曜日は例です）

実
施

実
施

実
施

期間集計1(1週間)

ご注意 30日に期間集計をする場合、30日は1日の売上の精算を終えた後に期間集計を実行します。
1日の売上の精算をおこなわなければ、30日の売上が加算されません。

ご注意 1日の終わりには、必ず精算をしてください。1日の売上の精算は、「日計全項目」の精算でおこないま
す。精算をしないと、次の日の売上に混ざってしまいます。なお、「全項目」の精算を実行しても、部
門別と取引別以外（責任者やPLU/JAN、時間帯など）の集計は自動的に精算されません。責任者別、
PLU/JAN別、時間帯別の精算は必要に応じて精算をおこなってください。ただし、必要と決めた場合
は、項目ごとに1日の終わりに必ず精算をしてください。
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POINT! �点検と精算について

点検とは
お店の売上を集計して表示や点検レポート（印字）で確認することを点検と呼びます。点検は精算をお
こなうまで1日に何回でもできます。たとえば、12時に点検をおこなえば午前中の売上が確認できま
す。また、精算する前に点検レポートで売上にまちがいがないか確認することができます。
精算とは
お店の売上を集計して精算レポート(印字)を発行し、レジスタに記録されている売上情報をクリアす
る(集計した数量や金額を0にする)ことを精算と呼びます。精算は、毎日の閉店後など、売上業務に区
切りをつけるときにおこないます。

レポートの種類について
点検/精算レポートは、精算の区切りのつけかたによって、日計、期間計、期間計2の3種類があります。(期
間集計の考え方：☞60�ページ）
Memo ・精算レポートを印字したあと、「データ消去しますか?」と確認画面が表示されます。

　精算する(集計した数量や金額などをクリアする)ときは、［はい］を選択してください。
　�（[はい]を選択して精算をしたあと、精算レポートは再発行できません。レポートが正しく印刷できている
ことを確認してから［はい］を選択してください。）

　紙詰まりなどでレポートが正しく印刷できていないときは、［いいえ］を選択してください。
　�[いいえ]を選択すると、精算はおこなわれません（データは残っています）ので、その後、かならず精算操作
を行ってください。

・「データ消去しますか?」の確認画面を出さないで精算することもできます。（☞149�ページ）
・精算をおこなっても、累計と精算回数はクリアされません。
・�点検/精算レポートの印字中に を押すと印字を止めることができます。精算時に印字を中断したとき、
売上は消去されずメモリーに残ります。

・レポート印字操作のキーを押すと、ドロアーが開きます。
・�点検レポートは、何度でも印字して確認できます。
・�集計期間を印字するには、「レポート設定」で設定を変更してください。（☞149�ページ）
・�点検レポート印字中、精算レポート印字中、精算処理中は「処理中」と表示部に表示されます。
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●点検・精算の基本操作

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、日計か期間計1か期間計2を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
3 日計 点検／精算
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
_                 モード

1日の売上を点検／精算したいときは［3�日計�点検／精算］を
選択します。
期間集計1の売上を点検／精算したいときは［4�期間計1�点
検／精算］を選択します。
期間集計2の売上を点検／精算したいときは［5�期間計2�点
検／精算］を選択します。

3 または を押して、点検か精算を選択し、 を押します。

期間計1 点検／精算
1 売上点検
2 売上精算

_               期間計1

日計�点検／精算のときは［2�売上点検］か［3�売上精算］の
どちらかを選択します。
期間計1/2�点検／精算のときは［1�売上点検］か［2�売上
精算］のどちらかを選択します。

4 または を押して、点検／精算するレポートを選択し、 を押します。

売上点検　　　  　　  　▼
1 連結レポート
2 全項目
3 部門メニュー
_               期間計1

Memo ・メニュー番号を入力して選択することもできます。
・�選択したレポートによっては、対象の範囲を指定する必要があります。

点検・精算の項目については「点検・精算項目一覧」（☞次ページ）をご参照ください。
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●点検・精算項目一覧
売上点検レポート一覧（○：操作できます。　－：操作できません。）

日計 期間計1 期間計2 説明
連結レポート ○ ○ ○ あらかじめ設定した複数のレポートの売上情報を点検

します。
全項目（必須） ○ ○ ○ 部門の売上と取引別の売上を点検します。部門グルー

プごとの売上も確認できます。
部門メニュー
部門/グループ ○ ○ ○ 部門の売上を点検します。部門グループごとの売上も

確認できます。
部門グループ指定 ○ ○ ○ 指定した部門グループの部門の売上を点検します。
部門グループ合計 ○ ○ ○ 部門グループごとの売上合計を点検します
部門売上順位 ○ ○ ○ 部門の売上を順位別に点検します。

点検内容は次の方法から選択できます。「金額順」、「数
量順」

PLU/JANメニュー
PLU/JAN ○ ○※1 ー PLU/JANの売上を点検します。

点検する対象を次の方法から選択できます。
「全範囲」、「部門指定」、「範囲指定（コード）」、「範囲指
定（単価）」、「ピックアップ入力」、「前回ピックアップ」

PLUグループ
指定

○ ○※1 ー 指定したPLUグループのPLU/JANの売上を点検し
ます。

PLUグループ
合計

○ ○※1 ー PLUグループごとの売上合計を点検します。

PLU/JAN
売上順位

○ ○※1 ー PLU/JANの売上を順位別に点検します。
点検内容は次の方法から選択できます。「金額順」、「数
量順」

PLU/JAN在庫 ○※1 ー ー PLU/JANの在庫数を点検します。
点検内容は次の方法から選択できます。
「全範囲」、「範囲指定（コード）」、「ピックアップ入力」、
「前回ピックアップ」

PLU/JAN
ゼロ売上

○ ○※1 ー 売上のないPLU/JANを点検します。
点検内容は次の方法から選択できます。「全範囲」、「部
門指定」

取引メニュー
取引 ○ ○ ○ 取引別の売上を点検します。
現在高 ○ ー ー 現金/信用/券についての集計内容を点検します。

取引数、総合計も確認できます。
客層 ○ ○ ○ 客層別の売上を点検します。

責任者メニュー
全責任者 ○ ○※1 ○※1 全責任者の売上を点検します。
個別責任者 ○ ○※1 ○※1 操作中の責任者の売上を点検します。

その他メニュー
時間帯 ○ ー ー 時間帯別の売上を点検します。
GLU ○※2 ー ー 仮締め状態のテーブル売上（GLU）金額を点検します。

日計別 ー ○ ー 日計別の売上合計を点検します。
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売上精算レポート一覧（○：操作できます。　－：操作できません。）
日計 期間計1 期間計2 説明

連結レポート ○ ○ ○ あらかじめ設定した複数のレポートの売上情報を精算
します。

全項目 ○ ○ ○ 部門の売上と取引別の売上を精算します。
PLU/JAN ○ ○※1 ー PLU/JANの売上を精算します。

精算する対象を次の方法から選択できます。
「全範囲」、「部門指定」、「範囲指定（コード）」、「ピック
アップ入力」、「前回ピックアップ」

全責任者 ○ ○※1 ○※1 全責任者の売上を精算します。
個別責任者 ○ ○※1 ○※1 操作中の責任者の売上を精算します。
時間帯 ○ ー ー 時間帯別の売上を精算します。
GLU ○※2 ー ー 仮締め状態のテーブル売上（GLU）金額を精算します。
日計別 ー ○ ー 日計別の売上合計を精算します。

釣銭準備金、売上回収金、JAN未使用、JAN部門別一括削除（○：操作できます。　－：操作できま
せん。）

日計 期間計1 期間計2 説明
釣銭準備金 ○ ー ー 釣銭準備金(ドロアーへの入金)の金額を入力します。
売上回収金 ○ ー ー 売上回収金(ドロアーから出金)の金額を入力します。
JAN未使用 ○ ー ー あらかじめ設定した期間（☞101 ページ）に売上が1件も

ないJANを点検、または削除します。点検の場合は「点
検」を選択します。削除の場合は、「削除」を選択し、さ
らに、［全削除］か［指定削除］かのどちらかを選択し
ます。

JAN部門別一括削除 ○ ー ー 指定した部門に所属するJANを削除します。

※1：オプション機能の設定が必要です。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
※2：�ER-A411でのみオプション機能の設定が必要です。オプション機能については、お買い上げの

販売店にお問い合わせください。
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�●レポート印字例一覧

�◦全項目印字例

点検のときは「点検」と印字
精算回数＊

累計合計を印字できます。
詳しくは販売店にご確認く
ださい。

＊点検では印字しません

①プラス部門合計

③プラス雑部門合計

②マイナス部門合計

④マイナス雑部門合計

⑥セット値引の値引合計金額
⑤� 小計値引の回数と合計金額

⑦� 1小計割引/割増の回数
と合計金額

⑧� 2小計割引/割増の回数
と合計金額

⑨�売上小計�
①＋②＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧

⑪外税1課税売上合計
⑫外税額1合計
⑬内税1課税売上合計
⑭内税額1合計
⑲消費税額合計�
　⑫＋⑭＋（⑯+⑱）
⑳消費税非課税売上合計
�端数調整額合計
�税抜き純売上合計�
　⑨－⑭（－⑱）＋�

�総売上点数
�総売上合計�
　③＋④＋⑨+⑩＋⑫（＋⑯）
　＋�+�（＋�）
�平均売上単価

＊1

＊1�消費税2を使用しているとき印字されます

⑰内税2課税売上合計

⑮外税2課税売上合計
⑯外税額2合計

⑱内税額2合計

��個々の商品に対する 2割
引/割増の回数と合計金額

��個々の商品に対する 1割
引/割増の回数と合計金額

��個々の商品に対する 値
引の回数と合計金額

��返品登録の回数と合計金額
��まとめ値引きの回数と合計金額

��直前訂正、指定訂正の回
数と合計金額

��雑部門の直前訂正、指定
訂正の回数と合計金額

��雑部門の返品登録の回数
と合計金額

��取引後訂正の回数と合計金額
��全項目取消回数と合計金額

�入金の回数と合計金額

�支払の回数と合計金額

��現金売りの回数と合計金額

�券売りの合計回数と合計金額

��信用売り1～3の回数と
合計金額

65 �信用/券売りによる
つり銭の合計金額

62現金在高
63券在高
64信用在高

56 �収入印紙貼付の領収証発
行回数と発行合計金額

��領収証の発行回数と発行
合計金額

57 �両替の回数

59取引件数
58 �1万円札の枚数

⑩サービス料合計

�雑消費税非課税売上合計

＊2

�信用売りの合計回数と合計金額

��釣銭準備の回数と合計金額

�売上回収の回数と合計金額

�雑内税2課税売上合計

�雑外税2課税売上合計
�雑外税額2合計

�雑内税額2合計

＊2�消費税2を使用しているとき印字されます

60取引数
61取引額合計

＊3�客層を使用しているとき印字されます

＊3

�券売りの回数と合計金額

�雑外税1課税売上合計
�雑外税額1合計
�雑内税1課税売上合計
�雑内税額1合計
�雑消費税額合計
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�◦全項目印字例（続き）
テーブル売上管理（GLU）、明細書、客数を使用しているとき、レポートの�以降に項目が追加されます。

66�注文した商品に対して客が支払
うべき合計金額

67 �店が客から支払いを受けた金額
68 �注文合計－支払合計（66－67）
　Memo

　�端数値引きを使用している場合、
端数値引きした金額が「未払い
額」に含まれます。

69 �明細書の発行回数
70総客数

◦部門/グループの印字例

範囲指定
部門番号

売上数量
売上金額

部門名

◦部門グループ指定の印字例

部門番号

売上数量
売上金額

部門名

◦部門グループ合計の印字例

◦�部門売上順位（金額順）の
印字例

部門番号

売上数量
売上金額

部門名

順位

◦�部門売上順位（数量順）の
印字例

部門番号

売上数量
売上金額

部門名

順位
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◦�PLU/JAN（全範囲）の�
印字例

PLU番号

売上数量
売上金額

JANコード

PLU名

JAN名

合計売上数量
合計売上金額

◦�PLU/JAN（部門指定）の�
印字例

部門名

PLU番号
売上数量
売上金額

JANコード

PLU名

JAN名

合計売上数量
合計売上金額

部門番号

◦�PLU /JAN（範囲指定
（コード））の印字例

範囲指定
（PLU/JAN番号）

PLU番号
売上数量
売上金額

JANコード

PLU名

JAN名

合計売上数量
合計売上金額



売上の確認・点検・精算

68

◦�PLU/JAN（範囲指定�
（単価））の印字例

PLU番号
売上数量
売上金額

JANコード

PLU名

JAN名

合計売上数量
合計売上金額

範囲指定（単価）

◦�PLU/JAN（ピックアップ
入力）の印字例

PLU番号
売上数量
売上金額

PLU名
合計売上数量
合計売上金額

◦�PLU/JAN（前回ピック
アップ）の印字例

PLU番号
売上数量
売上金額

PLU名
合計売上数量
合計売上金額

◦�PLUグループ指定の�
印字例

PLU番号
売上数量
売上金額

PLU名
合計売上数量
合計売上金額

グループ名
総合計売上数量
総合計売上金額

◦�PLUグループ合計の�
印字例

グループ名
売上数量
売上金額
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◦�PLU/JAN売上順位�
（金額順）の印字例

JANコード

JAN名

PLU番号
売上数量
売上金額

順位

総合計売上数量
総合計売上金額

◦�PLU/JAN在庫（全範囲）
の印字例

JANコード

PLU番号

在庫数

PLU名

◦�PLU/JAN在庫（範囲指定
（コード））の印字例

PLU番号

在庫数

PLU名

範囲指定

◦�PLU/JAN売上順位�
（数量順）の印字例

JANコード

JAN名

PLU番号
売上数量
売上金額

順位

総合計売上数量
総合計売上金額

◦�PLU/JAN在庫（ピック
アップ入力）の印字例

PLU番号
在庫数
PLU名

◦�PLU/JAN在庫（前回ピッ
クアップ）の印字例

在庫数
PLU番号

◦�PLU/JAN売上ゼロ�
（部門）の印字例

部門番号

売上ゼロ
PLU

売上ゼロ
JAN

部門名

◦�PLU/JAN売上ゼロの印字
例

売上ゼロ
PLU

売上ゼロ
JAN



売上の確認・点検・精算

70

◦取引の印字例

◦現在高の印字例

◦�客層の印字例

◦�全責任者の印字例

責任者名
責任者番号

◦個別責任者の印字例

責任者名
責任者番号

◦�時間帯の印字例

◦�釣銭準備金の印字例

◦�売上回収金の印字例

◦�GLUの印字例

繰越金額
GLU番号
GLU範囲

責任者番号

◦�JAN未使用の印字例

◦�日計別の印字例

31日分を超えた日の売上の 
合計

（この例では11月1日と11月 
2日の計2日分の合計）
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1.3 期間集計1/2のレポート印字例
◆期間集計1/2の点検レポート

集計期間

期間集計2のときは
「期間2�点検」と印字

これ以降のレポート内容は、日計の売上点検レポートと同じです。（☞65�ページ）

◆期間集計1/2の全項目精算レポート� ◆�期間集計1/2の全項目精算レポート以外のレポート
期間集計1のときは
「期間1�精算」と印字
集計期間
日計全項目精算の回数
期間集計1の精算回数
期間集計2の精算回数※
※期間集計2でのみ印字
累計金額

集計期間

期間集計2のときは
「期間2�精算」と印字

これ以降のレポート内容は、日計の全項目精算レポートと同じです。（☞65�ページ）
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各種設定をするとき

ここでは、設定モードでの基本的な操作ついて説明しています。

 1.1 設定のための基本操作

●�設定モードの操作（操作メニューの切り替え）
�設定モードの操作メニューは、おもに � � のキーを使って操作します。
このキー操作によるメニューの移動については「操作メニューの構成」（☞次項）を参照してください。
Memo はじめに設定内容を印字（☞80�ページ）すると、現在の設定内容を確認してから各種設定を

おこなうことができます。

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 または を押して、利用したい項目を選択し、 を押します。

※

設定
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
4 トレーニング
5 データクリア
6 練習データクリア
_               　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

設定内容を印字したいときは［1�設定内容印字］を選択します。
各種設定をしたいときは［2�設定］を選択します。
オートキーを設定したいときは［3�オートキー設定］を選択します。
トレーニングをしたいときは［4�トレーニング］を選択します。
T-LOGデータを削除したいときは［5�データクリア］を選択します。
練習データを削除したいときは［6�練習データクリア］を選択します。

4 または を押して、操作したい項目を選択し、 を押します。

1. �設定をする前に
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●操作メニューの構成
Memo 操作メニューのキー操作について

・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択した項目の設定画面に入るとき�： を押します。
・1つ前の画面に戻るとき� ： を押します。

下表はメニューで表示される内容です。階層1を選択すると階層2の項目が表示され、階層2を選択すると
階層3の項目が表示されます。

階層1 階層2 階層3 説明
1�設定内容印字 1�部門 部門の設定内容を印字します。

2�PLU/JAN 1�範囲指定 範囲を指定してPLU/JANの設定
内容を印字します。

2�ピックアップ入力 PLU/JANコードを個別に指定し
て設定内容を印字します。

3�前回ピックアップ 前回ピックアップ入力したPLU/
JANコードの設定内容を印字します。

3�ﾚﾝｹﾂPLU/JAN�ﾃｰﾌﾞﾙ ﾚﾝｹﾂPLU/JANテーブルの設定内
容を印字します。

4�セットPLUテーブル セットPLUテーブルの設定内容
を印字します。

5�まとめ値引 まとめ値引の設定内容を印字します。
6�JAN各種設定 JAN各種設定の設定内容を印字します。
7�機能キー 機能キーの設定内容を印字します。
8�メディアキー メディアキーの設定内容を印字します。
9�機能テキスト 機能テキストの設定内容を印字します。
10�部門グループ 部門グループの設定内容を印字します。
11�PLUグループ PLUグループの設定内容を印字します。
12�責任者 責任者の設定内容を印字します。
13�管理者 管理者の設定内容を印字します。
14�各種機能設定 各種機能設定の設定内容を印字します。
15�レポート設定 レポート設定の設定内容を印字します。
16�ロゴとメッセージ ロゴとメッセージの設定内容を印字します。
17�消費税設定 消費税設定の設定内容を印字します。
18�オートキー設定 オートキー設定の設定内容を印字します。
19�ダイレクトキー ダイレクトキーの設定内容を印字します。
20�デバイス設定 デバイス設定の設定内容を印字します。
21�バージョン バージョンを印字します。

2�設定 1�商品設定 1�部門 単価・グループ番号などを設定します。
2�PLU/JAN 単価・部門番号などを設定します。
3�PLU範囲 PLUを範囲指定一括で作成/修正/削

除します。
4�PLU/JAN在庫 PLU/JAN在庫を設定します。
5�ﾚﾝｹﾂPLU/JAN�ﾃｰﾌﾞﾙ ﾚﾝｹﾂPLU/JAN�ﾃｰﾌﾞﾙを設定します。
6�セットPLUテーブル セットPLUテーブルを設定します。
7�まとめ値引 まとめ値引時のテキスト・数量など

を設定します。
8�ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ コード種類・システムコードなどイ

ンストアマーキングの設定をします。
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階層1 階層2 階層3 説明
2 設定 1 商品設定 9 不加算コード 不加算コードとして使用するJAN

コードを設定します。
10 JAN削除期間 JAN削除期間を設定します。

2 ダイレクトキー ダイレクトキー（部門キー、ワンタッ
チPLUキー）を設定します。

3 機能キー 1 (－) テキスト・符号などを設定します。
2 ％ テキスト・符号などを設定します。
3 入金 テキスト・制限金額を設定します。
4 支払 テキスト・制限金額を設定します。
5 現金在高 テキスト・警告金額を設定します。
6 信用/券 釣 テキスト・制限金額を設定します。

4 メディアキー 1 現金 テキスト・預かり金額入力などを設
定します。

2 券 テキスト・預かり金額入力などを設
定します。

3 信用 テキスト・預かり金額入力などを設
定します。

5 テキスト 1 機能テキスト 機能テキストを設定します。
2 部門グループ 部門グループテキストを設定します。
3 PLUグループ PLUグループテキストを設定します。

6 従業員 1 責任者 責任者名・シークレットコードを設
定します。

2 管理者 シークレットコードを設定します。
7 マシン設定 レジスタ番号・レシート番号を設定

します。
8 日付時刻 日付・時刻を設定します。
9 各種機能選択 1 登録モード制限 登録モードでの制限を設定します。

2 登録機能 100円未満の端数処理・客数入力・
客層番号入力を設定します。

3 機能選択 機能選択を設定します。
4 印字形式全般 印字形式全般の設定をします。
5 ヘッダ/フッタ ヘッダ/フッタ・店名ロゴ・ロゴメッ

セージを設定します。
6 登録印字形式 レシートの発行/停止・取引レシート

の印字内容などを設定します。
7 領収証 領収証ロゴ選択・領収証発行控え印

字などを設定します。
10 レポート設定 1 ゼロスキップ 各レポートでのゼロスキップを設定

します。
2 時間帯レポート メモリータイプ・開始時刻を設定します。
3 印字選択 印字内容を設定します。
4 日計全項目精算 全項目精算時の自動書込み・T-LOG

データの動作を設定します。
5 連結レポート 連結レポートを設定します。

11 シークレットコード 各モードのシークレットコードを設
定します。

12 ロゴとメッセージ 1 店名ロゴ 店名ロゴを設定します。
2 メッセージ コマーシャルメッセージを設定します。
3 客層別メッセージ 客層別メッセージを設定します。
4 領収証ロゴ 領収証ロゴを設定します。
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階層1 階層2 階層3 説明
2�設定 13�消費税設定 1�税関連設定 内税端数処理・外税/サービス料端数

処理・サービス料税種を設定します。
2�登録印字 各税種記号/小計の印字を設定します。
3�消費税1 税率・免税点を設定します。
4�消費税2 税率・免税点を設定します。
5�サービス料 サービス料率・免点を設定します。
6�更新予約 メンテナンス日付・自動更新タイミ

ングを設定します。
7�更新消費税1 税率・免税点を設定します。
8�更新消費税2 税率・免税点を設定します。

14�デバイス設定 1�キー キー操作音を設定します。
2�画面 省電力時間を設定します。
3�プリンタ オートカッター機能・印字濃度を設

定します。
4�バーコードリーダー バーコードリーダーに関する設定をします。
5�釣銭機 釣銭機に関する設定をします・
6�通信 PCとのデータ通信に関する設定をします。
7�決済端末 決済端末に関する設定をします。

3�オートキー設定 1�オート01
　：
50�オート50

1�関連設定 テキスト・シークレットコードを設定します。
2�キーシーケンス キーシーケンスを設定します。

4�トレーニング トレーニングモードの開始/終了を設定します。

5�データクリア 1�T-LOGデータ T-LOGデータをクリアします。
6�練習データクリア 練習データをクリアします。
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1.2 文字の入力方法
部門名やコマーシャルメッセージなどの設定には、レジスタのキーを組み合わせて文字を入力します。
ひらがな、カタカナ、アルファベット、数字、記号は、キーボードから直接、入力できます。
漢字については、かな漢字変換機能を使って入力する方法と、区点コードを使って入力する方法があります。

●文字入力用キーについて
�おもにキーボードの次のキーを使って文字を入力します。１つのキーを繰り返し押すことで、文字を
切りかえる携帯電話の文字入力に似た方式で入力します。
入力文字の切替や、漢字変換、確定などは機能キーを使って行います。

� <ER-A411> <ER-A421>

文字入力に使う
キー

文字入力に使う
キー

入力文字の切替
や、漢字変換、確
定などに使うキー

入力文字の切替
や、漢字変換、確
定などに使うキー

●入力文字の切替や、漢字変換、確定などに使うキーについて
キー左上の名称のキーとなります。

キー 名称 キーのはたらきER-A411 ER-A421
切替キー 入力できる文字を切りかえます。

押すごとに、ひらがな→全角カタカナ→半角カタカナ→全角英字
→半角英字→全角数字→半角数字→文字コード、と入力モードが
切りかわります。

倍文字キー 文字幅を2倍にします。
キーを押すたびに、倍文字入力状態と通常入力状態が切りかえら
れます。倍文字入力状態のときは、入力モード表示の文字幅が2倍
で表示されます。

１行クリアキー 入力中および確定後の文字列すべてを削除します

前候補キー 変換候補表示中に、前の候補を表示します。

  カーソルキー カーソルを一文字前後に移動します。カーソルが文字列の最後に
あるときは、 ＜ER-A411＞/ ＜ER-A421＞でスペース入
力になります。

変換キー 熟語や文節をまとめて変換できます（かな漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換で候補に表示されない漢字は、音訓変換を使用して
ください。

音訓キー 漢字一文字の音読みまたは訓読みから変換候補を表示します（音
訓変換）（単漢字変換）。
変換候補表示中に押すと、次候補を表示します。
かな漢字変換よりも変換できる漢字の候補が増えます。

確定キー 入力内容や変換結果を確定します。

クリアキー 現在カーソルがある文字を削除します。
変換候補表示中は、変換前の状態に戻ります。
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●入力できる文字の切りかえ

キーを押すごとに、入力できる文字の種類が順番に切りかえられま
す。右下に現在選択されている入力モードが表示されます。

店名ロゴ 　▼
シャープ

 漢

表示
　　　　　　　　　漢　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　ｱ　　　　　　　　　Ａ

入力モード ひらがな 全角カタカナ 半角カタカナ 全角英字

表示
　　　　　　　　　区　　　　　　　　　1　　　　　　　　　１　　　　　　　　　A

入力モード 文字コード 半角数字 全角数字 半角英字

●文字入力に使うキーについて
それぞれの入力モードで、該当するキーを押すたびに下表の順に文字を表示します。

キー 入力モード
ER-A411 ER-A421 ひらがな・カタカナ 英字 数字

あいうえおぁぃぅぇぉ （スペース） 7

かきくけこヵヶ
（ヵヶ:全角カタカナモード時のみ）

ABCabc 8

さしすせそ DEFdef 9

たちつてとっ GHIghi 4

なにぬねの JKLjkl 5

はひふへほ MNOmno 6

まみむめも PQRSpqrs 1

やゆよゃゅょ TUVtuv 2

らりるれろ WXYZwxyz 3

わをんー、。 ,. 0

（全角）　！？／：；～・＆％￥＄＊＃－＋＝（）「」［］<>＠＿〒’、。，．（スペース）
（半角）　!?/:;~･&%￥$*#-+=()｢｣[]<>@_〒’､｡ ,.（スペース）
゛゚ （スペース） （スペース）
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濁音、半濁音の入力
文字を入力したあとに「゛゚」キーを押します。
例 「ぐ」を入力するとき

「か」キーを3回押してから、「゛゚」キーを押します。
<ER-A411> <ER-A421>

長音（－）の入力
「わ」キーを押して入力します。
例 「ー」を入力するとき

「わ」キーを4回押します。
<ER-A411> <ER-A421>

数字の入力
キーを押して数字入力モードに切りかえてから、 ～ の数字キーを押します。

文字幅を2倍にするとき（倍文字）
を押してから、該当する文字を入力します。もう一度 を押すまで続けて入力できます。

同じキーに割り当てられている文字を続けて入力するとき
� <ER-A411>�/� <ER-A421>を押して、カーソルを１文字右へ移動させてから、次の文字を
入力します。
例 「あい」を入力するとき

「あ」キーを1回押してから「→」キーを押して、「あ」キーを2回おします。
<ER-A411> <ER-A421>

●�文字の修正
すでに設定している文字を修正するときは、次のキーを使って変更します。
・�新しい文字に変更するとき:� で前の文字を消してから入力してください。
・�設定中に入力した文字を修正するとき:�� でカーソル位置の文字を1文字ずつ消してから、入力し

なおしてください。
・�最後にカーソル位置があるとき:�カーソル位置の前の文字が消去されます。 � <ER-A411>�/�

� <ER-A421>（カーソルキー）でカーソル位置を移動してか
ら、 で消すこともできます。

・�設定中に取り消したいとき:� を押してください。

●�ECR文字コード・�区点コードでの文字入力
�漢字変換で変換されない漢字や特殊な記号などは3桁のECR文字コードまたは4桁の区点コードを数
字キーと を使って入力します。 を使って区点コード入力モードに切り替えてからコードを入力
してください。倍文字モードのときは、それぞれの文字サイズが横に2倍になります。
�入力できる文字については、「ECR文字コード表」（☞215�ページ）・「区点コード表」（☞216�ページ）を参照
してください。
ECR文字コードの入力：（半角文字サイズ）

例 �「A」を入力するとき（ECR文字コード「A」）
<ER-A411> <ER-A421>

区点コードの入力：（全角文字サイズ）
例 �「勺」を入力するとき（区点コード「勺」）

<ER-A411> <ER-A421>
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●文字の設定例
例 �テキストを「鉛筆B」に変更するとき

テキストを入力する画面で次の操作をおこないます。

1 を押して、1行目の文字（初期値）をすべて消します。

設定されているテキストが消去されます。

2 「えんぴつ」と入力します。

<ER-A411でのキー操作>

え� :�� � � �

ん� :��� � �

ひ� :�� �

。� :�� �

つ� :�� � � �

��<ER-A421でのキー操作>

え� :� � � �

ん� :�� � �

ひ� :� �

。� :� �

つ� :� � �

3 を押して、漢字に変換します。

4 を押して、変換した文字を確定します。

5 を３回押して、入力モードを「全角英文字」に変更します。

6 「B」と入力します。

7 を押して、入力した文字を確定します。

8 を押して、設定を終了します。
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 1.3  設定内容を印字する
�設定内容を印字するには、メニューから選択して印字する方法と、項目番号を指定して印字する方法の2
種類があります。

●メニューから選択して印字する

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo �メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 または を押して、［１�設定内容印字］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

Memo �メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、印字する項目を選択し、 を押します。

選択項目 指定方法 「1�部門」「2�PLU/JAN」「3�セットPLUテーブル」「4�レン
ケツPLUテーブル」「5�まとめ値引き」をおこなうときは、印
刷をおこなう範囲を入力する必要があります。入力画面が表
示されるので、開始番号と終了番号を入力してください。
項目番号を入力し、印字することも可能です。

1�部門
2�PLU/JAN 1�範囲指定

2�ピックアップ入力
3�前回ピックアップ

3�ﾚﾝｹﾂPLU/JAN�ﾃｰﾌﾞﾙ
4�セットPLUテーブル
5�まとめ値引
6�JAN各種設定
7�機能キー
8�メディアキー
9�機能テキスト
10�部門グループ
11�PLUグループ
12�責任者
13�管理者
14�各種機能設定
15�レポート設定
16�ロゴとメッセージ
17�消費税設定
18�オートキー設定
19�ダイレクトキー
20�デバイス設定
21�バージョン

5 印字を開始します。

Memo �印字内容については印字例（次ページ）をご覧ください。
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＜印字例＞�
それぞれの設定項目と設定内容を印字します。項目と内容については、それぞれの説明ページをご覧ください。
� ◦部門設定の印字例

　（☞85�ページ）

部門番号

部門名

◦ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙの印字例
　（☞92�ページ）

テーブル番号
レンケツ
PLUコード
レンケツ
JANコード

◦セットPLUテーブルの印字例
　（☞94�ページ）

テーブル番号

セット
PLUコード

◦まとめ値引の印字例
　（☞96�ページ）

テーブル番号
まとめ値引名

◦PLU/JAN設定の印字例
　（☞87�ページ）

PLU/JANの�
指定範囲

PLU番号

PLU商品名

JANコード

JAN商品名

◦JAN各種設定の印字例
　（☞98�ページ、100�ページ、
　　　101�ページ）

インストア
マーキング
番号

◦機能テキストの印字例
　（☞118�ページ）

◦部門グループの印字例
　（☞121�ページ）

グループ名
グループ番号

◦機能キーの印字例
　（☞104�ページ）

◦メディアキーの印字例
　（☞112�ページ）

◦PLUグループの印字例
　（☞122�ページ）

グループ名
グループ番号

◦責任者の印字例
　（☞124�ページ）

責任者番号

責任者名
シークレットコード
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� ◦管理者の印字例
　（☞126�ページ）

シークレットコード
管理者番号

◦レポート設定の印字例
　（☞145�ページ）

◦ロゴとメッセージの印字例
　（☞154�ページ）

◦消費税設定の印字例
　（☞156�ページ）

◦各種機能設定の印字例
　（☞132�ページ）

◦�オートキー設定の印字例
　（☞173�ページ）

オートキー番号

シークレットコード

◦ダイレクトキーの印字例
　（☞102�ページ）

ダイレクト
キー番号

◦デバイス設定の印字例
　（☞165�ページ）

◦バージョンの印字例
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各種設定をするとき2. �商品設定

商品設定メニューでは次の項目を設定することができます。
・部門ごとに、単価や単価の登録方法などを設定する（部門の設定）
・PLU/JANごとに、単価や単価の登録方法などを設定する（PLU/JANの設定）
・PLUを、一定の範囲を指定してから、一括して設定する（PLU範囲の設定）
・PLU/JANの在庫を管理する（PLU/JAN在庫の設定）
・複数の商品を組み合わせて登録するためのテーブルを設定する（レンケツPLU/JANテーブルの設定）
・セット商品を登録するためのテーブルを設定する（セットPLUテーブルの設定）
・まとめ買いの金額を設定する（まとめ値引きの設定）
・お店だけで使用できるコードを設定する（インストアマーキングの設定）
・売上登録の計算に含まないJANコードを設定する（不加算コードの設定）
・長期間使われていないJANコードの削除期間を設定する（JAN削除期間の設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 2.1 商品設定メニューを表示する
商品設定メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定
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4 �または� を押して、［1�商品設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 商品設定
2 ダイレクトキー
3 機能キー
_             　　  設定

5 商品設定メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　部門 85�
2　PLU/JAN 87�
3　PLU範囲 90�
4　PLU/JAN在庫 91�
5　レンケツPLU/JANテーブル 92�
6　セットPLUテーブル 94�
7　まとめ値引 96�
8　インストアマーキング 98�
9　不加算コード 100�
10　JAN削除期間 101�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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 2.2  部門の設定
部門を設定します。
�部門を12のグループに分けることで、グループ別の売上を点検/精算レポートで確認できます。また、所
属するグループにより、登録時の属性（売上にプラスするかマイナスにするかなど）が決められます。
・グループ1～9：プラス部門
・グループ10：マイナス部門
・グループ11：プラス雑部門
・グループ12：マイナス雑部門
Memo 雑部門とは、売上累計に計上されない特別なグループで、商品送料や委託販売商品などの

販売委託費に使用します。

部門ごとに次の項目を設定することができます。

◆��単価
単価を設定します。

◆グループ
�グループ番号を指定して、通常の売上を登録する「プラス部門」、支払い金額を登録する「マイナス部門」、
または売上に計上されない「プラス雑部門」や「マイナス雑部門」のいずれかに設定します。

◆テキスト
�文字（部門名）を半角サイズで最大16文字まで設定できます。

◆税種
�消費税1/消費税2を設定します。消費税の設定内容についての詳細は「お店に合わせて消費税を設定（変
更）する」（☞156�ページ）を参照してください。

◆�課税方法
それぞれの部門で、登録する商品の課税方法を非課税、外税、または内税から選択します。

◆�サービス料
部門ごとに、サービス料の対象とするか非対象とするかを選択します。

◆�登録方法
単価の登録方法を選択します。
オープン登録：数字キーによって単価を打ち込む登録方法です。
プリセット登録：あらかじめ設定されている単価（プリセット単価）を使用する登録方法です。

�単価の登録方法が「登録禁止」または「オープン」の部門に対して、単価を設定した場合、単価の登録方法
を設定しないと、設定内容を確定したときに自動的に単価の登録方法が次のように変更されます。また、
単価の登録方法を「登録禁止」や「オープン」に設定したあとに単価を設定した場合も同様です。
　・登録禁止→プリセット
　・オープン→オープン&プリセット
登録内容は、設定の手順によって、次のように変更されます。
　例1：�「単価」を入力したあと、「登録方法」を入力した場合�

入力した内容がそのまま設定される。
　例2：�「単価」を入力したあと、「登録方法」を入力しない（変更前のまま）場合�

変更前の「登録方法」の内容が、「登録禁止」なら「プリセット」となり、「オープン」なら「オープン
＆プリセット」になる。

　例3：�「登録方法」の入力をしたあと、「単価」を入力した場合�
入力した「登録方法」の内容が、「登録禁止」なら「プリセット」となり、「オープン」なら「オープン
＆プリセット」になる。
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◆  制限金額
 登録金額の誤りを防ぐために、登録時に入力できる単価の上限を設定することができます。

◆ 現金単品売り
 単品で現金売りするときに用いると便利な機能です。売上登録のはじめに、「現金単品売りする」と設定し
た部門を登録すると、自動的に現金売りとして取引を終了します。ただし、通常の部門登録後、現金単品
売りの部門を登録しても、取引は終了せず登録を続けることができます。

●部門の設定をする

1 商品設定メニュー（☞83 ページ）から  または を押して、［1 部門］を選択し、 を押しま
す。

商品設定　　    　　   ▼
 1 部門
 2 PLU/JAN
 3 PLU範囲
_                   設定

Memo  メニュー番号を入力して選択することもできます。

2  または を押して、設定する部門を選択し、 を押します。

部門　　　　　　　　   ▼
01 部門01
02 部門02
03 部門03
_             　　  設定

Memo 部門番号を入力して選択することもできます。

3  または を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

01　　　　　　　　　   
単価　　　　　　 　　　0
ｸﾞﾙｰﾌﾟ　　　　　　　　01
ﾃｷｽﾄ　　部門０１
税種　　　　　　消費税１
課税方法　　　　　　内税
サービス料 　 　　非対象
登録方法　　　　　 ｵｰﾌﾟﾝ
制限金額 　　　9,999,999
現金単品売り 　　 しない
                    設定

※

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
単価 6桁（0～999999） 0
グループ 01－09：＋部門

 10：－部門
 11：＋雑部門
 12：－雑部門

01

テキスト 半角16文字分 部門xx
（xxは部門番号）

税種 消費税1
消費税2

消費税1

課税方法 非課税
外税
内税

内税

サービス料 非対象
対象

非対象

登録方法 登録禁止
ｵｰﾌﾟﾝ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ
ｵｰﾌﾟﾝ&ﾌﾟﾘｾｯﾄ

オープン

制限金額 7桁（0～9999999） 9,999,999
現金単品売り しない

する
しない

4 を押して、設定を終了します。
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 2.3  PLU/JANの設定
�PLU番号やJANコードを使うと、部門より細分化された商品管理ができます。�
PLU/JANのタイプには、単品販売のときに使用する「ノーマルPLU/JAN」の他に、レストランなどで
セットになったメニューを販売するときに使用する「セットPLU」、複数の商品を組み合わせて販売する
ときに使用する「レンケツPLU/JAN」を設定できます。�
JANコードについては、「JAN/EAN/UPCコードについて」（☞212�ページ）をご参照ください。また、お
店だけで使用できるコード（インストアマーキング）の設定については、「インストアマーキングの設定
（NON-PLU）」（☞98�ページ）をご参照ください。

PLU番号とJANコードの設定方法は、基本的に同じです。
PLU番号およびJANコードごとに次の項目を設定することができます。

◆�単価
単価を設定します。

◆単価2
単価2を設定します。（ER-A411ではオプション）

◆�所属部門
�符号のプラス/マイナス、消費税とサービス料に対する属性、現金単品売りの指定、登録単価の制限金額は、
所属する部門の設定内容にしたがいます。

◆テキスト
�文字（商品名）を半角サイズで最大16文字まで設定できます。

◆�登録方法
それぞれのPLU番号/JANコードについて単価の登録方法を選択します。
オープン登録：数字キーによって単価を打ち込む登録方法です。
プリセット登録：あらかじめ設定されている単価（プリセット単価）を使用する登録方法です。
�単価の登録方法が「登録禁止」または「オープン」のPLUに対して、単価を設定した場合、単価の登録方法
を設定しないと、設定内容を確定したときに自動的に単価の登録方法が次のように変更されます。また、
単価の登録方法を「登録禁止」や「オープン」に設定したあとに単価を設定した場合も同様です。
　・登録禁止→プリセット
　・オープン→オープン&プリセット
登録内容は、設定の手順によって、次のように変更されます。
　例1：�「単価」を入力したあと、「登録方法」を入力した場合�

入力した内容がそのまま設定される。
　例2：�「単価」を入力したあと、「登録方法」を入力しない（変更前のまま）場合�

変更前の「登録方法」の内容が、「登録禁止」なら「プリセット」となり、「オープン」なら「オープン
＆プリセット」になる。

　例3：�「登録方法」の入力をしたあと、「単価」を入力した場合�
入力した「登録方法」の内容が、「登録禁止」なら「プリセット」となり、「オープン」なら「オープン
＆プリセット」になる。

◆メニュー
登録タイプを、ノーマル、セットまたはレンケツのいずれかから選択します。JANコードの場合、セット
は選択できません。

◆�レンケツ＃/�セット＃
あらかじめ設定したセットPLUテーブル、またはレンケツPLU/JANテーブルの番号を設定します。

◆�まとめ値引＃
まとめ値引き（☞96�ページ）を設定する場合、まとめ値引きテーブルを入力します。
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◆�PLUグループ
PLUグループの番号を設定します。

◆�自動削除
�商品の売り上げがない状態が「JAN削除期間の設定」（☞101�ページ）で設定した期間を超えたときに、「JAN
未使用[削除]」（☞181�ページ）をおこなうと、データを自動的に削除するかどうかを設定します。この設定は、
JANのみ有効です。
Memo 「JAN未使用[削除]」のほか、全項目精算で自動的に削除することもできます。（☞149�ページ）

POINT! ��JANの自動学習機能について

JANコードの設定には、このほかに自動学習機能を使ったものがあります。（☞47�ページ）
自動学習機能で設定したJANコードは、次の内容が設定されています。
・単価：自動学習機能で入力した単価
・所属部門：自動学習機能で入力した部門番号
・テキスト：自動学習機能で入力した部門に設定されているテキスト
・自動削除：自動学習機能で選択した自動削除タイプ
上記以外の設定項目は、次ページに記載の初期値が設定されています。
自動学習機能で設定したJANコードは、この「PLU/JANの設定」の手順で、設定内容を確認し
ながら、正しく設定しなおしてください。

●PLU/JANの設定をする

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［2�PLU/JAN］を選択し、 を押します。

商品設定　　    　　   ▼
 1 部門
 2 PLU/JAN
 3 PLU範囲
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定するPLU番号/JANコードを選択し、 を押します。

PLU/JAN　　　　　　   ▼
00001
  PLU00001

_             　　  設定

Memo ・�PLU番号/JANコードを入力して選択すること
もできます。

・�JANコードはバーコードのスキャニングでも入
力できます。
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3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

00001 　　　　　　　   
単価　　　　　　 　　　0
単価2　　　　　  　　　0
所属部門　　　　　　　01
ﾃｷｽﾄ　　PLU00001
登録方法　　　　  ﾌﾟﾘｾｯﾄ
ﾒﾆｭｰ　　　　　　    ﾉｰﾏﾙ
ﾚﾝｹﾂ#/ｾｯﾄ#　　　　　　00
まとめ値引#　　　     00
PLUｸﾞﾙｰﾌﾟ 　　　　　　00
自動削除 　　　　 非対象
                    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
単価 6桁（0～999999） 0
単価2 6桁（0～999999） 0
所属部門 2桁（00～99） 01
テキスト 半角16文字分 PLU：PLUxxxxx

（xxxxxはPLU番号）
JAN：（スペース）

登録方法 登録禁止
ｵｰﾌﾟﾝ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ
ｵｰﾌﾟﾝ&ﾌﾟﾘｾｯﾄ

ﾌﾟﾘｾｯﾄ

ﾒﾆｭｰ ﾉｰﾏﾙ
ﾚﾝｹﾂ
ｾｯﾄ

ﾉｰﾏﾙ

ﾚﾝｹﾂ#/ｾｯﾄ# 2桁（00～99） 00（対象外）
まとめ値引# 2桁（00～99） 00（対象外）
PLUｸﾞﾙｰﾌﾟ 2桁（00～99） 00（グループなし）
自動削除 非対象

対象
PLU：非対象
JAN：対象

4 を押して、設定を終了します。

●不要になったPLU/JANを削除する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［2�PLU/JAN］を選択し、 を
押します。

商品設定　　    　　   ▼
 1 部門
 2 PLU/JAN
 3 PLU範囲
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、削除するPLU番号/JANコードを選択し、 を押します。

PLU/JAN　　　　　　   ▼
00001
  PLU00001

_             　　  設定

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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 2.4  PLU範囲の設定
�PLUを、一定の範囲を指定してから、一括して設定します。また、すでに設定しているPLUを一括して修
正したり、一括して削除したりできます。
設定項目は、PLU/JANの設定（☞87�ページ）と同じです。

●指定した範囲のPLUを一括して設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［3�PLU範囲］を選択し、 を押
します。

商品設定　　    　　   ▼
 1 部門
 2 PLU/JAN
 3 PLU範囲
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 ［ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ］と［ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ］を入力して、設定するPLU範囲を選択し、種別を選択します。

PLU範囲
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ           00000
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ           00000
種別　　　　　作成＆修正
              　　  設定

PLUを削除するときは、［削除］を選択します。
PLUを作成、修正するときは、［作成＆修正］を選択します。
PLUを修正するときは、［修正のみ］を選択します。
Memo [作成＆修正]を選択した場合、範囲内のすべての

PLUコードに対して設定します。
このとき、すでに設定されているPLUコードにつ
いては、設定されている内容を変更します。設定
されていないPLUコードについては、初期値設定
で新しくPLUコードを作成し、その内容を変更し
ます。（PLUの初期値：☞前ページ）

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

00001-00099　　　　　   
単価　　　　　　 　　　
単価2　　　　　  　　　
所属部門　　　　　　　
ﾃｷｽﾄ　　
登録方法　　　　  
ﾒﾆｭｰ　　　　　　    
ﾚﾝｹﾂ#/ｾｯﾄ#　　　　　　
まとめ値引#　　　     
PLUｸﾞﾙｰﾌﾟ 　　　　　　
自動削除 　　　　 
                    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
単価 6桁（0～999999） 空白
単価2 6桁（0～999999） 空白
所属部門 2桁（00～99） 空白
テキスト 半角16文字分 空白
登録方法 登録禁止

ｵｰﾌﾟﾝ
ﾌﾟﾘｾｯﾄ
ｵｰﾌﾟﾝ&ﾌﾟﾘｾｯﾄ

空白

ﾒﾆｭｰ ﾉｰﾏﾙ
ﾚﾝｹﾂ
ｾｯﾄ

空白

ﾚﾝｹﾂ#/ｾｯﾄ# 2桁（00～99） 空白
まとめ値引# 2桁（00～99） 空白
PLUｸﾞﾙｰﾌﾟ 2桁（00～99） 空白
自動削除 非対象

対象
空白

Memo 設定値を入力した項目のみ変更されます。

4 を押して、設定を終了します。
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 2.5  PLU/JAN在庫の設定
PLU/JANの在庫を管理します。PLU/JANごとに、在庫数を設定できます。在庫数を設定しておくこと
により、在庫管理に便利な在庫レポートを印刷することができます。（PLUやJANの登録がおこなわれる
と、それぞれの在庫数から販売数が自動的に引かれます。）
売上登録時に在庫が無くなったときに、登録できないようにしたり、画面に警告表示を出したりすること
ができます。

ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆�在庫数
現在の在庫数を表示します。

◆新在庫数
�更新（上書き）、加算、減算の3種類の方法で新しい在庫を設定します。

●PLU/JANの在庫数を設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［4�PLU/JAN在庫］を選択し、
を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 2 PLU/JAN
 3 PLU範囲
 4 PLU/JAN在庫
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、在庫の更新方法を選択し、 を押します。

PLU/JAN
1 更新
2 加算
3 減算
_                   設定

在庫数を上書きして更新するときは、［1�更新］を選択します。
在庫数を加算して更新するときは、［2�加算］を選択します。
在庫数を減算して更新するときは、［3�減算］を選択します。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、在庫を更新するPLU/JANを選択し、 を押します。

更新　　　　　　　　   ▼
00001
  PLU00001

_             　　  設定

表示は［更新］の例です。

4 新しい在庫を入力して、在庫を更新します。

00001
在庫数　　　　　　　　 0
新在庫数　　　　　　 　0

              　　  設定

画面表示 選択肢 初期値
在庫数 数量表示
新在庫数 7桁（1～9999999） 0
増数 7桁（1～9999999） 0
減数 7桁（1～9999999） 0

加算のときは、[新在庫数]のかわりに［増数］が表示されます。
在庫に追加する値を入力します。
減算のときは、[新在庫数]のかわりに［減数］が表示されます。
在庫から差し引く値を入力します。

5 を押して、設定を終了します。
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 2.6  レンケツPLU/JANテーブルの設定
�レンケツPLU/JANのテーブルを設定します。1つのテーブルに最大で10個のPLU番号/JANコードを
設定できます。30個（最大99個）のテーブルを設定できます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い
合わせください。
�レンケツPLU/JANテーブルを設定する前に、テーブルに登録するPLU番号/JANコードをあらかじめ
設定しておく必要があります。

●レンケツPLU/JANテーブルを設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［5�ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ］を選択
し、 を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 3 PLU範囲
 4 PLU/JAN在庫
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 設定するテーブル番号を入力して、 を押します。

ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
----なし----

_                   設定

テーブル番号は01～99までが使えます。
Memo ・�レンケツPLU/JANテーブルがすでに設定され

ている場合は、その番号が一覧に表示されます。
・�テーブル番号を2桁入力した場合は、 を押さ
なくても次の画面が表示されます。

3 PLU番号/JANコードを入力します。

01　　　　　　　　　   ▼
ﾚﾝｹﾂ#1 　　　　　　00000
ﾚﾝｹﾂ#2 　　　　　　00000
ﾚﾝｹﾂ#3 　　　　　　00000
              　　  設定

レンケツ＃1～レンケツ＃10までPLU番号/JANコードを設
定できます。
Memo JANコードはバーコードのスキャニングでも入力

できます。

4 を押して、設定を終了します。
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●不要になったレンケツPLU/JANテーブルを削除する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［5�ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ］を選択
し、 を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 3 PLU範囲
 4 PLU/JAN在庫
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、削除するレンケツPLU/JANテーブルを選択し、 を押します。

ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
01
02
03
_                   設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�1桁のレンケツPLU/JANテーブル番号を入力
して を押します。

ご注意 番号を２桁入力した場合、設定する画面（☞前ページ）
に移ります。

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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 2.7  セットPLUテーブルの設定
セットPLUのテーブルを設定します。1つのテーブルに最大で10個のPLU番号を設定できます。
30個（最大99個）のテーブルを設定できます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
�セットPLUテーブルを設定する前に、テーブルに登録するPLU番号をあらかじめ設定しておく必要があ
ります。

●セットPLUテーブルを設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［6�セットPLUテーブル］を選択
し、 を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 4 PLU/JAN在庫
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
 6 セットPLUテーブル
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 設定するテーブル番号を入力して、 を押します。

セットPLUテーブル
----なし----

_                   設定

テーブル番号は01～99までが使えます。
Memo ・�セットPLUテーブルがすでに設定されている場

合は、その番号が一覧に表示されます。
・�テーブル番号を2桁入力した場合は、 を押さ
なくても次の画面が表示されます。

3 PLU番号を入力します。

01　　　　　　　　　   ▼
ｾｯﾄPLU#1 　　　　　00000
ｾｯﾄPLU#2 　　　　　00000
ｾｯﾄPLU#3 　　　　　00000
              　　  設定

セットPLU＃1～セットPLU＃10までPLU番号を設定でき
ます。
Memo JANコードはセットPLUテーブルに設定できません。

4 を押して、設定を終了します。
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●不要になったセットPLUテーブルを削除する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［6�セットPLUテーブル］を選択
し、 を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 4 PLU/JAN在庫
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
 6 セットPLUテーブル
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、削除するセットPLUテーブルを選択し、 を押します。

セットPLUテーブル
01
02
03
_                   設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�1桁のセットPLUテーブル番号を入力して を
押します。

ご注意 番号を２桁入力した場合、設定する画面（☞前ページ）
に移ります。

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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 2.8  まとめ値引きの設定
�あらかじめ設定した複数の商品を購入した際、自動的に条件に沿った値引きを行うときの設定を行いま
す。最大99件までのまとめ値引きを設定できます。

ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆テキスト
値引きについての名前を、文字を半角サイズで最大16文字まで設定できます。

◆まとめ数量
まとめ値引きの対象となる数量を設定します。

◆まとめ金額
まとめ売りしたときの値引後の合計額を設定できます。
「値引きする金額」ではなく、「値引きしたあとの合計金額」を入力してください。

●まとめ値引きを設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［7�まとめ値引］を選択し、 を
押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
 6 セットPLUテーブル
 7 まとめ値引
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 設定するテーブル番号を入力して、 を押します。

まとめ値引
----なし----

_                   設定

テーブル番号は01～99までが使えます。
Memo ・�まとめ値引テーブルがすでに設定されている場

合は、その番号が一覧に表示されます。
・�テーブル番号を2桁入力した場合は、 を押さ
なくても次の画面が表示されます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

01　　　　　　　　　   
ﾃｷｽﾄ　　まとめ値引01
まとめ数量　　　　　　 0
まとめ金額　　　　　　 0
              　　  　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角16文字分 まとめ値引xx

（xxはテーブル番号）
まとめ数量 2桁（00～99） 0
まとめ金額 6桁（0～999999） 0

4 を押して、設定を終了します。
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●不要になったまとめ値引テーブルを削除する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［7�まとめ値引］を選択し、 を
押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 5 ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ
 6 セットPLUテーブル
 7 まとめ値引
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、削除するまとめ値引テーブルを選択し、 を押します。

まとめ値引テーブル
01 まとめ値引01
02 まとめ値引02
03 まとめ値引03
_                   設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�1桁のまとめ値引テーブル番号を入力して を
押します。

ご注意 番号を２桁入力した場合、設定する画面（☞前ページ）
に移ります。

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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 2.9  インストアマーキングの設定（NON-PLU）
�本製品で利用するお店だけで使用できるコード（インストアマーキング）の種類を設定します。
�インストアマーキングについての説明は、「JAN/EAN/UPCコードについて」（☞212�ページ）をご参照く
ださい。

各項目は以下のようにインストアマーキングJANコードの構成要素に対応しています。

コード種別：13桁 コード種別：8桁
インストアマーキング
（標準13桁NON-PLU）

インストアマーキング
（標準8桁NON-PLU）

システムコード

フィールド１
フィールド２
※単価または数量

チェック桁
（あり/なし）

チェック
デジット システムコード

フィールド１
フィールド２
※単価または数量

チェック
デジット

◆コード種別
13桁と8桁の、いずれのコード体系にするかを設定します。

◆システムコード
識別コードを設定します。
コード種類が13桁の場合は02および20～29、コード種類が8桁の場合は2を設定します。
�ただし、お店でインストアマーキングしか使用しない場合は、コード種類が13桁の場合は01～99、コー
ド種類が8桁の場合は1～9を設定します。

◆フィールド1
JANコードの中の商品コードの桁数を設定します。

◆フィールド2
JANコードの中の金額または数量の桁数を設定します。

Memo フィールド1長さとフィールド2長さは次の計算式が成り立つように設定してください。
・コード種別が13桁の場合
� －�チェック桁ありのとき：（フィールド1長さ）＋（フィールド2長さ）＝9
� －�チェック桁なしのとき：（フィールド1長さ）＋（フィールド2長さ）＝10
・コード種別が8桁の場合：� （フィールド1長さ）＋（フィールド2長さ）＝6
� チェック桁なしと設定してください。

◆タイプ
フィールド2が、商品の単価または数量のいずれをあらわすか設定します。

◆チェック桁
フィールド1とフィールド2の間のチェック桁があるかどうかを設定します。
Memo ・��コード種別が8桁の場合、チェック桁は「なし」と設定してください。

・��このアプリケーションソフトウェアでは、フィールド1とフィールド2の間のチェック桁の
チェックはおこないません。

◆小数桁
フィールド2に小数の値をあらわすとき、小数の桁数を設定します。
Memo 小数桁は、タイプが「数量」のときに有効です。
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●インストアマーキングを設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［8�ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ］を選択し、
を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 6 セットPLUテーブル
 7 まとめ値引
 8 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ            ▼
01 13桁 20
02 13桁 02
03 未定義
_                   設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�テーブル番号を入力して を押します。
　テーブル番号は01～15までが使えます。
　�テーブル番号を2桁入力した場合は、 を押さ
なくても次の画面が表示されます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

01                      
ｺｰﾄﾞ種別            13桁
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ              20
ﾌｨｰﾙﾄﾞ1                5
ﾌｨｰﾙﾄﾞ2                4
ﾀｲﾌﾟ                単価
ﾁｪｯｸ桁              あり
小数桁                 0
                    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
テーブル1 テーブル2

ｺｰﾄﾞ種別 8桁
13桁

13桁 13桁

ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ 13桁コードの場合：2桁
8桁コードの場合：1桁

20 02

ﾌｨｰﾙﾄﾞ1 1桁 5 4
ﾌｨｰﾙﾄﾞ2 1桁 4 5
ﾀｲﾌﾟ 数量

単価
単価 単価

ﾁｪｯｸ桁 あり
なし

あり あり

小数桁 3
2
1
0

0 0

4 を押して、設定を終了します。
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●不要になったインストアマーキングを削除する

1	 商品設定メニュー（☞83 ページ）から  または を押して、［8 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ］を選択し、
を押します。

商品設定 ▲▼
 6 セットPLUテーブル
 7 まとめ値引
 8 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
_ 設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2  または を押して、削除するインストアマーキングを選択し、 を押します。

ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ ▼
01 13桁 20
02 13桁 02
03 13桁 29
_ 設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�1桁のテーブル番号を入力して を押します。

ご注意 番号を２桁入力した場合、設定する画面（☞前ページ）
に移ります。

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。

Memo 削除したインストアマーキングテーブル番号に対する設定値は「未定義」となります。

2.10 不加算コードの設定
不加算コードとして登録される、バーコード（不加算バーコード）を設定できます。
なお、不加算バーコードとして使用できるコードはJAN13コードです。

◆システムコード
不加算バーコードの識別コードです。識別コードには20～29のご使用を推奨します。ただし、
NONPLUの識別コードと重複しないようにしてください。
商品に使われるJANコードとも重ならないように設定してください。

●不加算コードを設定する

1	 商品設定メニュー（☞83 ページ）から  または を押して、［9 不加算コード］を選択し、
を押します。

商品設定 ▲▼
 7 まとめ値引
 8 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
 9 不加算コード
_ 設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 システムコードを入力します。

不加算コード
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ 00

設定

画面表示 選択肢 初期値
ｼｽﾃﾑｺｰﾄﾞ 2桁

00	 ：使用しない
00以外：�不加算コード

の シ ス テ ム
コード

00

3 を押して、設定を終了します。

Memo 初期値（00）のまま使用すると、不加算バーコードを使用しない設定になります。
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 2.11  JAN削除期間の設定
�一定期間使用していないJANコードを自動的に削除する（☞181�ページ）ときの未稼働期間を設定します。

●JAN削除期間を設定する

1 商品設定メニュー（☞83�ページ）から �または� を押して、［10�JAN削除期間］を選択し、
を押します。

商品設定　　    　　  ▲▼
 8 ｲﾝｽﾄｱﾏｰｷﾝｸﾞ
 9 不加算コード
10 JAN削除期間
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 削除期間を入力します。

JAN削除期間
期間(日)             365

                    設定

画面表示 選択肢 初期値
期間（日） 3桁：日付（000～365）

（000は削除機能なし）
365

3 を押して、設定を終了します。
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ダイレクトキーとは「部門キー」または「ワンタッチPLUキー」として使用するキーのことです。
（初期状態では、ER-A411：「部門キー」、ER-A421：「ワンタッチPLUキー」が設定されています。）
ダイレクトキーメニューでは次の項目を設定することができます。
・ダイレクトキーに部門またはPLUコードを設定する。（禁止にすることもできます。）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

3.1 ダイレクトキーメニューを表示する
ダイレクトキーメニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［2�ダイレクトキー］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 商品設定
2 ダイレクトキー
3 機能キー
_             　　  設定

5 ダイレクトキーのリストを表示します。リストから設定したいキーを選択します。（☞次項）

設定を終了する場合は を押します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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3.2 ダイレクトキーの設定
ダイレクトキーを部門キー、ワンタッチPLUキー、または禁止キーに設定します。

●部門キーの設定をする

1 ダイレクトキーメニュー（☞前ページ）で設定するダイレクトキーを押します。

2 ダイレクトキーのタイプで「部門」を選択し、 を押します。

キー種別　　　　　　　
タイプ　　　　　　　部門
3 機能キー
　　　　　　　　　　　 
　　  　　　　　　　設定

3 「部門コード」を入力し、 を押します。

ダイレクト部門　　　　　
部門コード　　　　　  00
3 機能キー
　　　　　　　　　　　 
　　  　　　　　　　設定

●ワンタッチPLUキーの設定をする

1 ダイレクトキーメニュー（☞前ページ）で設定するダイレクトキーを押します。

2 ダイレクトキーのタイプで「PLU」を選択し、 を押します。

キー種別　　　　　　　
タイプ　　　　　　　 PLU
3 機能キー
　　　　　　　　　　　 
　　  　　　　　　　設定

3 面1、面2、面3に設定するPLU番号を入力し、最後に を押します。

ダイレクトPLU　　　　　
面１　　　　　　　000000
面２              000000
面３ー 　　       000000
　                  設定

●禁止キーの設定をする

1 ダイレクトキーメニュー（☞前ページ）で禁止するダイレクトキーを押します。

2 ダイレクトキーのタイプで「禁止」を選択し、 を押します。

キー種別　　　　　　　
タイプ　　　　　　　禁止
3 機能キー
　　　　　　　　　　　 
　　  　　　　　　　設定
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機能キーメニューでは、次の設定をすることができます。
・ 1 �～� 5、 1 �～� 5のキーを設定する（（ー）、％の設定）
・ 、 、 、 のキーを設定する（入金、支払の設定）
・現金在高、信用/券�釣を設定する（現金在高、信用/券�釣の設定）

●設定登録時の基本的な操作
Memo キー操作について

・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 4.1 機能キーメニューを表示する
機能キーメニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［3�機能キー］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 商品設定
2 ダイレクトキー
3 機能キー
_             　　  設定
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5 機能キーメニューから設定したい項目を選択し、 を押します。
項目 ページ

1　（－） 105�
2　％ 105�
3　入金 108�
4　支払 108�
5　現金在高 110�
6　信用/券�釣 111�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

 4.2 1  ～ 5、 1  ～ 5の設定
1 �～� 5、 1 �～� 5のキーごとに次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆�符号
�符号を「プラス」に設定すると、値増し（プレミア）/割増しとしてはたらきます。「マイナス」に設定すると
値引き/割引としてはたらきます。

◆値引額/割引（増）率
1 �～� 5に値引額を設定しておくと、 1 �～� 5を押すだけで、その値引額を登録できます。
1 �～� 5に割引（増）率を設定しておくと、 1 �～� 5を押すだけで、その割引（増）率が登録できます。

◆課税対象
税1/税2を設定します。税2は、消費税が複数になったときに設定します。

◆�課税方法
値引額/割引額の課税方法を内税・外税課税、内税のみ課税、外税のみ課税、または非課税から選択します。

◆サービス料
サービス料の対象とするか非対象とするかを選択します。

◆単品に対して
個々の商品からの値引き/割引を禁止にすることができます。

◆小計に対して
小計からの値引き/割引を禁止にすることができます。

◆�制限金額/�％率制限
登録金額の誤りを防ぐために、登録時に入力できる値引額/割引（増）率の上限を設定することができます。
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● 1 �～� 5を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［1�(－)］を選択し、 を押しま
す。

機能キー　　    　　  　▼
1 （－）
2 ％
3 入金
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

（－）　　    　　  　 ▼
1 （－）１             
2 （－）２
3 （－）３
                    設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

（－）1 　    　　  　  
ﾃｷｽﾄ         （－）1      
符号　　　　　　    ﾏｲﾅｽ
値引額                -0
課税対象       消費税1&2
課税方法      内税＆外税
サービス料　　　　非対象
単品に対して　　　　可能
小計に対して　　　　可能
制限金額       9,999,999
                    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 （－）x

（xはキー番号）
符号 ﾌﾟﾗｽ

ﾏｲﾅｽ
ﾏｲﾅｽ

割引額 6桁（0～999999） 0
課税対象 消費税1

消費税2
消費税1＆2

消費税1＆2

課税方法 非課税
外税
内税
内税＆外税

内税＆外税

サービス料 非対象
対象

非対象

単品に対して 可能
禁止

可能

小計に対して 可能
禁止

可能

制限金額 7桁（0～9999999）
0：オープン単価入力禁止

9,999,999

4 を押して、設定を終了します。
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● 1 �～� 5を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［2�％］を選択し、 を押します。

機能キー　　    　　  　▼
1 （－）
2 ％
3 入金
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

％　　　　    　　  　 ▼
1 ％１
2 ％２
3 ％３
                    設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

％１　　    　　  　 　
ﾃｷｽﾄ      ％１
符号　　　　　　    ﾏｲﾅｽ
割引/割増率       -0,00%         
課税対象       消費税1&2
課税方法      内税＆外税
サービス料　　　　非対象
単品に対して　　　　可能
小計に対して　　　　可能
％率制限         100.00%
                    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 ％x

（xはキー番号）
符号 ﾌﾟﾗｽ

ﾏｲﾅｽ
ﾏｲﾅｽ

割引/割増額 0.00％～100.00％
（小数値は小数点を入力する）

－0.00％

課税対象 消費税1
消費税2
消費税1＆2

消費税1＆2

課税方法 非課税
外税
内税
内税＆外税

内税＆外税

サービス料 非対象
対象

非対象

単品に対して 可能
禁止

可能

小計に対して 可能
禁止

可能

％率制限 0.00％～100.00％
（小数値は小数点を入力する）

100.00％

4 を押して、設定を終了します。
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 4.3� 、 、 、 の設定
、 、 、 のキーごとに次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆�制限金額
登録金額の誤りを防ぐために、登録時に入力できる入金/支払の金額の上限を設定することができます。

● 、 を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［3�入金］を選択し、 を押しま
す。

機能キー　　    　　  　▼
1 （－）
2 ％
3 入金
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

入金　　　　    　　  　　
1 入金
2 入金２
3 入金
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

入金　　    　　  　 　
ﾃｷｽﾄ        入金
制限金額      99,999,999                    

　　　　　　　　　　　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 入金

（入金2のときは入金2）
制限金額 8桁（0～99999999） 99,999,999

4 を押して、設定を終了します。
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● 、 を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［4�支払］を選択し、 を押しま
す。

機能キー　　    　　  ▲▼
2 ％
3 入金
4 支払
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

支払
1 支払           
2 支払２

                    設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

支払　　    　　  　 　　
ﾃｷｽﾄ        支払
制限金額      99,999,999                    
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 支払

（支払2のときは支払2）
制限金額 8桁（0～99999999） 99,999,999

4 を押して、設定を終了します。
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 4.4  現金在高の設定
次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆警告金額
現金在高に警告金額を設定することができます。
�レジスタの現金在高が設定された金額を超えた場合、操作側表示部下行に" "が点灯し、警告音が5回鳴
ります。この機能は警告だけで、その後の登録には影響しません。

●現金在高を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［5�現金在高］を選択し、 を押
します。

機能キー　　    　　  ▲▼
3 入金
4 支払
5 現金在高
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

現金在高　　    　　  　 
ﾃｷｽﾄ        現金在高
警告金額   9,999,999,999                    
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 現金在高
警告金額 10桁

（0～9999999999）
9,999,999,999

3 を押して、設定を終了します。
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 4.5  信用/券 釣の設定
次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆�制限金額
登録金額の誤りを防ぐために、登録時に入力できる信用/券�釣の金額の上限を設定することができます。

●信用/券�釣を設定する

1 機能キーメニュー（☞104�ページ）から �または� を押して、［6�信用/券�釣］を選択し、 を
押します。

機能キー　　    　　  ▲
4 支払
5 現金在高
6 信用/券 釣
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

信用/券 釣
ﾃｷｽﾄ　　　信用/券 釣
制限金額  　　99,999,999                    
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 信用/券�釣
制限金額 8桁（0～99999999） 99,999,999

3 を押して、設定を終了します。
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各種設定をするとき 5. �メディアキー

メディアキーメニューでは、次の設定をすることができます。
・現金売り、券売り、信用売りについて各種設定をする（現金、券、信用設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 5.1 メディアキーメニューを表示する
メディアキーメニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［4�メディアキー］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　  ▲▼
2 ダイレクトキー
3 機能キー
4 メディアキー
_             　　  設定

5 メディアキーメニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　現金 113�
2　券 114�
3　信用 116�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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 5.2  現金売りの設定
次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆預かり入力
預かり金額の入力強制を設定しておくことができます。

◆フッタ印字
�各キーに対して個別にレシートの下端（フッタ）へメッセージを印字する/しないを設定できます。
ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆不加算コード
不加算コードの入力を強制するかどうかを設定します。

◆ドロアオープン
登録時のドロアーの開閉について設定します。

◆�制限金額
取引制限額を設定します。

●現金売りの設定をする

1 メディアキーメニュー（☞112�ページ）から �または� を押して、［1�現金］を選択し、 を押
します。

メディアキー　　    　　  
1 現金
2 券
3 信用
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

現金  　　    　　  　 
ﾃｷｽﾄ        現金
預かり入力   　　 非強制
ﾌｯﾀ印字　　　　　　 なし
不加算ｺｰﾄﾞ　　　　　強制
ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ           する
制限金額　　　99,999,999
　　　　　　　　　　設定

※

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 現金
預かり入力 非強制

強制
非強制

ﾌｯﾀ印字 なし
あり

なし

不加算ｺｰﾄﾞ 非強制
強制

非強制

ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ する
しない

する

制限金額 最大8桁
0～99999999

99,999,999

3 を押して、設定を終了します。
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 5.3  券売りの設定
次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆預かり入力
預かり金額の入力強制を設定しておくことができます。

◆フッタ印字
�各キーに対して個別にレシートの下端（フッタ）へメッセージを印字する/しないを設定できます。
ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆不加算コード
不加算コードの入力を強制するかどうかを設定します。

◆ドロアオープン
登録時のドロアーの開閉について設定します。

◆�制限金額
取引制限額を設定します。
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●券売りの設定をする

1 メディアキーメニュー（☞112�ページ）から �または� を押して、［2�券］を選択し、 を押し
ます。

メディアキー　　    　　  
1 現金
2 券
3 信用
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

券　　    　　  　　　　
1 券１
2 券２
3 券３
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

券１  　　    　　  　 
ﾃｷｽﾄ        券１
預かり入力   　　 非強制
ﾌｯﾀ印字　　　　　　 なし
不加算ｺｰﾄﾞ　　　　非強制
ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ           する
制限金額　　　99,999,999
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 券1：券1

券2：券2
券3：券3

預かり入力 非強制
強制

非強制

ﾌｯﾀ印字 なし
あり

なし

不加算ｺｰﾄﾞ 非強制
強制

非強制

ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ する
しない

する

制限金額 最大8桁
0～99999999

99,999,999

4 を押して、設定を終了します。
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 5.4  信用売りの設定
次の項目を設定することができます。

◆テキスト
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆預かり入力
預かり金額の入力強制を設定しておくことができます。

◆フッタ印字
�各キーに対して個別にレシートの下端（フッタ）へメッセージを印字する/しないを設定できます。
ご注意 この機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆不加算コード
不加算コードの入力を強制するかどうかを設定します。

◆ドロアオープン
登録時のドロアーの開閉について設定します。

◆�制限金額
取引制限額を設定します。

◆�決済
決済端末を使用するときに使います。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆支払種別入力
決済端末を使用するときに使います。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
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●信用売りの設定をする

1 メディアキーメニュー（☞112�ページ）から �または� を押して、［3�信用］を選択し、 を押
します。

メディアキー　　    　　  
1 現金
2 券
3 信用
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

信用　　    　　  　　 ▼
1 信用１
2 信用２
3 信用３
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

信用１  　　    　　  　 
ﾃｷｽﾄ        信用１
預かり入力   　　 非強制
ﾌｯﾀ印字　　　　　　 なし
不加算ｺｰﾄﾞ　　　　非強制
ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ           する
制限金額　　　99,999,999
決済　　　カード決済なし
支払種別入力　　　　する
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 信用1：信用1

信用2：信用2
信用3：信用3
信用4：信用4
信用5：信用5

預かり入力 非強制
強制

非強制

ﾌｯﾀ印字 なし
あり

なし

不加算ｺｰﾄﾞ 非強制
強制

非強制

ﾄﾞﾛｱｵｰﾌﾟﾝ する
しない

する

制限金額 最大8桁
0～99999999

99,999,999

決済 カード決済なし
クレジット
デビット
銀聯
ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾋﾞｯﾄ銀聯
nanaco
WAON
QUICPay
交通IC
Edy
iD

カード決済なし

支払種別入力 する
しない

する

4 を押して、設定を終了します。
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テキストメニューでは、次の設定をおこないます。
・機能名の設定をする（機能テキストの設定）
・部門グループ名の設定をする（部門グループの設定）
・PLUグループ名の設定をする（PLUグループの設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 6.1 テキストメニューを表示する
�テキストメニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［5�テキスト］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　  ▲▼
3 機能キー
4 メディアキー
5 テキスト
_             　　  設定

5 テキストメニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　機能テキスト 118�
2　部門グループ 121�
3　PLUグループ 122�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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6.2  機能名の設定
�登録、点検、精算時に表示または印字される機能名を半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

●機能名の設定をする

1 テキストメニュー（☞118�ページ）から �または� を押して、［1�機能テキスト］を選択し、 を
押します。

テキスト　　    　　  　
1 機能テキスト
2 部門グループ
3 PLUグループ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、 を押します。

機能テキスト　　  　　 ▼
1 セット値引
2 **売上計
3 サービス料
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 機能名を入力します。

セット値引
ﾃｷｽﾄ　　　　セット値引　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

4 を押して、設定を終了します。
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◆機能番号表

機能番号 機能 名称の�
初期設定

1 セットPLU（-） ｾｯﾄ値引

2 売上小計 **売上計

3 サービス料合計 サービス料

4 外税1課税小計 外税小計

5 外税1合計 外税

6 内税1課税小計 内税小計

7 内税1合計 (内税)

8 外税2課税小計 外２小計

9 外税2合計 外税２

10 内税2課税小計 内２小計

11 内税2合計 (内税２)

12 消費税合計 消費税計

13 非課税合計 非課税計

14 100円未満の端数処理 端数丸め

15 純売上合計 **純計

16 売上点数 売上点数

17 総売上合計 **総合計

18 まとめ値引 まとめ値引

19 戻品 戻品

20 訂正 訂正

21 取引後訂正モード 取引後訂正

22 全項目取消 取消

23 雑部門 訂正 雑訂正

24 雑部門 戻品 雑戻品

25 注文合計 **注文合計

26 支払合計 **支払合計

27 未払い差額 **未払い額

28 釣銭準備金 釣銭準備金

29 売上回収金 売上回収金

30 券売合計 券売合計

31 信用売合計 信用売合計

32 領収証 領収証

33 収入印紙貼付枠付き領収証 印紙領収

34 明細書カウンター 明細書数

35 両替 両替

36 万券出金両替 万券→両替

37 万券入金両替 万券←両替

38 万券 万券

39 客数 客数

40 取引件数 取引数

41 客層別メッセージ1 客層1

42 客層別メッセージ2 客層2

43 客層別メッセージ3 客層3

44 客層別メッセージ4 客層4

45 客層別メッセージ5 客層5

46 客層別メッセージ6 客層6

機能番号 機能 名称の�
初期設定

47 客層別メッセージ7 客層7

48 客層別メッセージ8 客層8

49 客層別メッセージ9 客層9

50 客層メッセージ指定なし 客層指定なし

51 券在高 券在高

52 信用在高 信用在高

53 プラス部門　合計 ＊部門計

54 マイナス部門　合計 －部門計

55 プラス雑部門 合計 ＊雑計

56 マイナス雑部門 合計 －雑計

57 平均売上単価 平均単価

58 平均客単価 平均客単価

59 平均取引単価 平均取引単価

60 釣銭機在高 釣銭機在高

61 ﾚﾎﾟｰﾄ　数量ﾃｷｽﾄ 数

62 小計 **小計

63 合計 **合計

64 釣銭 おつり

65 預かり不足　支払い残額表示 残額

66 買上点数 個数

67 ﾚｼｰﾄ　買上点数ﾃｷｽﾄ 個

68 サービス料対象小計 サービス小計

69 PLU 小計 PLU小計

70 割勘金額 割勘金額

71 余り金額 余り金額

72 領収証控　タイトル 領収証控

73 明細書タ　イトル 明細書

74 コピーレシート　タイトル コピー

75 売価変更　タイトル 売価変更

76 分割払い　タイトル 分割払い

77 個人バランス番号テキスト GLU番号

78 繰越金額 **繰越額

79 仮締め **仮締め

80 ドロア残額タイトル ドロア残額

81 実現金在高 実現金在高

82 過不足金 過不足金

83 雑部門外税1課税小計 雑外税小計

84 雑部門外税1合計 雑外税

85 雑部門内税1課税小計 雑内税小計

86 雑部門内税1合計 (雑内税)

87 雑部門外税2課税小計 雑外２小計

88 雑部門外税2合計 雑外税２

89 雑部門内税2課税小計 雑内２小計

90 雑部門内税2合計 (雑内税２)

91 雑部門消費税合計 雑消費税計

92 雑部門非課税合計 雑非課税計
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 6.3  部門グループ名の設定
�部門グループに名前を付けます。半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

●部門グループ名の設定をする

1 テキストメニュー（☞118�ページ）から �または� を押して、［2�部門グループ］を選択し、 を
押します。

テキスト　　    　　  　
1 機能テキスト
2 部門グループ
5 PLUグループ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する部門グループを選択し、 を押します。

部門グループ　　  　　 ▼
01  ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
02  ｸﾞﾙｰﾌﾟ02
03  ｸﾞﾙｰﾌﾟ03
_                   設定

Memo グループ番号を入力して選択することもできます。

3 部門グループ名を入力します。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
ﾃｷｽﾄ　　　ｸﾞﾙｰﾌﾟ01　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

4 を押して、設定を終了します。
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 6.4  PLUグループ名の設定
�PLUグループに名前を付けます。半角文字サイズで最大12文字まで設定できます。

●PLUグループ名の設定をする

1 テキストメニュー（☞118�ページ）から �または� を押して、［3�PLUグループ］を選択し、
を押します。

テキスト　　　    　　  
1 機能テキスト
2 部門グループ
3 PLUグループ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定するPLUグループを選択し、 を押します。

PLUグループ　　  　　  ▼
01  ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
02  ｸﾞﾙｰﾌﾟ02
03  ｸﾞﾙｰﾌﾟ03
_                   設定

Memo グループ番号を入力して選択することもできます。

3 PLUグループ名を入力します。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ01
ﾃｷｽﾄ　　　ｸﾞﾙｰﾌﾟ01　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

4 を押して、設定を終了します。
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各種設定をするとき

従業員メニューでは、次の設定をすることができます。
・責任者の設定をする（責任者の設定）
・管理者の設定をする（管理者の設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 7.1 従業員メニューを表示する
�従業員メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［6�従業員］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　  ▲▼
4 メディアキー
5 テキスト
6 従業員
_             　　  設定

5 従業員メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　責任者 124�
2　管理者 126�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

7. �従業員
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 7.2  責任者の設定
�責任者番号に対して、責任者名（半角文字サイズで最大12文字まで）や、責任者にシークレットコードを
設定することで、操作者を限定することができます。（☞18�ページ）
責任者を追加するときや削除するときは、あらかじめ日計個別責任者精算、日計全責任者精算をおこなっ
てください。

◆テキスト
�責任者名を、半角サイズで最大12文字まで設定できます。

◆シークレットコード
責任者ごとのシークレットコードを設定できます。
「0000」に設定するとシークレットコードなしになります。

●責任者の設定をする

1 従業員メニュー（☞123�ページ）から �または� を押して、［1�責任者］を選択し、 を押します。

従業員
1 責任者
2 管理者

_ 設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する責任者を選択し、 を押します。

責任者 ▼
01  責任者01
02　責任者02
03　責任者03
_ 設定

Memo 次のキー入力操作で選択することもできます。
・�責任者番号を入力して を押します。�
番号を2桁入力した場合は、 を押さなくても
次の画面が表示されます。

3 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

01
ﾃｷｽﾄ 責任者01
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ 0000

漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 責任者xx

（xx：コード）
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ 4桁（0000～9999）

（0000：ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞなし）
0000

4 を押して、設定を終了します。

Memo ご購入時（初期状態）では20人（責任者番号1～20）が使用できます。責任者は最大で50人
まで登録できます。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

新しい責任者番号を追加するときは､この方法で
責任者番号を入力をします。
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●不要になった責任者を削除する

1 従業員メニュー（☞123�ページ）から �または� を押して、［1�責任者］を選択し、 を押します。

従業員　　    　　  　
1 責任者
2 管理者
　　　　　　　　　　　　
_         　　　　　設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、削除する責任者を選択し、 を押します。

責任者　　　　　  　　 ▼
01  責任者01
02　責任者02
03　責任者03
_                   設定

Memo ・責任者1は削除することができません。
次のキー入力操作で選択することもできます。
・�責任者番号を入力して を押します。�
番号を2桁入力した場合は、 を押さなくても
次の画面が表示されます。

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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 7.3  管理者の設定
�管理者コードにシークレットコードを設定することで、取引後訂正モードにパスワード（シークレット
コード）をかけることができます。また、管理者を登録することで設定されている制限金額をこえる登録
ができるなど、一部の機能を管理者にのみ許可することができます。（☞20�ページ）

◆シークレットコード
管理者のシークレットコードを設定できます。
「0000」に設定するとシークレットコードなしになります。

●管理者の設定をする

1 従業員メニュー（☞123�ページ）から �または� を押して、［２�管理者］を選択し、 を押しま
す。

従業員　　    　　   　　　
1 責任者
2 管理者
　　　　　　　　　　　　
_　　　　　　　　   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 設定する管理者番号を入力して、 を押します。

管理者　　    　　  　
---- なし ----
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
_         　　　　　設定

01～99まで入力できます。
Memo ・管理者は1人だけです。

・�管理者番号がすでに設定されている場合はその
番号が表示されます。

・�管理者番号を変更するときは、表示している管
理者番号を削除（☞次ページ）してから、設定し
てください。

・�番号を2桁入力した場合は、 を押さなくても
次の画面が表示されます。

3 シークレットコードを入力します。

01  　　    　　  　 
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ   　　   0000
　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ 4桁（0000～9999）

（0000：ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞなし）
0000

4 を押して、設定を終了します。
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●不要になった管理者を削除する

1 従業員メニュー（☞123�ページ）から �または� を押して、［２�管理者］を選択し、 を押しま
す。

従業員　　    　　   　　　
1 責任者
2 管理者
　　　　　　　　　　　　
_　　　　　　　　   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 管理者が選択されているので、 を押します。

管理者　　    　　  　
01
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
_         　　　　　設定

3 確認画面で「はい」を選択し、 を押します。
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マシン設定メニューでは、次の設定をすることができます。
・レジスタ番号（マシンNo）とレシート番号（一連No）を設定する（マシンの設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

8.1 マシンの設定
�レジスタが複数あるとき、区別するためにレジスタ番号を設定し、レシートに印字するレシート番号を設
定します。
Memo レジスタ番号、レシート番号の印字位置については22�ページを参照してください。

◆�マシンNo
レジスタが複数あるとき、区別するためにレジスタ番号を設定します。

◆�一連No
�レシートに印字するレシート番号を初期化したり、特定の番号から始めたいときに設定します。
Memo 日計全項目精算をおこなったときに、レシート番号を0000にすることもできます。

詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
●マシンの設定をする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定
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4 �または� を押して、［7�マシン設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲▼
 5 テキスト
 6 従業員
 7 マシン設定
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

マシン設定　    　　  　 
マシンNo          000000
一連No   　　       0000
　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
マシンNo 6桁

（000000～999999）
000000

一連No 4桁
（0000～9999）

0000

6 を押して、設定を終了します。
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日付時刻メニューでは、次の設定をすることができます。
・日付と時刻を設定する（日付時刻の設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

9.1 日付時刻の設定
日付と時刻を設定します。

◆�日付
日付の設定をおこないます。

◆�時刻
時刻の設定をおこないます。

●日付時刻の設定をする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定
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4 �または� を押して、［8�日付時刻］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲▼
 6 従業員
 7 マシン設定
 8 日付時刻
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

日付時刻　    　　  　 
日付    　2014年 1月 1日
時刻   　　         0:00
　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
日付 数字8桁

2000年1月1日～
���2099年12月31日

20140101
（2014年1月1日）

時刻 数字4桁 0000
（0：00）

6 を押して、設定を終了します。

Memo 時刻は24時間制で入力します。午後3時5分の場合は1505と入力します。
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各種設定をするとき 10. �各種機能選択

各種機能選択メニューでは、次の設定をすることができます。
・登録モードでの各種機能の登録禁止を設定する（登録モード制限の設定）
・100円未満の端数処理などを設定する（登録機能の設定）
・登録モードでの各種機能を設定する（機能選択の設定）
・ロール紙への印字形式を設定する（印字形式全般の設定）
・レシートのヘッダ/フッタを設定する（ヘッダ/フッタの設定）
・売上登録時のレシートへの印字形式を設定する（登録印字形式の設定）
・領収証のロゴなどを設定する（領収証の設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 10.1 各種機能選択メニューを表示する
�各種機能選択メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［9�各種機能選択］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　  ▲▼
 7 マシン設定
 8 日付時刻
 9 各種機能選択
_             　　  設定
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5 各種機能選択メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　登録モード制限 133�
2　登録機能 135�
3　機能選択 137�
4　印字形式全般 138�
5　ヘッダ/フッタ 140�
6　登録印字形式 142�
7　領収証 144�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

 10.2  登録モード制限の設定
登録モードでの各種機能の登録禁止が設定できます。

◆直前訂正
�直前訂正を禁止するかどうか設定します。

◆指定訂正
�指定訂正を禁止するかどうか設定します。

◆全項目取消
�全項目取消を禁止するかどうか設定します。

◆戻品登録
�戻品登録を禁止するかどうか設定します。

◆戻品モード
�戻品モードを禁止するかどうか設定します。

◆入金操作
�入金操作を禁止するかどうか設定します。

◆支払操作
�支払操作を禁止するかどうか設定します。

◆両替
�両替を禁止するかどうか設定します。

◆売価変更
�売価変更を禁止するかどうか設定します。

◆学習機能
�学習機能を禁止するかどうか設定します。

◆不加算コード
�不加算コードを禁止するかどうか設定します。
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●登録モード制限の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［1�登録モード制限］を選択し、
を押します。

各種機能選択　　　　　 ▼
1 登録モード制限
2 登録機能
3 機能選択
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

登録モード制限　    　 
直前訂正    　　　　可能
指定訂正   　　     可能
全項目取消　　　　　可能
戻品登録　　　　　　可能
戻品モード　　　　　可能
入金操作　　　　　　可能
支払操作　　　　　　可能
両替　　　　　　　　可能
売価変更　　　　　　可能
学習機能　　　　　　可能
不加算コード　　　　可能
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
直前訂正 可能

禁止
可能

指定訂正 可能
禁止

可能

全項目取消 可能
禁止

可能

戻品登録 可能
禁止

可能

戻品モード 可能
禁止

可能

入金操作 可能
禁止

可能

支払操作 可能
禁止

可能

両替 可能
禁止

可能

売価変更 可能
禁止

可能

学習機能 可能
禁止

可能

不加算コード 可能
禁止

可能

3 を押して、設定を終了します。
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 10.3  登録機能の設定
登録モードでの次の項目の登録機能が設定できます。
・100円未満の端数処理（�合計額の丸め）の設定
・客人数の設定�
・客層の設定�

◆100円未満処理
�5円丸め10円丸めといったお買い上げ合計額の端数（1円～99円）の丸めの処理が設定できます。
下記の「100円未満の端数処理」の表を参照してnnmmの数値を入力して設定します。

◆客人数
��客数の入力を強制的にするかどうかを設定します。

◆�客層
�客層の入力を強制的にするかどうかを設定します。

�100円未満の�端数処理
nn捨mm入

処理内容 処理例 入力例
nn mm

00 00 端数処理しない 0000
09 09 9円以下切り捨て � :1～9円→0円 0909
99 99 99円以下切り捨て � :1～99円→0円 9999
00 01 1円～9円を10円に切り上げ � :1～9円→10円 0001
10 01 1円～99円を100円に切り上げ � :1～99円→100円 1001
09 10 9捨10入 9捨10入� :�1～9円→0円、10～99円→100円 0910

0n 0m n捨m入（n:1～4,m:5～9） 2捨8入� :�1～2円→0円、3～7円→5円、�
8～9円→10円 0208

0n 0m n捨m入（n+1=m） 4捨5入� :�1～4円→0円、5～9円→10円 0405

nn mm nn捨mm入
（nn:1～49,mm:50～99）

20捨80入�:�1～20円→0円、21～79円→50円、
80～99円→100円 2080

nn mm nn捨mm入（nn+1=mm） 49捨50入�:�1～49円→0円、50～99円→100円 4950
0n 00 n捨0入（n:1～4） 4捨0入� :�1～4円→0円、5～9円→5円 0400
nn 00 nn捨00入（nn:1～49） 49捨00入�:�1～49円→0円、50～99円→50円 4900
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●登録機能の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［2�登録機能］を選択し、
を押します。

各種機能選択　　　　　 ▼
1 登録モード制限
2 登録機能
3 機能選択
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

登録機能　    　 　　　　　
100円未満処理    　 0000
客人数   　　     非強制
客層番号　　　　　非強制
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
100円未満処理 4桁（0000～9999） 0000
客人数 非強制

強制
非強制

客層番号 非強制
強制

非強制

3 を押して、設定を終了します。
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 10.4  機能選択の設定
登録モードでの各種機能の設定ができます。

◆�レベルシフト
�レベルシフトを自動でおこなうか、手動でおこなうかを設定します。

◆面1戻り
�レベルシフトがオートのときの面1への戻りかたを設定します。

◆�単価シフト
�単価シフトを自動でおこなうか、手動でおこなうかを設定します。

◆単価1戻り
単価シフトがオートのときの単価1への戻りかたを設定します。

◆�T-LOGフル
�T-LOGがフルのときに登録操作を継続するかロックするかを設定します。

◆売価変更単価更新
�売価変更登録をしたときに設定単価を更新するかどうかを設定します。

●機能選択の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［3�機能選択］を選択し、
を押します。

各種機能選択　　　　　 ▼
1 登録モード制限
2 登録機能
3 機能選択
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

機能選択　    　 　　 
ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ       　　　 ｵｰﾄ
面１戻り     　 ﾚｼｰﾄ発行
単価ｼﾌﾄ　  　　　　  ｵｰﾄ
単価１戻り    　ﾚｼｰﾄ発行
T-LOGﾌﾙ　　　　　　 継続
売価変更単価更新　　する
　　　　　　　　　  設定

※

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾚﾍﾞﾙｼﾌﾄ ｵｰﾄ

ﾏﾆｭｱﾙ
ｵｰﾄ

面1戻り ﾚｼｰﾄ発行
ﾄｳﾛｸ毎

ﾚｼｰﾄ発行

単価ｼﾌﾄ ｵｰﾄ
ﾏﾆｭｱﾙ

ｵｰﾄ

単価1戻り ﾚｼｰﾄ発行
ﾄｳﾛｸ毎

ﾚｼｰﾄ発行

T-LOGﾌﾙ 継続
ﾛｯｸ

継続

売価変更単価更新 する
しない

する

3 を押して、設定を終了します。
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 10.5  印字形式全般の設定
�営業記録（ジャーナル）を圧縮印字に変更する設定があります。圧縮印字にすることで、営業記録のロー
ル紙が節約できます。また、時刻を印字しないように設定することができます。

◆登録/訂正モード
�登録モード、取引後訂正モードで圧縮印字するかどうかを設定します。

◆設定点検精算/SD/iSDC
�設定モード、日計�点検/精算モード、期間計1�点検/精算モード、期間計2�点検/精算モード、SDカード
モード、iSDCモードで圧縮印字するかどうかを設定します。

◆時刻印字
�時刻を印字するかどうかを設定します。

●機能選択の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［4�印字形式全般］を選択し、
を押します。

各種機能選択    　　  ▲▼
2 登録機能
3 機能選択
4 印字形式全般
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

印字形式全般　    　　
登録/訂正ﾓｰﾄﾞ　 　　通常
設定点検精算/SD/iSDC通常
時刻印字　　　　　　あり
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
登録/訂正ﾓｰﾄﾞ 通常

圧縮
通常

設 定 点 検 精 算 /
SD/iSDC

通常
圧縮

通常

時刻印字 あり
なし

あり

3 を押して、設定を終了します。
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POINT! ��レシート印字について

レシートに印字する/しないを選択できるものは、日付・時刻・レシート番号・小計キーの押下・買上
点数印字・セット子PLU印字・PLUコード印字・JANコード印字です。また、合計金額印字の上に
スペースを空けるように設定できます。

JANコード印字の例セットPLU印字の例

合計印字の例
（登録レシート印字☞142�ページ）

時刻印字（☞138�ページ）

明細印字の例
（登録レシート印字☞142�ページ）

日付印字※
レシート番号印字※

合計前紙送り（☞142�ページ）
（買上点数を印字するように設定している場合は、買上点数の上に
スペースが空きます。）

PLUコード印字※

小計キーで印字※

買上点数印字�
（☞142�ページ）

セット子PLU印字※

JANコード印字※

※：お買い上げの販売店にお問い合わせください。



各種機能選択

140

 10.6  ヘッダ/ フッタの設定
�レシートに印字するメッセージ、ロゴの設定ができます。

◆ヘッダ/フッタ
�店名ロゴの下（ヘッダ）のメッセージとレシートの下端（フッタ）のメッセージを売上登録時に発行するレ
シートのみに印字するように設定できます。プリンターの構造上、登録のみに印字する設定にしても、登
録以外のモードで店名ロゴやメッセージの一部が印字される場合があります。

◆�店名ロゴ
印字する店名ロゴの種類を「お買上票」または「領収証」から選択します。

◆ロゴ
店名ロゴ、コマーシャルメッセージの印字方法を選択します。��

店名ロゴ�
（お買上票）

ヘッダ�

フッタ�

店名ロゴ�
（領収証）



各種機能選択

141

各
種
設
定
を
す
る
と
き

●メッセージ（ヘッダ/フッタ）の印字選択をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［5�ヘッダ/フッタ］を選択し、
を押します。

各種機能選択    　　  ▲▼
3 機能選択
4 印字形式全般
5 ヘッダ/フッタ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

ヘッダ/フッタ　    　 　　
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ　    　  全ﾚｼｰﾄ
店名ﾛｺﾞ   　　  お買上票
ﾛｺﾞ　　　　 店名+ﾍｯﾀﾞ3行
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
ﾍｯﾀﾞ/ﾌｯﾀ 全ﾚｼｰﾄ

登録のみ
全ﾚｼｰﾄ

店名ﾛｺﾞ お買上票
領収証
その他

お買上票

ﾛｺﾞ ﾍｯﾀﾞ3行
店名ロゴ
店名&ﾌｯﾀ3行
ﾍｯﾀﾞ6行
店名+ﾍｯﾀﾞ3行
ﾍｯﾀﾞ&ﾌｯﾀ
ﾍｯﾀﾞ+店名&ﾌｯﾀ
店名+ﾍｯﾀﾞ6行
店名+ﾍｯﾀﾞ&ﾌｯﾀ

店名+ﾍｯﾀﾞ3行

3 を押して、設定を終了します。

ご注意 「店名ロゴ」の項目で「その他」を選択することはできません。
店名ロゴにお店独自の店名グラフィックロゴ、または文字設定による店名ロゴを使用しているときに自
動的に「その他」が設定されます。
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 10.7  登録印字形式の設定
売上登録時のレシート/営業記録への印字形式を各種設定することがで
きます。
・�登録レシート印字の設定を「合計」に設定すると、レシートに合計の
みが印字されます。

・�印紙貼付けの設定を「金額による」に設定すると、「印紙金額」で設定
された金額以上のレシートを発行する際に、自動的に収入印紙用の余
白を作成して印字します。

収入印紙用余白

◆�レシート発行停止
レシートを発行するか停止するかを設定します。

◆登録レシート印字
レシートに合計のみを印字するか明細を印字するかを設定します。

◆記録紙印字内容
記録紙に印字する内容を明細/選択から選択します。
選択に設定したときは、プラス部門、プラスPLUは印字されません。

◆客層別メッセージ
客層別のコマーシャルメッセージを印字するかどうかを設定します。

◆レシートの編集
同じ商品を複数登録したときに編集してレシートに印字するかどうかを設定します。

◆買上点数印字
買上の商品点数を印字するかどうかを設定します。

◆合計前紙送り
レシートの合計のまえに紙送りをするかどうかを設定します。

◆印紙貼付け
収入印紙貼付け枠を印字するかどうかを設定します。

◆印紙金額
収入印紙貼付け枠を印字する金額を設定します。
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●登録印字形式の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［6�登録印字形式］を選択し、
を押します。

各種機能選択    　　  ▲▼
4 印字形式全般
5 ヘッダ/フッタ
6 登録印字形式
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

登録印字形式　    　   ▼
レシート発行停止    発行
登録ﾚｼｰﾄ印字   　　 明細
記録紙印字内容　　　明細
客層別ﾒｯｾｰｼﾞ　　　　なし
ﾚｼｰﾄの編集　　　　　する
買上点数印字　　　　なし
合計前紙送り　　　しない
印紙貼付け　　　　　なし
印紙金額　　　　  50,000
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
レシート発行/停止 発行

停止
発行

登録ﾚｼｰﾄ印字 合計
明細

明細

記録紙印字内容 明細
選択

明細

客層別ﾒｯｾｰｼﾞ なし
あり

なし

ﾚｼｰﾄの編集 する
しない

する

買上点数印字 なし
あり

なし

合計前紙送り しない
する

しない

印紙貼付け なし
金額による

なし

印紙金額 8桁（0～99999999） 50,000

3 を押して、設定を終了します。

Memo 「印紙金額」を設定の場合は、数値を入力して を押してください。
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 10.8  領収証の設定
�領収証に印字するロゴに領収証専用ロゴを使うか店名ロゴを使うかを選択できます。また、領収証に印字
する一連番号を何番からスタートさせるかを設定します。領収証控え発行の有無や、収入印紙枠を印字す
る金額を設定します。

◆領収証
領収証に印字するロゴを選択します。

◆領収証控え
領収証控えを発行するかどうかを設定します。

◆任意額内税印字
任意の金額の領収証を発行するときに、内税として税抜金額を印字するかどうかを設定します。

◆領収証番号
領収証の一連番号を設定します。

◆印紙金額
収入印紙貼付け枠を印字する金額を設定します。

●登録印字形式の設定をする

1 各種機能選択メニュー（☞132�ページ）から �または� を押して、［7�領収証］を選択し、 を
押します。

各種機能選択    　　  ▲▼
5 ヘッダ/フッタ
6 登録印字形式
7 領収証
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

領収証　    　   　　　
領収証    発行 領収証ﾛｺﾞ
領収証控え   　　 　あり
任意額内税印字　　しない
領収証番号　　　　  0000
印紙金額　　　　　50,000
　　　　　    　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
領収証 領収証ﾛｺﾞ

店名ﾛｺﾞ
領収証ﾛｺﾞ

領収証控え なし
あり

あり

任意額内税印字 しない
する

しない

領収証番号 4桁（0000～9999） 0000
印紙金額 8桁（0～99999999） 50,000

3 を押して、設定を終了します。

Memo 「印紙金額」を設定の場合は、数値を入力して を押してください。
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各種設定をするとき

レポート設定では、次の設定をすることができます。
・各レポートでゼロスキップするかどうかを設定する（ゼロスキップの設定）
・時間帯レポートの設定をする（時間帯レポートの設定）
・点検・精算レポートに印字する内容を設定する（印字選択の設定）
・日計全項目精算時の設定をする（日計全項目精算の設定）
・連結レポートを設定する（連結レポートの設定）
●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 11.1 レポート設定メニューを表示する
�レポート設定メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［10�レポート設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　  ▲▼
 8 日付時刻
 9 各種機能選択
10 レポート設定
_             　　  設定

 11. �レポート設定
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5 レポート設定メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　ゼロスキップ 147�
2　時間帯レポート 148�
3　印字選択 149�
4　日計全項目精算 150�
5　連結レポート 151�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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 11.2  ゼロスキップの設定
�ゼロスキップとは、点検・精算レポートで数量（回数）と金額がゼロの項目を印字しないことです。レポー
トごとに、ゼロスキップをするかしないかを選択できます。

◆責任者
責任者レポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

◆取引別
取引別レポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

◆部門
部門レポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

◆PLU/JAN
PLU/JANレポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

◆時間帯
時間帯レポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

◆日計別
日計別レポートのゼロスキップをするかどうかを設定します。

●ゼロスキップの設定をする

1 レポート設定メニュー（☞145�ページ）から �または� を押して、［1�ゼロスキップ］を選択し、
を押します。

レポート設定　　　　　 ▼
1 ゼロスキップ
2 時間帯レポート
3 印字選択
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

ゼロスキップ　    　   
責任者    　　　　　する
取引別   　　     　する
部門　　　　　　　　する
PLU/JAN　　　　　　 する
時間帯　　　　　　　する
日計別　　　　　　　する
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
責任者 しない

する
する

取引別 しない
する

する

部門 しない
する

する

PLU/JAN しない
する

する

時間帯 しない
する

する

日計別 しない
する

する

3 を押して、設定を終了します。
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 11.3  時間帯レポートの設定
�時間帯レポートに関する設定をします。

◆メモリータイプ
時間帯レポートのメモリータイプを設定します。
30分に設定したときは、30分ごとの売上点数、総合計、平均取引単価と１時間の合計が印字されます。

◆開始時刻
時間帯レポートの開始時刻を設定します。

レポートの印字例
メモリータイプ：60分 メモリータイプ：30分

●時間帯レポートの設定をする

1 レポート設定メニュー（☞145�ページ）から �または� を押して、［2�時間帯レポート］を選択し、
を押します。

レポート設定　　　　　 ▼
1 ゼロスキップ
2 時間帯レポート
3 印字選択
_                   設定

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

時間帯レポート　    　   
ﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ  　　　　　30分
開始時刻 　　     　　00
                         
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
ﾒﾓﾘｰﾀｲﾌﾟ 60分

30分
30分

開始時刻 2桁（00～23） 00

3 を押して、設定を終了します。

Memo ・メニュー番号を入力して選択することもできます。
・時間帯レポートの設定を変更する前に精算をおこなう必要があります。
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 11.4  印字選択の設定
�点検・精算レポートに印字する内容を選択します。

◆件数内容
担当者、日計別売上、現金在高レポートの件数印字内容を取引数または客人数から選択します。

◆時間帯件数
時間帯レポートの件数印字内容を客人＆取引数または取引数のみから選択します。

◆売上点数
時間帯別、担当、日計別売上、現金在高レポートに売上点数を印字するかどうかを設定します。

◆集計期間印字
期間レポートに集計期間を印字するかどうかを設定します。

◆精算時自動削除
精算レポートを発行したときに、売上データの消去を確認するかどうかを設定します。

◆全項目部門印字
全項目レポートで部門を印字するかどうかを設定します。

●印字選択の設定をする

1 レポート設定メニュー（☞145�ページ）から �または� を押して、［3�印字選択］を選択し、
を押します。

レポート設定　　　　　 ▼
1 ゼロスキップ
2 時間帯レポート
3 印字選択
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

印字選択　    　  　　 
件数内容    　　　取引数
時間帯件数　　取引数のみ   
売上点数　　     　 なし
集計期間印字　　　　なし
精算時自動削除　　しない
全項目部門印字　　　する
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
件数内容 客人数

取引数
取引数

時間帯件数 客人数&取引数
取引数のみ

取引数のみ

売上点数 なし
あり

なし

集計期間印字 なし
あり

なし

精算時自動削除 しない
する

しない

全項目部門印字 する
しない

する

3 を押して、設定を終了します。
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 11.5  日計全項目精算の設定
�日計全項目精算時、SDメモリーカードに設定や売上の全データやT-LOGデータを自動的にバックアッ
プ（データ保存）するように設定できます。

◆全データ自動書込み
日計全項目精算時にSDメモリーカードへ全データを自動的に書込みするかどうかを設定します。

◆売上データ自動書込み
日計全項目精算時にSDメモリーカードへ売上データを自動的に書込みするかどうかを設定します。

◆T-LOGデータ動作
日計全項目精算時にT-LOGデータを書き込んでクリアするか、またはクリアしないかを設定します。

●日計全項目精算の設定をする

1 レポート設定メニュー（☞145�ページ）から �または� を押して、［4�日計全項目精算］を選択し、
を押します。

レポート設定    　　  ▲▼
2 時間帯レポート
3 印字選択
4 日計全項目精算
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

日計全項目精算　    　  
全ﾃﾞｰﾀ自動書込み　しない
売上ﾃﾞｰﾀ自動書込みしない    
T-LOGﾃﾞｰﾀ動作　ｸﾘｱしない
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
全ﾃﾞｰﾀ自動書込み しない

する
しない

売上ﾃﾞｰﾀ自動書込み しない
する

しない

T-LOGﾃﾞｰﾀ動作 クリアしない
SD書込み&クリア

クリアしない

3 を押して、設定を終了します。
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 11.6  連結レポートの設定
�連結レポートとして登録するレポートを設定します。最大20個のレポートを連結レポートとして設定で
きます。

●連結レポートの設定をする

1 レポート設定メニュー（☞145�ページ）から �または� を押して、［5�連結レポート］を選択し、
を押します。

レポート設定    　　  ▲ 
3 印字選択              
4 日計全項目精算
5 連結レポート
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する連結レポート番号を選択し、 を押します。

連結レポート  　 　　        ▼
01
02
03
 　　　　　　　　   設定

3 �または� を押して、設定するレポートを選択し、 を押します。

※

連結レポート  　 　　        
01 全項目    　　　　　
02 部門/グループ　　　　
03 部門グループ指定　　
04 部門グループ合計　　
05 PLU/JAN　　　　　　　
06 PLU/JAN(部門）　　　
07 PLU/JAN 単価範囲　　
08 PLUグループ指定　　　
09 PLUグループ合計　　　
10 在庫　　　　　　　　
11 PLU/JAN 未稼働　　　
12 取引　　　　　　　　
13 現在高　　　　　　　
14 客層　　　　　　　　
15 全責任者　　　　　　
16 時間帯　　　　　　　
17 日計別　　　　　　　
18 GLU　　　　　　　　  
_　　　　　　　     設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
01

最大20レポート 未定義：
20

Memo 「03�部門グループ指定」「05�PLU/JAN」「06�
PLU/JAN（部門）」「07�PLU/JAN�単価範囲」「08�
PLUグループ指定」「10�在庫」「16�時間帯」「18�
GLU」は範囲を設定する必要があります。

4 を押して、設定を終了します。
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シークレットコードでは、各モードへの移行や停止モード/省電力モードからの復帰やドロアオープンキー
操作時のシークレットコードを設定することができます。

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 12.1 シークレットコードの設定
●シークレットコードの設定をする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 �または� を押して、［11�シークレットコード］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲▼
 9 各種機能選択
10 レポート選択
11 シークレットコード
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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5 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

シークレットコード　   
OFF/省電力    　　　0000
日計 点検/精算　　　0000
期間計1 点検/精算　 0000
期間計2 点検/精算　 0000
SDカードモード　    0000
iSDCモード　　　　　0000
ドロアオープン　　　0000
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
OFF/省電力 4桁（0000～9999） 0000
日計�点検/精算 4桁（0000～9999） 0000
期間計1�点検/精算 4桁（0000～9999） 0000
期間計2�点検/精算 4桁（0000～9999） 0000
SDカードモード 4桁（0000～9999） 0000
iSDCモード 4桁（0000～9999） 0000
ドロアオープン 4桁（0000～9999） 0000

6 を押して、設定を終了します。

Memo �シークレットコードを”0000”に設定したときはシークレットコードなしになります。
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ロゴとメッセージでは、次の設定をすることができます。
・店名ロゴを設定する（店名ロゴの設定）
・メッセージを設定する（メッセージの設定）
・客層別メッセージを設定する（客層別メッセージの設定）
・領収証ロゴを設定する（領収証ロゴの設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

◆�店名ロゴ
�店名ロゴを、最大4行、各行半角文字サイズで30文字まで設定することができます。領収証ロゴに店名
ロゴを使うに設定している場合は、ここで設定された内容が領収証にも印字されます。（☞144�ページ）

◆�メッセージ
�レシートにお店からのお知らせとして、コマーシャルメッセージを印字することができます。メッセー
ジは最大6行、各行半角文字サイズで30文字まで設定できます。コマーシャルメッセージの印字位置は、
レシートのヘッダ（上部）またはフッタ（下端）のどちらかを選択して印字することができます。（☞140�ペー
ジ）

◆�客層別メッセージ
�客層を指定したときに（☞49�ページ）客層番号ごとにコマーシャルメッセージを印字することができます。
メッセージは最大6行、各行半角文字サイズで30文字まで設定できます。コマーシャルメッセージの印
字位置は、レシートのヘッダ（上部）またはフッタ（下端）のどちらかを選択して印字することができます。
（☞140�ページ）なお、ヘッダ/フッタの設定が、「3行ヘッダ」、「6行ヘッダ」、「3行ヘッダ+3行フッタ」、「3
行ヘッダ＋店名ロゴ+3行フッタ」の場合、客層別メッセージは使用されません。レシートにはコマーシャ
ルメッセージ(☞上記）が使用されます。
この機能を使用するには、「客層別メッセージ」（☞142�ページ）を「あり」に設定する必要があります。

◆�領収証ロゴ
�領収証に印字される領収証ロゴを最大6行、各行半角文字サイズで30文字まで設定することができます。
領収証の設定で店名ロゴを使う設定にしている場合は、領収証には店名ロゴが印字され、ここでの設定は
無効になります。（☞144�ページ）

�
店名ロゴ

コマーシャル
メッセージ
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●ロゴとメッセージの設定をする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［12�ロゴとメッセージ］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲▼
10 レポート選択
11 シークレットコード
12 ロゴとメッセージ
_                   設定

5 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

ロゴとメッセージ　　　 ▼
1 店名ロゴ
2 メッセージ
3 客層別メッセージ       
4 領収証ロゴ   　　　　
_                   設定

※

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

Memo ・�「1�店名ロゴ」、「4�領収書ロゴ」の設定を変更する
と、店名ロゴ、領収書ロゴのデータは削除されます。

・�「3�客層別メッセージ」を選択した場合は、客層
選択画面が表示されます。 �または� を押し
て、設定する項目を選択し、 を押します。

客層別メッセージ　　　 ▼
1 客層１
2 客層２
3 客層３
_                   設定

6 1行目の文字を入力します。

店名ロゴ  　　    　　 ▼
シャープ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　漢

文字の入力方法は、「文字の入力方法」（☞76�ページ）を参照し
てください。
表示は1行目の文字を「シャープ」に変更したときの例です。

7 1行目と同じ方法で、2行目以降の文字を入力します。
1行目と同じ方法で、2行目以降の文字を入力します。
入力をしないときは を押して、次の行に進みます。
店名ロゴは4行分、メッセージ/客層別メッセージは6行分入力できますが、ヘッダーフッター設
定（☞140�ページ）で「3行ヘッダー」を使う場合は1～3行目、「3行フッター」を使う場合は4～6行
目が使われます。、領収証ロゴは6行分入力できます。

8 を押して、設定を終了します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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各種設定をするとき 14. �消費税設定

ここでは消費税の端数処理や税率の設定などについて説明しています。

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 14.1 お店に合わせて消費税を設定（変更）する
ご購入時、消費税は次のように設定されています。
・消費税率� ：8％
・課税方法� ：すべての部門に対して内税課税
・内税の端数処理� ：1円未満を切り捨て

内税商品のみ扱うお店�→�このまま使えます
ご購入時は、部門1～部門24のすべての部門に内税が設定されています。
外税商品または非課税商品があるお店�→�設定を変更してください
�外税商品または非課税商品を登録する部門を決めて、部門ごとに「部門の設定」（☞85�ページ）で設定して
ください。
（設定例）
部門1～部門15� ：内税商品の登録に使う部門…設定変更なし
部門16～部門18� ：外税商品の登録に使う部門…外税に設定変更
部門19～部門24� ：非課税商品の登録に使う部門…非課税に設定変更

消費税の�端数処理とお買い上げ合計の丸めの設定について
�消費税額の1円未満の端数処理は、ご購入時、外税、内税共に切り捨てに設定されていますが、それぞれ
の端数処理を変更することができます。（☞159�ページ）�
また、お買い上げ税込合計からの5円丸め、10円丸めといった端数処理を設定することもできます。ご
購入時、丸めの端数処理はしない設定になっています。「100円未満の端数処理（��合計額の丸め）の設定」
（☞135�ページ）を参照してください。

ご購入時すでに消費税のしくみが変わっているとき�→�すぐに消費税を変更してください
�現行の税制に合わせて、ご購入時は消費税率は8％に、免税点は0円に設定されています。
�レジスタを最初に使われるときから、税制が合わないときは、「消費税、サービス料の税率および免税点
の設定」（☞161�ページ）で設定を変更してください。

これから消費税が変更になるとき�→�消費税の自動変更予約をすることができます。
�このレジスタは、消費税の自動変更予約機能を備えています。これから税制が変わるときは、新税施行日
より以前に税率や変更日を設定しておくと、変更日に自動的に設定を変更します。
�消費税の自動変更予約機能を使用するときは、「消費税の自動変更予約機能について」（☞162�ページ）を参
照してください。
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●�消費税率の設定確認
以下のフローを参照して消費税率の変更方法を選択してください。レジスタの設定をおこなう日が、
税制変更日の前か当日以降かによって設定方法は異なります。（税制変更前の場合は変更予約できます。）
ご購入時、消費税率は8％に設定されています。

いいえ（違います）

はい（変更になります）

はい（8％です）

いいえ

現在の税制上の消費税率は8％ですか？

現在の消費税率に変更
してください。

消費税率変更の予約機能を
使うことができます。

これから税制上の消費税率が
変更になりますか？

そのまま使用できます。
（設定は不要です。）

（変更がありません）

消費税、サービス料の税率および
免税点の設定 消費税の自動更新予約機能について
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 14.2 消費税設定メニューを表示する
消費税設定メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［13�消費税設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲▼
11 シークレットコード
12 ロゴとメッセージ
13 消費税設定
_                   設定

5 消費税設定メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　税関連設定 159�
2　登録印字 160�
3　消費税1 161�
4　消費税2 161�
5　サービス料 161�
6　更新予約 163�
7　更新消費税1 164�
8　更新消費税2 164�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。
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 14.3  税関連設定の設定
消費税設定メニューを表示します。

◆�内税
内税の端数処理の方法を設定します。

◆�外税/�サービス料
外税/サービス料の端数処理の方法を設定します。

◆サービス料税種
サービス料の税種を設定します。

●税関連設定の設定をする

1 消費税設定メニュー（☞158�ページ）から �または� を押して、［1�税関連設定］を選択し、 を
押します。

消費税設定　　　  　　 ▼
1 税関連設定
2 登録印字
3 消費税１
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

消費税　    　 　　　　　
内税   　  全ﾚｼｰ切り捨て
外税/サービス料 切り捨て
サービス料税種　消費税１
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
内税 4捨5入

切り上げ
切り捨て

切り捨て

外税/サービス料 4捨5入
切り上げ
切り捨て

切り捨て

サービス料税種 非課税
消費税2
消費税1

消費税1

3 を押して、設定を終了します。



消費税設定

160

 14.4  登録印字の設定
税金のレシートへの印字について設定します。

POINT! �消費税の印字の設定

内税課税小計

税関連の記号や税額でレシート
に、印字する、しないを選択でき
るものは次の7種類です。

外税の記号

外税課税小計

内税額

内税の記号
非課税の記号

サービス料小計

●登録印字の設定をする

1 消費税設定メニュー（☞158�ページ）から �または� を押して、［2�登録印字］を選択し、 を
押します。

消費税設定　　　  　　 ▼
1 税関連設定
2 登録印字
3 消費税１
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

登録印字　    　   　　
外税記号印字　　　しない
内税記号印字　　　　する
非課税記号印字　　　する
外課税小計印字　　　する
内課税小計印字　　しない
内税額印字　　　　　する
サービス小計印字　しない
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
外税記号印字 しない

する
しない

内税記号印字 しない
する

する

非課税記号印字 しない
する

する

外課税小計印字 しない
する

する

内課税小計印字 しない
する

しない

内税額印字 しない
する

する

サービス小計印字 しない
する

しない

3 を押して、設定を終了します。
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 14.5  消費税、 サービス料の 税率および 免税点の設定
�このレジスタは、消費税の税率が2種類になっても対応できるように消費税1と消費税2で税率を分けて
設定できるようになっています。また、消費税1、消費税2、サービス料に免税点を設定できます。
�ご購入時は、消費税1に消費税8%、免税点0円が設定されています（現行の税制では消費税2は使いませ
ん）。すでに税制が変わっているときは、ここでの設定を変更してから使いはじめてください。

◆税率
税率を設定します。

◆免税点
免税点を設定します。

●消費税、サービス料の税率および免税点の設定をする

1 消費税設定メニュー（☞158�ページ）から �または� を押して、設定する項目を選択し、 を
押します。

消費税設定　　　　    ▲▼
3 消費税１
4 消費税２
5 サービス料
_                   設定

消費税1を設定するときは、［3�消費税1］を選択します。
消費税2を設定するときは、［4�消費税2］を選択します。
サービス料を設定するときは、［5�サービス料］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

サービス料    　 　　　　
税率   　  全ﾚｼｰ 0.0000%
免税点　　　　　　　   0 
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　        設定

画面表示 選択肢 初期値
税率 6桁

（整数２桁+小数4桁）
（0.0000～99.9999）

消費税1：8.0000％
それ以外：0.0000％

免税点 5桁（0～99999） 0

3 を押して、設定を終了します。

POINT! �免税点について

課税対象となる小計またはサービス料対象となる小計が免税点で設定されている金額以下の場
合は、税額またはサービス料額を0とします。ただし、外税の計算のときのみ有効です。
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 14.6  消費税の自動変更予約機能について
�消費税が改正される場合、更新日と新しい税率、免税点をまえもって設定しておくと、指定した更新日に
自動的に税率と免税点を更新することができます（消費税の自動変更予約機能）。�
また、このレジスタは、商品の種類によって2種類の税率が使われる場合に備えて、消費税1と消費税2
を備えています。2種類の税率が施行される場合は、消費税1と消費税2を設定することで使いわけがで
きます。�
現行のように商品にかかる一般的な税率が1種類しかなく、そのまま税率が変わるだけという改正の場
合は、現在使っている消費税1の税率を変更するだけでよいことになります。

消費税の自動変更予約機能の設定は、必ず、次の順番でおこなってください。
� � （1）更新年月日とタイミングを設定します。（☞163�ページ）
� � （2）更新消費税1および更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します。（☞164�ページ）

ご注意 すでに消費税率などが変わっている場合は、この機能は使えません。前ページの「消費税、サービス
料の税率および免税点の設定」を使って設定してください。

消費税の自動変更予約機能を設定すると、新税率施行日に自動変更機
能がはたらき、設定されていた新税率および免税点になり、税率更新
の確認用レシートが発行されます。

税率更新の確認用レシート例

Memo ・更新日付はクリアされて、「0000年00月00日」になります。
・更新用消費税1の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。
・更新用消費税2の設定はクリアされて、「0％、免税点0」になります。

●消費税の自動変更予約機能のしくみ
例 2015年 10月 1日から消費税率を10%課税（消費税1）で使うように変更予約の設定をした場合

消費税率の設定状態 変更予約した設定

現行の税制 設定内容

自動的に消費税率
を変更します。

自動変更後、予約設定はクリア
されます。

　消費税1＝8%
　消費税2＝0%

変更税率の設定
　変更用消費税1＝10%
　変更用消費税2＝0%
変更日の設定
　2015年10月01日

新しい税制
　消費税1＝10%
　消費税2＝0%

変更用税率
　変更用消費税1＝0%
　変更用消費税2＝0%
変更日の設定
　設定なし

2015年10月1日

2015年10月1日

消費税率変更前

最初のキー入力または、
日計全項目精算

自動
変更

変更日になると最初のキー入力または、日計全項目精算で、自動的に消費税1、消費税2の設定を書き換
え（変更確認用のレポートを印字し）、変更用税率は0%、変更日は「設定なし」に戻ります。
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��●更新日とタイミングの設定
� 消費税が改正されるとき、更新のタイミングをお店に合わせて次の2種類から選択できます。
� � ・日付更新後：指定した更新日以降にはじめてキーを押したときに更新する
� � ・日計精算後：指定した更新日以降に日計全項目精算をおこなったあとで更新する
� ご購入時の設定のままでよければ、この設定を変更する必要はありません。
� �税率更新のタイミングを「設定更新日以降にはじめてキーを押したとき」に設定する場合、更新日の前

日中に登録した取引と登録中に更新日になった取引には、更新前の税率が適用されます。
� �更新日を設定したときは、必ず新しい税率と免税点を更新消費税1および更新消費税2に正しく設定

してください。

◆日付
消費税の更新をおこなう日付を設定します。

◆タイミング
消費税更新のタイミングを設定します。

1 消費税設定メニュー（☞158�ページ）から �または� を押して、［6�更新予約］を選択し、 を
押します。

消費税設定　    　　  ▲▼
4 消費税２
5 サービス料
6 更新予約
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

更新予約  　 　　　　　　
日付      0000年 0月 0日
ﾀｲﾐﾝｸﾞ　　　　日付更新後 
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　        設定

画面表示 選択肢 初期値
日付 数字6桁

２０００年１月１日～
2099年12月31日

または、
0000年0月0日

0000年0月0日
（更新予約なし）

ﾀｲﾐﾝｸﾞ 日付更新後
日計精算後

日付更新後

3 を押して、設定を終了します。
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��●更新する税率と免税点の設定
� 消費税1を更新するときは、更新消費税1に、新しい税率と免税点を設定します。
� 消費税2を更新するときは、更新消費税2に、新しい税率と免税点を設定します。

ご注意 消費税の自動変更予約機能を実行するときは、更新消費税1と更新消費税2の両方を必ず設定してく
ださい。更新消費税1と更新消費税2は、更新日に同時に更新されますので、ご注意ください。たと
えば、消費税2に変更があり、消費税1に変更がない場合でも、更新消費税1に現在の消費税1と同じ
設定をしておかないと、更新日に消費税1の設定が消えてしまいます。

◆税率
新しい税率を設定します。

◆免税点
新しい免税点を設定します。

1 消費税設定メニュー（☞158�ページ）から �または� を押して、更新する消費税を選択し、 を
押します。

消費税設定　    　　  ▲　
6 更新予約
7 更新消費税１
8 更新消費税２
_                   設定

消費税1を設定するときは、［7�更新消費税1］を選択します。
消費税2を設定するときは、［8�更新消費税2］を選択します。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

更新消費税２  　 　　　　
税率   　  全ﾚｼｰ 0.0000%
免税点　　　　　　　   0 
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　        設定

画面表示 選択肢 初期値
税率 6桁

（整数２桁+小数4桁）
（0.0000～99.9999）

0.0000％

免税点 5桁（0～99999） 0

3 を押して、設定を終了します。
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各種設定をするとき 15. �デバイス設定

デバイス設定メニューでは、次の設定をおこないます。
・キーを押したときの操作音の有無を設定する（キー操作音の設定）
・スリープモードに入る時間を設定する（省電力の設定）
・オートカッター機能、レシートに印字する濃度を設定する（プリンターの設定）
・�バーコードリーダーについての設定をする（バーコードリーダーの設定）
・�釣銭機についての設定をする（釣銭機の設定）
・�通信についての設定をする（通信の設定）
・決済端末についての設定をする（決済端末の設定）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 15.1 デバイス設定メニューを表示する
デバイス設定メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

3 �または� を押して、［2�設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　   ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_             　　  設定

4 �または� を押して、［14�デバイス設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　    　　  ▲　
12 ロゴとメッセージ
13 消費税設定
14 デバイス設定
_                   設定



デバイス設定

166

5 デバイス設定メニューから設定したい項目を選択し、 を押します。

項目 ページ
1　キー 166�
2　画面 167�
3　プリンタ 168�
4　バーコードリーダー 169�
5　釣銭機 170�
6　通信 171�
7　決済端末 172�

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

 15.2  キー操作音の設定
キーを押したときの操作音の有無を設定することができます。

◆キー操作音
キー操作時の操作音を出すかどうかを設定します。
●キー操作音の設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［1�キー］を選択し、 を押
します。

デバイス設定　　　　　 ▼
1 キー
2 画面
3 プリンタ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

キー  　 　　　　　　　　
キー操作音  全ｰ 　  あり
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　        　　
　　　　        　　設定

画面表示 選択肢 初期値
キー操作音 あり

なし
あり

3 を押して、設定を終了します。
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 15.3  省電力の設定（ スリープモード）
�スリープモードに入る時間を設定します。スリープモードに入ると、操作側表示部の表示とバックライト
が消え、客側表示部は消灯します。

◆画面
画面を消灯するまでの無操作時間（1～254分）を設定します。

●省電力の設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［2�画面］を選択し、 を押
します。

デバイス設定　　　　　 ▼
1 キー
2 画面
3 プリンタ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

画面  　 　　　　　　　　
省電力時間  全ｰ 　    30
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　        　　
　　　　        　　設定

画面表示 選択肢 初期値
省電力時間 1～254 30

3 を押して、設定を終了します。
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 15.4  プリンターの設定
オートカッターを使用するかどうか、レシートに印字する濃度を設定します。

◆オートカッター
オートカッター機能を使用するかどうかを設定します。

◆印字濃度
プリンターの印字濃度を設定します。

●プリンターの設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［3�プリンタ］を選択し、 を
押します。

デバイス設定　　　　　 ▼
1 キー
2 画面
3 プリンタ
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

プリンタ  　 　　　　　　 
ｵｰﾄｶｯﾀｰ  全ｰ 　  　 あり
印字濃度　　　　　　　50
　　　　　　        　　
　　　　        　　設定

画面表示 選択肢 初期値
ｵｰﾄｶｯﾀｰ あり

なし
あり

印字濃度 00～99 50

3 を押して、設定を終了します。
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 15.5  バーコードリーダー（ ハンドスキャナ）の設定
バーコードリーダー（ハンドスキャナ）の機能を設定することができます。
�オプションのバーコードリーダー（RZ-4BR1C）をご使用の場合は、手順2でチャンネルNo.を１に設定
してください。（チャンネルNo.2～4では使用できません。）�
なお、使用できるバーコードリーダーは製品の改良などにより変更する場合があります。�
使用できるバーコードリーダーの製品名はシャープサポートページ（http://www.sharp.co.jp/
support/ecr/）をご確認ください。

◆チャンネルNo.
バーコードリーダーを接続するチャンネル番号を設定します。バーコードリーダーを接続するときは、レ
ジスタの電源コードをコンセントから抜いた状態でおこなってください。

◆転送速度
転送速度を設定します。

◆データビット
データビットを設定します。

◆パリティビット
パリティビットを設定します。

◆ストップビット
ストップビットを設定します。

●バーコードリーダーの設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［4�バーコードリーダー］を選
択し、 を押します。

デバイス設定　  　　  ▲▼
2 画面
3 プリンタ
4 バーコードリーダー
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

バーコードリーダー　   　
ﾁｬﾝﾈﾙNo.　　　しな     0
転送速度　　　　 4800bps
ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ　　　　　 7ﾋﾞｯﾄ
ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ　　　　　　ODD
ｽﾘｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ　　　　　1ﾋﾞｯﾄ
　　　　　　　　　　設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾁｬﾝﾈﾙNo.�(注1) 0～4 0
転送速度 4800bps

9600bps
19200bps

4800bps

ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ 7ﾋﾞｯﾄ
8ﾋﾞｯﾄ

7ﾋﾞｯﾄ

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ なし
ODD
EVEN

ODD

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1ﾋﾞｯﾄ
2ﾋﾞｯﾄ

1ﾋﾞｯﾄ

(注1)：�オプションのバーコードリーダー（RZ-4BR1C）を使う場合、チャンネルNo.1
に接続して使用してください。（チャンネルNo.2～4では使用できません。）

3 を押して、設定を終了します。
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 15.6  つり銭機の設定
つり銭機の機能を設定することができます。
使用できるつり銭機については、お買い上げの販売店にお問い合わせください。

◆チャンネルNo.
つり銭機を接続するチャンネル番号を設定します。
チャンネルNo.は、2～4の中から設定してください。（チャンネル１はバーコードリーダー用です。オプ
ションのバーコードリーダー（RZ-4BR1C）専用の信号があるため、使用しないでください。）

◆接続タイプ
つり銭機のタイプを設定します。「硬貨＋紙幣」か「硬貨のみ」かを選択できます。
「硬貨＋紙幣」を選択した場合、売上登録での現金での支払い入力は、つり銭機で行います。

●つり銭機の設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［5�釣銭機］を選択し、 を
押します。

デバイス設定    　　  ▲▼
3 プリンタ
4 バーコードリーダー
5 釣銭機
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

釣銭機  　 　　　　　　 　
ﾁｬﾝﾈﾙNo.  全ｰ 　  　 　0
接続タイプ　　 硬貨+紙幣
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　設定

画面表示 選択肢 初期値
ﾁｬﾝﾈﾙNo. 0、2～4 0
接続タイプ 硬貨+紙幣

硬貨のみ
硬貨+紙幣

3 を押して、設定を終了します。
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 15.7  通信の設定
通信機能を設定することができます。

◆チャンネルNo.
通信に使用するチャンネル番号を設定します。
チャンネルNo.は、2～4の中から設定してください。（チャンネル１はバーコードリーダー用です。オプ
ションのバーコードリーダー（RZ-4BR1C）専用の信号があるため、使用しないでください。）

◆ターミナルNo.
通信に使用するターミナル番号を設定します。

◆転送速度
転送速度を設定します。

◆スタートコード
スタートコードを設定します。

◆エンドコード
エンドコードを設定します。

◆タイムアウト
タイムアウト時間を設定します。

●通信の設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［6�通信］を選択し、 を押
します。

デバイス設定　  　　  ▲▼
4 バーコードリーダー
5 釣銭機
6 通信
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

※

通信　    　   　　　　　
ﾁｬﾝﾈﾙNo.       　　　  0
ﾀｰﾐﾅﾙNo.　　　　  000001
転送速度　　　  38400bps
ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ　　　　　　 002
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ　　　　　　 013
ﾀｲﾑｱｳﾄ　　　　　　　　 7  
　　　　　　　　    設定

上記画面例では全ての設定項目を1画面で
表記しています。
実際の画面では※の項目から連続する３個
が表示されます。

、 で画面をスクロールします。

画面表示 選択肢 初期値
ﾁｬﾝﾈﾙNo. 0、2～4 0
ﾀｰﾐﾅﾙNo. 6桁（0～999999） 000001
転送速度 9600bps

19200bps
38400bps

38400bps

ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ 3桁（0～127） 002
ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 3桁（0～127） 013
ﾀｲﾑｱｳﾄ 3桁（1～255（秒）） 7

3 を押して、設定を終了します。
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 15.8  決済端末の設定
�決済端末の機能を設定することができます。

◆チャンネルNo.
通信に使用するチャンネル番号を設定します。
チャンネルNo.は、2～4の中から設定してください。（チャンネルNo.１は設定できません。）

◆タイムアウト
タイムアウト時間を設定します。

◆種別
決済端末の種別を設定します。

●決済端末の設定をする

1 デバイス設定メニュー（☞165�ページ）から �または� を押して、［７�決済端末］を選択し、
を押します。

デバイス設定　  　　  ▲
5 釣銭機　　　　　　　　
6 通信　　　　　　　　　
7 決済端末         
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、設定する項目を選択し、設定内容を入力します。

決済端末  　 　　　　　　
ﾁｬﾝﾈﾙNo.  全ｰ 　  　 　0
ﾀｲﾑｱｳﾄ　　　　　　　 300
種別　　　　 CATS240/300                 
　                  設定

画面表示 選択肢 初期値
ﾁｬﾝﾈﾙNo. 0、2～4 0
ﾀｲﾑｱｳﾄ 10～2550 300
種別 CATS240/300

VEGA5000
J-Mups
ZEC-14

CATS240/300

3 を押して、設定を終了します。
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各種設定をするとき 16. �オートキー設定

、 に一連の操作を記憶させておくと、 、 を押すだけで自動的に記憶したキー操作を実行します。
Memo よく使う登録操作や1日の終わりにかならず発行する点検・精算レポートのキー操作をまとめて

おくと便利です。

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

 16.1 オートキーの設定
●オートキー名、シークレットコードを設定する

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、［3�オートキー設定］を選択し、 を押します。

設定　　　　　　　　　 ▼
1 設定内容印字
2 設定
3 オートキー設定
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 �または� を押して、設定するキー番号を選択し、 を押します。

オートキー設定　　　　 ▼
 1 オートキー01
 2 オートキー02
 3 オートキー03
_                   設定

Memo オートキー番号を入力して選択することもできます。
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5 �または� を押して、［1�関連設定］を選択し、 を押します。

オート01　　　　 　　　　　　　
1 関連設定
2 キーシーケンス
                        
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 �または� を押して、テキストとシークレットコードを入力します。

関連設定  　 　　　　　　 
ﾃｷｽﾄ  全ｰ 　オートxx　　
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ　　　　　0000
　　　　　　        　　
　　　　        　　　漢

画面表示 選択肢 初期値
ﾃｷｽﾄ 半角12文字分 オートxx

（xxはキー番号）
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞ 4桁（0001～9999）

（0000：シークレット
コード無し）

0000

7 を押して、設定を終了します。

●キーシーケンスを設定する

1 オートキー設定メニュー（☞173�ページ）から �または� を押して、キー番号を選択し、 を
押します。

オートキー設定　　　　 ▼
 1 オートキー01
 2 オートキー02
 3 オートキー03
_                   設定

Memo オートキー番号を入力して選択することもできます。

2 �または� を押して、［2�キーシーケンス］を選択し、 を押します。

オート01　　　　 　　　　　　　
1 関連設定
2 キーシーケンス
                        
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 設定したいキーコード（☞�175�ページ）を入力し、 を押します。

キーシーケンス　　　     
１      　　　　　　        
　　　　　　          　
　　　　　         　　
　　　　            設定

4 手順3を繰り返してキーを登録します。

5 を押して、設定を終了します。
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キー
コード キー キー

テキスト
機能キー

1 0キー 0キー

2 1キー 1キー

3 2キー 2キー

4 3キー 3キー

5 4キー 4キー

6 5キー 5キー

7 6キー 6キー

8 7キー 7キー

9 8キー 8キー

10 9キー 9キー

11 00キー 00キー

12 000キー 000キー

13 .キー .キー

14 クリア クリア

15 × ×

16 ↑キー ↑キー

17 ↓キー ↓キー

18 モード切替 モード切替

19 強制解除 強制解除

20 小計 小計

21 現/預 現/預

22 不加算 不加算

23 万円 万円

24 両替 両替

25 万券両替 万券両替

26 ドロア開 ドロア開

27 部門＃ 部門＃

28 PLU/JAN PLU/JAN

29 金額 金額

30 リピート リピート

31 売価変更 売価変更

32 訂正 訂正

33 戻品 戻品

34 戻品モード 戻品モード

35 非課税シフト 非課税シフト

36 サービス（奉仕）料 サービス料

37 事後レシート 事後レシート

38 領収証 領収証

39 客数 客数

40 保留／呼出 保留／呼出

41 割勘 割勘

42 GLU GLU

43 仮締 仮締

キー
コード キー キー

テキスト
44 分割支払い 分割

45 明細書レシート 明細書

46 ％1 ％1

47 ％2 ％2

48 ％3 ％3

49 ％4 ％4

50 ％5 ％5

51 （－）1 （－）1

52 （－）2 （－）2

53 （－）3 （－）3

54 （－）4 （－）4

55 （－）5 （－）5

56 入金 入金

57 入金2 入金2

58 支払 支払

59 支払2 支払2

60 機能一覧 機能一覧

61 ％一覧メニュー ％メニュー

62 （－）一覧メニュー （－）メニュー

63 券売一覧メニュー 券売メニュー

64 信用一覧メニュー 信用メニュー

66 信用/券一覧メニュー 信用/券ﾒﾆｭｰ

67 面＃キー 面＃

68 面1 面1

69 面2 面2

70 面3 面3

71 単価シフトキー 単価シフト

72 券売1 券売1

73 券売2 券売2

74 券売3 券売3

75 信用 信用

76 信用2 信用2

77 信用3 信用3

78 信用4 信用4

79 信用5 信用5

130 責任者 責任者

131 責任者1 責任者1

132 責任者2 責任者2

133 責任者3 責任者3

134 責任者4 責任者4

135 責任者5 責任者5

136 責任者6 責任者6

137 責任者7 責任者7

138 責任者8 責任者8

◆キーコード表
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キー
コード キー キー

テキスト
139 責任者9 責任者9

140 責任者10 責任者10

141 管理者 管理者

142 客層別メッセージ 客層＃

部門キー

0001 部門1 部門01

： ： ：

0099 部門99 部門99

PLUキー

00001 PLU00001 P00001

： ： ：

99999 PLU99999 P99999
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各種設定をするとき17. �トレーニング

トレーニングモードを使って、お店でのレジ操作の練習をすることができます。
この機能を使えば、売上データに支障を与えることなく、レジ操作を練習できます。
Memo ・トレーニングモードで操作した内容は、売上集計に計算されません。

・�トレーニングで発行したレシートには、「＊トレーニング＊」が印字さ
れます。

・�トレーニングモード中の登録モード/取引後訂正モードでの操作では
設定内容は変更されません。（たとえば、売価変更登録で入力した単価
や部門番号は設定変更されません。）

・�トレーニングモードでのレシートではレシート番号は更新されません

レシート印字例

●設定登録時の基本的な操作
Memo キー操作について

・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・設定を途中で中止するとき�：� を押します。

●トレーニングモードを切りかえる

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、［４�トレーニング］を選択し、 を押します。

設定　　　　　  　　  ▲▼
2 設定
3 オートキー設定
4 トレーニング
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 を押して、［開始］または［終了］を選択し、 を押します。

トレーニング  　 　　　   
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ　       終了             
　       　       　       
　       　       　       
　                  設定

5 を押して、設定を終了します。
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各種設定をするとき18. �データクリア

T-LOGデータ、練習データを削除することができます。

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・操作を途中で中止するとき�：� を押します。

●�T-LOGデータをクリアする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、［５�データクリア］を選択し、 を押します。

設定　　　　　  　　  ▲▼
3 オートキー設定
4 トレーニング
5 データクリア
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 ［１�T-LOGデータ］を選択し、 を押します。

データクリア  　 　
1 T-LOGデータ　　        
　　　　　　        　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　設定

5 表示される画面で［はい］を選択し、 を押します。

6 を押して、設定を終了します。

Memo T-LOG機能はオプションです。ご利用になるときは、お買い上げの販売店にお問い合わせ
ください。



データクリア

179

各
種
設
定
を
す
る
と
き

●�練習データをクリアする

1 登録モードで を押します。

2 �または� を押して、［7�設定］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
7 設定
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 �または� を押して、［６�練習データクリア］を選択し、 を押します。

設定　　　　　  　　  ▲　
4 トレーニング　
5 データクリア
6 練習データクリア
_                   設定

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 表示される画面で［はい］を選択し、 を押します。

5 を押して、設定を終了します。
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本機に登録されているJANコードを削除します。設定された削除期間（最大365日）を超えて使用していな
い（登録も設定操作もおこなわれていない）JANコードの点検および削除ができます。
（初期設定では削除期間が0日に設定されているため、自動削除が「対象」に設定されていてもJANコードを
削除できません。削除期間の設定については「JAN削除期間の設定」（☞101�ページ）を参照してください。）

●設定登録時の基本的な操作

Memo キー操作について
・項目を選択するとき� ： または を押して選択します。
・選択項目を設定するとき� ： を押して選択します。
� を押して一覧から選択することもできます。
・数値訂正をするとき� ： で消去後、再入力します。
・入力内容を確定するとき� ： を押します。
・操作を途中で中止するとき�：� を押します。

 1.1 JAN未使用メニューを表示する
JAN未使用メニューを表示します。

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、［3�日計�点検/精算］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 または を押して、［6�JAN未使用］を選択し、 を押します。

日計 点検／精算 　　  ▲▼
4 釣銭準備金
5 売上回収金
6 JAN未使用
_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 JAN未使用メニューが表示されます。
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1.2 未使用のJANコードを点検する
一定期間使用していないJANコードをレポートで確認できます。

1 JAN未使用メニュー（☞180�ページ）から または を押して、［1�点検］を選択し、 を押しま
す。

JAN未使用
1 点検
2 削除

_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 レポートを印字します。 レシート印字例

一定期間使用�
されていない�
JANコード

 1.3 未使用のJANコードを削除する
一定期間使用していないJANコードを削除します。
●未使用のJANコードをすべて削除する
�一定期間使用していないJANコードをすべて削除します。ただし、自動削除が「非対象」に設定されて
いるJANコードは削除されません。

1 JAN未使用メニュー（☞180�ページ）から または を押して、［2�削除］を選択し、 を押し
ます。

JAN未使用
1 点検
2 削除

_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 または を押して、［1�全削除］を選択し、 を押します。

JAN未使用
1 全削除
2 指定削除

_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 レポートを印字します。 � レシート印字例

削除する�
JANコード

Memo 「精算時自動削除」の設定が「しない」（初期値）の場合は（☞149�ページの「11.4�印字選択の
設定」）、レポート印字終了後に「データ消去しますか?」と確認画面が表示されます。データ
を消去するかどうかを［はい］または［いいえ］を または で選択し、 で確定させ、処理
を終了させてください。
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●未使用のJANコードを指定して削除する
一定期間使用していないJANコードを指定して削除します。

1 JAN未使用メニュー（☞180�ページ）から または を押して、［2�削除］を選択し、 を押し
ます。

JAN未使用
1 点検
2 削除

_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

2 または を押して、［2�指定削除］を選択し、 を押します。

JAN未使用
1 全削除
2 指定削除

_                 　日計

Memo ・�メニュー番号を入力して選択することもできます。
・�未使用のJANコードがないときは、 を押して
も何も表示されません。

3 削除の対象となるJANコードと商品名が表示されます。

� または を押して、�［1�削除］または［2�削除しない］を選択し、 を押します。

［削除しない］を選択するとデータは消去されません。
Memo ・�［削除］を選択するごとに、レポートが印字されます。

・�未使用のJANコードが複数あるときは、次のJAN
コードと商品名が表示されます。

レシート印字例

削除された�
JANコード
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1.4 部門ごとにJANコードを削除する
�部門ごとにJANコードを削除します。削除期間やJAN自動削除の設定にかかわらず、所属している部門
別にすべてのJANコードを削除することができます。

例 �部門番号6に所属しているJANコードをすべて削除するとき

1 登録モードで を押します。

2 または を押して、［3�日計�点検/精算］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
1 停止
2 取引後訂正
3 日計 点検／精算
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

3 または を押して、［7�JAN部門別一括削除］を選択し、 を押します。

日計 点検／精算 　　  ▲▼
5 売上回収金
6 JAN未使用
7 JAN部門別一括削除
_                 　日計

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 ［部門コード］を入力します。

JAN部門別一括削除
部門コード　　　　　　01

                  　日計

5 レポートを印字します。 レシート印字例

削除する�
JANコード

Memo �「精算時自動削除」の設定が「しない」（初期値）の場合は（☞149�ページ）、レポート印字終了後に
「データを消去しますか?」と確認画面が表示されます。データを消去するかどうかを［はい］また
は［いいえ］を または で選択し、 で確定させ、処理を終了させてください。
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ここでは、カスタマサポートツールを使ってできること、カスタマサポートツールおよびカスタマサポート
ツールマニュアルのダウンロード方法を説明しています。カスタマサポートツールの詳しい操作方法につい
ては、「カスタマサポートツールマニュアル」をご確認ください。

 2.1 カスタマサポートツールを使ってできること
カスタマサポートツールでは、次のことができます。

●各種設定データの編集、およびパソコンでの保存
�次の設定データをSDメモリーカードを経由して、パソコンに取り込み、編集することができます。編
集したデータはパソコンで保存できます。
・部門
・PLU/JAN
・まとめ値引き
・部門グループ
・PLUグループ
・機能テキスト
・責任者
・メッセージ
・客層別メッセージ
・消費税

●店名ロゴおよび領収証ロゴの書き込み
�Windowsに付属の「ペイント」などを使ってロゴデータを作成し、ロゴデータをSDメモリーカードに
書き込むことができます。（ロゴデータはお客様ご自身で作成していただく必要があります。）

●パソコンで編集した設定データの書き込み
パソコンに取り込んでデータを編集したのち、SDカードに書き込むことができます。
SDメモリーカードに書き込んだ各種データは、レジスタに読み込んで使用できます。

●キーシートの作成＜ER-A421のみ＞
この製品で使用するキーシートを作成して、パソコンのプリンターで印刷できます。
キーシートの作成については、印刷時にB4サイズ以上の印刷ができるプリンターが必要です。

2.2 カスタマサポートツールおよびカスタマサポートツールマニュアルのダウンロード
カスタマサポートツールおよびカスタマサポートツールマニュアルは、シャープ電子レジスタサポート
ページからダウンロードできます。
ダウンロード後のインストール方法についても、シャープ電子レジスタサポートページをご参照ください。

シャープ電子レジスタサポートページ：
� http://www.sharp.co.jp/support/ecr/cst_dl_info.html

 2. �カスタマサポートツールについて
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知っておいていただきたいこと

カスタマサポートツールを使用して設定データを、また、SDメモリーカード（市販品）で売上データや設定
データをやり取りし、パソコンで管理することができます。また、SDメモリーカードを使用すると、レジ
スタのデータをバックアップしておくことができます。データのやり取りにはパソコン側にSDカードリー
ダーが必要です。
Memo ・�この製品では、SDHCメモリーカードを使用できます。本書では「SDメモリーカード」と記載しています。

・�この製品では、Wi-Fi通信(無線LAN)対応のSDカードを使って、パソコンとの間でデータ通信をする
こともできます。この機能を使うためには、パソコン上で動作する専用のソフトウェアとWi-Fi通信仕
様に準じた通信インフラ(通信機器や通信回線など)が必要です。なお、この説明書ではパソコンとの
間でデータ通信機能については説明していません。詳しくは、お買い上げの販売店にお問い合わせく
ださい。

3.1 使用できるSDメモリーカード
�SDHCメモリーカードは4GB～32GBのSDHCメモリーカードが使用可能です。レジスタで初期化してから
使用してください。SDメモリーカードについては、当社基準において、市販品のSDHCメモリーカード（4GB、
8GB、16GBおよび32GB）の動作確認をおこなっております。ただし、動作確認をしたすべてのSDメモ
リーカードについて、動作保証するものではありません。動作確認状況については、シャープサポートページ
（http://www.sharp.co.jp/support/ecr/）をご確認ください。なお、miniSDメモリーカード、microSD
メモリーカードは使えません。
ご注意 ・�本製品で使用できるSDメモリーカードのフォーマットは、FAT32(もしくはFAT)です。なお、

"初期化"ではSDメモリーカード内のファイルを初期化するだけであり、ファイルシステムの
フォーマット変更はおこないません。他のフォーマットでご使用されていたSDメモリーカー
ドをお使いになるときは、あらかじめパソコンなどでFAT32(もしくはFAT)でフォーマット
してご使用ください。

・�SDメモリーカードの取り扱いについては、SDメモリーカードに付属の説明書をよくお読み
ください。

・�SDメモリーカードの保存内容は、事故や故障によって消失または変化してしまうことがあり
ます。なお、データが消失または変化した場合の損害については、当社では責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。

・�SDメモリーカードにアクセスしている間は、カードにふれたり、カードを抜いたりしないで
ください。データが破損する恐れがあります。

・�SDメモリーカードにアクセスしている間は、電源を切らないでください。データが破損した
り、SDメモリーカードが使えなくなる恐れがあります。

3.2 SDメモリーカードの入れかた・取り出しかた
�SDカードスロットはSDカードスロットカバーの内部にあります。SDメモリーカードを使用するとき
は、SDカードスロットカバーを外してください。

SDロゴが印刷されている面を上にしてSD
メモリーカードをSDカードスロットに差し
込み、指でカチッと確実に入るまで押し込ん
でゆっくり指を離します。

入れかた

�

SDカードスロットに入っているSDメモリー
カードを軽く指で押し込み、指を離すとSDメ
モリーカードが排出されます。

取り出しかた

ご注意 ・�SDメモリーカードを入れるとき・取り出すときは、すぐに指を離さないでください。急に
指を離すとカードが飛び出しけがの原因となることがあります。

・�SDメモリーカードをSDカードスロットに入れている状態で停電になったり、電源プラグ
を抜いた場合、カードのデータが破損する恐れがあります。

・�SDカードスロットを使用しないときは、SDカードスロットカバーを取り付けてください。
・�SDメモリーカードを差し込んだ状態ではSDカードスロットカバーを取り付けられません。
SDメモリーカードをSDカードスロットから取り出してから、SDカードスロットカバーを
取り付けてください。

3. �SDメモリーカードについて
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3.3 SDメモリーカードでできること
動作区分 設定名 データ
カードの
初期化

カードの初期化 SDメモリーカードに保存されているすべてのデータを消去します。

フォルダ フォルダ作成 SDメモリーカードにフォルダを作成します。
フォルダ選択 データの書き込み/読み込みをおこなうフォルダを選択します。

書込み 売上データ 売上データをSDメモリーカードに書き込みます。
T-LOGデータ 取引記録（取引ログ）の内容をSDメモリーカードに書き込みます。
設定（個別） 設定データの一部を選択してSDメモリーカードに書き込みます。
設定（全て） すべての設定データをSDメモリーカードに書き込みます。
全データ バックアップ用としてすべての売上・設定データをSDメモリーカードに書き込みます。

読込み 設定（個別） SDメモリーカードに保存された設定データの一部を選択して、レジスタに読み込みます。
設定（全て） SDメモリーカードに保存されたすべての設定データを、レジスタに読み込みます。
全データ バックアップされたすべての売上・設定データをSDメモリーカードからレジスタに読

み込みます。

3.4 SDメモリーカードの 初期化
�新しくSDメモリーカードを購入したときや、すでにお持ちのSDカードを初めてレジスタで使用すると
き、SDメモリーカードに記憶されている内容をすべて消去してしまいたいときは、レジスタでSDメモ
リーカードを初期化します。
ご注意 ・�SDメモリーカードは購入時に初期化の作業が必要ですが、その後は、何度も初期化する必要はありま

せん。データが保存されているSDメモリーカードを初期化すると、カードに保存されているフォルダ
およびデータはすべて消去されてしまいます。

・2台目以降のレジスタで同じSDメモリーカードを使用する場合、初期化の必要はありません。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［4�カードの初期化］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　  ▲
2 読込み
3 フォルダ
4 カードの初期化
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

SD初期化中
SDを抜かないでください

初期化中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、初期化は終了です。

Memo �使用するSDカードによって初期化が終了するまで
に時間がかかる場合があります。
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 3.5  フォルダの作成
�SDメモリーカードに、フォルダを作成します。複数のフォルダを作成して、フォルダごとに保存するデー
タを使い分けることができます。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［3�フォルダ］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［1�フォルダ作成］を選択し、 を押します。

フォルダ　　 ABCDEFGH
1 フォルダ作成
2 フォルダ選択

_               SDカード

Memo ・メニュー番号を入力して選択することもできます。
・�画面右上に選択中のフォルダ名が表示されます。

6 フォルダ名を入力します。�
（最大8文字）

Memo 入力できる文字は、次のとおりです。
・大文字の英字：A-Z
・数字：0-9
・�次の記号：!、#、$、%、&、(、)、-、@、_

文字の入力方法は、「文字の入力方法」（☞76�ページ）を参照してください。

7 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

SD書き込み中
SDを抜かないでください

フォルダ作成中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、フォルダの作成は終了です。
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 3.6  フォルダの選択
データの書き込み/読み込みをおこなうフォルダを選択します。
Memo フォルダを選択するには、あらかじめSDメモリーカードにフォルダが必要です。

「フォルダの作成」（☞187�ページ）でフォルダを作成してください。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［3�フォルダ］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［2�フォルダ選択］を選択し、 を押します。

フォルダ　　 ABCDEFGH
1 フォルダ作成
2 フォルダ選択

_               SDカード

Memo ・メニュー番号を入力して選択することもできます。
・�画面右上に選択中のフォルダ名が表示されます。

6 または を押して、フォルダを選択し、 を押します。

メニューには、「フォルダの作成」（☞187�ページ）で作成したフォルダ、およびパソコンからSDメモ
リーカードに取り込んだフォルダが最大200個まで表示されます。

Memo �作成済みのフォルダを削除したり、フォルダ名を変更したりするときはパソコンからおこなっ
てください。レジスタではフォルダの削除およびフォルダ名の変更はできません。
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3.7  売上データの書き込み
�パソコン上に売上データを取り込むために、レジスタの売上データをSDメモリーカードへ書き込む操
作です。書き込みをする時点の一日の全売上データと期間集計1および2のデータすべてがSDメモリー
カードに書き込まれます。1枚のSDメモリーカードには、1フォルダごとに最大400件の売上データを
保存することができます。
�「日計全項目精算」の実行時に自動的にSDメモリーカードへのバックアップが働くように設定できます。
設定方法は「日計全項目精算の設定」（☞150�ページ）を参照してください。
Memo ・�データを書き込む前に、「フォルダの選択」（☞前項）で書き込むフォルダを選択してください。

・�売上データを書き込むごとにフォルダが自動作成されます。フォルダ名には「年月日」+「連
番」が自動的に付けられます。

・1日に10回以上の売上データの書き込みはできません。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［1�書込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［1�書込のみ］を選択し、 を押します。

書込み　    　　　     
1 書込のみ
2 書込みとクリア

_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 または を押して、［1�売上データ］を選択し、 を押します。

書込のみ　    　　　   ▼
1 売上データ
2 T-LOGデータ
3 設定（個別）
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

7 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD書き込み中
SDを抜かないでください
　＞

書き込み中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、書き込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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3.8  T-LOGの書き込み
�レジスタのT-LOGデータを、SDメモリーカードに書き込みます。SDメモリーカードに書き込んだあと、
レジスタ内のT-LOGデータを保持する方法と、消去する方法があります。
�1枚のSDメモリーカードには、1フォルダごとに最大400件のT-LOGデータを保存することができます。
�「日計全項目精算」の実行時に自動的にSDメモリーカードへのバックアップが働くように設定できます。
設定方法は「日計全項目精算の設定」（☞150�ページ）を参照してください。
Memo ・�データを書き込む前に「フォルダの選択」（☞188�ページ）で書き込むフォルダを選択してく

ださい。
・�T-LOGデータを書き込むごとに、フォルダが自動的に作られます。フォルダ名は、「年月
日」+「連番」と自動的に付けられます。

・1日に10回以上のT-LOGデータの書き込みはできません。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［1�書込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、書き込みの方法を選択し、 を押します。

書込み　    　　　   
1 書込のみ
2 書込みとクリア

_               SDカード

「書込のみ」を選択すると、書き込み後もレジスタ内のT-LOG
データを保持できます。
「書込とクリア」を選択すると、書き込み後にレジスタ内の
T-LOGデータを消去できます。
Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 または を押して、［2�T-LOGデータ］を選択し、 を押します。

書込のみ　    　　　   ▼
1 売上データ
2 T-LOGデータ
3 設定（個別）
_               SDカード

手順5で「書込とクリア」を選択した場合は、メニューに
「T-LOGデータ」のみ表示されます。

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

7 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD書き込み中
SDを抜かないでください
　＞

書き込み中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、書き込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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3.9  設定データの書き込み
パソコン上で設定を変更するために、レジスタ上の設定をSDメモリーカードへ書き込みます。
Memo データを書き込む前に、「フォルダの選択」（☞188�ページ）で書き込むフォルダを選択してく

ださい。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押しいます。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［1�書込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［1�書込のみ］を選択し、 を押します。

書込み　    　　　   
1 書込のみ
2 書込みとクリア

_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 設定項目を個別に書き込む場合は［3�設定（個別）］を選択し、 を押します。�

設定項目をすべて書き込む場合は［4�設定（全て）］を選択し、 を押します。
「4�設定（全て）」を選択した場合は、手順8へ進みます。

書込のみ　    　　　  ▲▼
2 T-LOGデータ
3 設定（個別）
4 設定（全て）
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

7 または を押して、表示しているリスト（☞194�ページ）から書き込む項目を選択し、 を押します。

8 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD書き込み中
SDを抜かないでください
　＞

書き込み中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、書き込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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3.10  全データの書き込み（ バックアップ）
�レジスタの設定内容や売上内容のデータをSDメモリーカードに書き込んでバックアップをとることが
できます。バックアップをとっておくと初期状態に戻ってしまったときなどに、バックアップをとった時
点の状態まで、設定内容や売上内容のデータを元に戻すことができます。�
「日計全項目精算」の実行時に自動的にSDメモリーカードへのバックアップが働くように設定できます。
設定方法は「日計全項目精算の設定」（☞150�ページ）を参照してください。
Memo データを書き込む前に、「フォルダの選択」（☞188�ページ）で書き込むフォルダを選択してく

ださい。
ご注意 SDメモリーカードにデータをバックアップする場合、同じ種類のデータがSDメモリーカードにあるとき

は、以前のデータは消去され、新しいデータが書き込まれます。上書きしたくない場合は、別のフォルダを
選択するか、他のSDメモリーカードにバックアップをしてください。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［1�書込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［1�書込のみ］を選択し、 を押します。

書込み　    　　　   
1 書込のみ
2 書込みとクリア

_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 または を押して、［5�全データ］を選択し、 を押します。

書込のみ　    　　　  ▲　
3 設定（個別）
4 設定（全て）
5 全データ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

7 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD書き込み中
SDを抜かないでください
　＞

書き込み中、左の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、書き込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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3.11  設定データの読み込み
�パソコン上で設定を変更して、SDメモリーカードに書き込んだ設定データを、レジスタに読み込む操作
です。
パソコンで作成、または作成依頼したグラフィック店名ロゴや領収証ロゴのデータを、レジスタの設定に
読み込むには、この操作をおこないます。
Memo データを読み込む前に、「フォルダの選択」（☞188�ページ）で読み込むフォルダを選択してく

ださい。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［2�読込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 設定項目を個別に読み込む場合は［1�設定（個別）］を選択し、 を押します。�

設定項目をすべて読み込む場合は［2�設定（全て）］を選択し、 を押します。
［2�設定（全て）］を選択した場合は、手順7へ進みます。

読込み　    　　　   　　　
1 設定（個別）
2 設定（全て）
3 全データ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 または を押して、表示しているリスト（☞194�ページ）から読み込む項目を選択し、 を押します。

7 ［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD読み込み中
SDを抜かないでください
　＞

読み込み中、右の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、読み込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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●�設定（個別）メニュー一覧
設定（個別）では以下のメニューを選択することができます。

メニュー 説明
��1�部門設定 部門の設定内容を書込み/読込みします。
��2�PLU/JAN設定 PLU/JANの設定内容を書込み/読込みします。
��3�ﾚﾝｹﾂPLU/JANﾃｰﾌﾞﾙ ﾚﾝｹﾂPLU/JANテーブルの設定内容を書込み/読込みします。
��4�ｾｯﾄPLUﾃｰﾌﾞﾙ ｾｯﾄPLUテーブルの設定内容を書込み/読込みします。
��5�まとめ値引 まとめ値引の設定内容を書込み/読込みします。
��6�機能テキスト 機能テキストの設定内容を書込み/読込みします。
��7�部門ｸﾞﾙｰﾌﾟ 部門グループの設定内容を書込み/読込みします。
��8�PLUｸﾞﾙｰﾌﾟ PLUグループの設定内容を書込み/読込みします。
��9�責任者設定 責任者設定の設定内容を書込み/読込みします。
10�店名ロゴ 店名ロゴデータを書込み/読込みします。
11�領収証ロゴ 領収証ロゴデータを書込み/読込みします。
12�メッセージ メッセージデータを書込み/読込みします。
13�消費税設定 消費税設定の設定内容を書込み/読込みします。

POINT! �店名ロゴ・領収証ロゴデータの読み込み

パソコンで作成、または作成依頼した店名ロゴまたは領収証ロゴのデータは、「設定データの読
み込み」の機能を使ってSDメモリーカードからレジスタに読み込むことができます。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

4 または を押して、［2�読込み］を選択し、 を押します。

5 または を押して、［1�設定（個別）］を選択し、 を押します。

6 または を押して、表示しているリスト（☞上記）から読み込む項目を選択し、 を
押します。
店名ロゴデータを読み込むときは、[10�店名ロゴ]を選択します。
領収証ロゴデータを読み込むときは、[11�領収証ロゴ]を選択します。
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POINT! �売上データおよび設定データのパソコン管理について

●�SDメモリーカードに書き込みされた「売上データ」と「T-LOGデータ」は、カスタマサポート
ツールを使用しないで、パソコン装備のアプリケーションソフト（EXCEL、メモ帳など）でデー
タ管理ができます。（カスタマサポートツールでは対応できません。）�
・�「売上データ」は「SALES」フォルダの下に、書き込みごとに作成された�
年（2桁）月（2桁）日（2桁）-N（連番）のフォルダに、次の名前でファイル保存されています。�

ファイル名 内容
DEPTX1.CSV 部門日計
DEPTX2.CSV 部門期間計1
DEPTX3.CSV 部門期間計2
DPTGRPX1.CSV 部門グループ日計
DPTGRPX2.CSV 部門グループ期間計1
DPTGRPX3.CSV 部門グループ期間計2
PLUJANX1.CSV PLU/JAN日計
PLUJANX2.CSV PLU/JAN期間計1
PLUGRPX1.CSV PLUグループ日計
PLUGRPX2.CSV PLUグループ期間計1
PLUSTKX1.CSV PLU在庫
TRANSX1.CSV 取引日計
TRANSX2.CSV 取引期間計1
TRANSX3.CSV 取引期間計2
CLERKX1.CSV 責任者日計
CLERKX2.CSV 責任者期間計1
CLERKX3.CSV 責任者期間計2
HOURLYX1.CSV 時間帯
DAILYYX2.CSV 日計別

　・�「T-LOGデータ」は「T-LOG」フォルダの下に、書き込みごとに作成された�
年（2桁）月（2桁）日（2桁）-N（連番）のフォルダに、ファイル名：TLOGFILE.FDSと
TLOGFILE.SDAでファイル保存されています。

●�SDメモリーカードに書き込みされた「設定データ（個別および全て）」は、カスタマサポートツール
を使用して、データ編集・管理ができます。（カスタマサポートツールなしでは対応できません。）
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3.12  全データの読み込み（ バックアップデータの復元）
バックアップしたデータをレジスタのメモリーに戻す（バックアップの復元）ことができます。
ご注意 レジスタへデータを読み込む（バックアップデータの復元）と、すべての設定内容（日付・時刻を除

く）や売上内容がバックアップをとった時点の状態に戻ります。なお、T-LOGデータは初期化され
ます。復元の操作は慎重におこなってください。

ご注意 ・SDメモリーカードにアクセスしている間は、電源を切らないでください。
・�アクセスしている間に電源が切れた場合、バックアップデータが正しく復元できていないため、本製
品が正しく動作しないことがあります。必ず、この製品の初期化（マスターリセット）（☞11�ページ）
を行ってから、もう一度全データの読み込みを行ってください。

・全データの読み込み後は、プログラムリセット（☞204�ページ）を行ってください。
Memo データを読み込む前に、「フォルダの選択」（☞188�ページ）で読み込むフォルダを選択してくだ

さい。

1 SDメモリーカードをSDカードスロットに差し込みます。

2 登録モードで を押します。

3 または を押して、［6�SDカード］を選択し、 を押します。

モード選択　    　　  ▲▼
4 期間計1 点検／精算
5 期間計2 点検／精算
6 SDカード
_                 モード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

4 または を押して、［2�読込み］を選択し、 を押します。

SDカード　    　　　   ▼
1 書込み
2 読込み
3 フォルダ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

5 または を押して、［3�全データ］を選択し、 を押します。

読込み　    　　　   　　　
1 設定（個別）
2 設定（全て）
3 全データ
_               SDカード

Memo メニュー番号を入力して選択することもできます。

6 または を押して、［実行する］を選択し、 を押します。

_               SDカード

SD読み込み中
SDを抜かないでください
　＞

読み込み中、右の画面が表示されます。
メニュー表示に戻ると、読み込みは終了です。
Memo 実行中は＞が左から右に順に表示されます。
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知っておいていただきたいこと4. �キーボードの取扱いについて

4.1  キーラベルを入れるとき＜ER-A411のみ＞

キーキャップを外して、商品名などを書き込んだキーラベルを入れることができます。

キーキャップ キーキャップ

新しく書き込んだ 
キーラベル 

キートップ 

キーキャップが外れにくいときは、セロハンテー
プを貼り付け、キーキャップ側面を指で軽く押さ
えて持ち上げてください。 

新しく書き込んだキーラベルを切り取り、キー
キャップの内側に入れてから取り付けます。下
のキーラベルをコピーしてお使いください。 

使用例

543211

1110987

1716151413

2322212019

キーラベルはコピーし
たものを切り取ってお
使いください。

ケーキ
6

18

24

12

不足分のキーラベルに
ついては、上記をお使
いください。

4.2  キートップが外れてしまったとき
下図のようにキーボードへ差し込んでください。

1×1サイズのキー 1×2サイズのキー

カチッと入るまで差し込みます。

ガイドピンをスペーサーに引っかけてから差し込みます。
ガイドピンがスペーサーにかかってないと、キーが反応しない
ことがあります。

ガイドピン

白色
スペーサー 黄色

スペーサー

ガイド
ピン

ガイド
ピン
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 5.1  ロール紙について
このレジスタには、次の消耗品が用意されています。お買い上げいただいた販売店でお買い求めください。

品　名 品　番 �外　径 備　考

ロール紙
RL130T（5巻/1パック） 70mm

紙質：上質感熱紙
紙幅：57.5±0.5mm

RL140T（5巻/1パック） 80mm

ロール紙
（高保存タイプ）

RL131T（5巻/1パック） 70mm
RL141T（5巻/1パック） 80mm

5.2 ご注意

ロール紙は必ず当社推奨のものをご使用ください。
推奨以外のロール紙をご使用になりますと、紙づまりを起こすなど、故障の原因となります。

Memo 推奨ロール紙
紙質� ：上質感熱紙
紙幅� ：57.5±0.5mm
外径� ：最大80mm
紙厚� ：0.06～0.08mm
用紙重量�：52.3～64.0ｇ/m2�(44～55kg/1000枚/788×1091mm)

・ロール紙はご使用時まで、開封しないでください。
・�ロール紙の取り扱いには充分ご注意ください。常温（20℃）、常湿（60％）の冷暗所で箱に入れて保管
することをおすすめします。また、印字されたものをノートなどに貼り付ける際は、余白（印字されて
いない部分）に糊付けをしてください。

・�次のような場所での保管や取り扱いは、お避けください。紙の表面や印字された文字が変色したり退
色することがあります。
・湿気の多い場所（気温40℃、相対湿度80％以上）
・ほこりの多い場所
・直射日光のあたる場所
・�60℃以上の高温になる場所（ストーブ/ヒーター/火のついたタバコなどの熱源のそばや自動車の
車内など）

・次のような行為は避けてください。紙の表面や印字された文字が変色したり退色することがあります。
・�紙の表面を爪、筆記用具、金属などで擦ったり、ロール紙を落としたり、ぶつけたりして表面を傷
つける行為

・ロール紙を雨や水と接触させたり、汗ばんだ手で触れるなどの行為
・�次のような事務用品や可塑剤・有機溶剤また、皮製品との接触は避けてください。紙の表面や印字さ
れた文字が変色したり退色することがあります。
・�蛍光ペン、マーカーペン、メンディングテープ、セロハンテープなどのテープ類、接着剤、スタンプ
類、朱肉印、ジアゾコピー（青焼き紙）、消しゴム

・�ボンド、シンナー、アルコール、ベンジン、整髪料、油脂、ハンドクリーム、塩化ビニル製ファイル
/袋/ラップなど、皮製品

 5. ロール紙の補充とプリンターの取り扱いについて
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●営業記録側の取り出しかた

1 プリンターカバーを取り外します。

2 営業記録紙を取り外します。
・� を押して営業記録紙を数行送ってか
ら、�巻取軸を持ちながら、はさみなどで
ロール紙を切り離します。

・�巻取軸から�ロール紙保持ガイドを取り外
し、営業記録紙を外します。

軸受け

巻取軸

ロール紙保持ガイド

切り離す

この部分を矢印の方向に押して、
巻取軸おさえを外します。

ロール紙
保持ガイド

ご注意 ・� を押さずに、ロール紙を無理に
引っ張らないでください。プリンター
ヘッドが損傷する原因となります。

・�ロール紙保持ガイドを取り外したり取
り付けるときは、ロール紙保持ガイド
を巻取軸に対して垂直方向にまっすぐ
動かしてください。このとき、動かす
方向がずれると、ロール紙保持ガイド
に無理な力が加わり、ロール紙保持ガ
イドが破損する場合があります。

3 「ロック解除レバー」を引き上げて、プリン
ターアームのロックを解除します。

ロック解除レバー

4 プリンターアームを持ち上げます。�
指をかけて持ち上げ、自然に止まるまでプ
リンターアームを開け、残っているロール
紙を取り除きます。

Memo ・�ロール紙の取り付けかたは「ロー
ル紙を取り付ける」（☞11�ページ）
を参照してください。

 5.3  交換のしかた
�ロール紙の赤い部分が出てきたときは、ロール
紙が残り少なくなっています。お早めに新しい
ロール紙に交換してください。交換の前に「ご注
意」を必ずお読みください。（☞前項）
ご注意 プリンターにロール紙が取り付けられて

いなかったり、紙切れになったときは、
表示部に“ロール紙がありません　ロー
ル紙をセットして［クリア］を押してく
ださい”とエラー表示されて使用でき
なくなります。そのような場合は、ロー
ル紙を取り付けてから、 を押してエ
ラー解除してください。

●レシート側の取り出しかた

1 �プリンターカバーを取り外します。

2 「�ロック解除レバー」を引き上げて、プリン
ターアームのロックを解除します。

ロック解除レバー

3 �プリンターアームを持ち上げます。下図で示
すように指をかけて持ち上げ、自然に止まる
までプリンターアームを開け、残っている
ロール紙を取り除きます。

プリンターアーム

Memo ・�ロール紙の取り付けかたは「ロー
ル紙を取り付ける」（☞11�ページ）
を参照してください。
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 5.4  紙づまりのとき
�ロール紙が紙づまりを起こし、 / を押して
も送られなくなったときは、次の方法で取り除
いてください。

1 �プリンターカバーを取り外します。

2 「�ロック解除レバー」を引き上げて、プリン
ターアームのロックを解除します。
Memo 営業記録側が紙づまりを起こ

したときは、先にロール紙を切
り離してから、「ロック解除レ
バー」を引き上げます。

3 �プリンターアームを持ち上げます。�
下図で示すように指をかけて持ち上げ、自然
に止まるまでプリンターアームを開けます。

プリンターアーム

4 ロール紙を外して、残った紙を取り除きま
す。切れ端などが残らないように注意して
ください。

5 「ロール紙を取り付ける」（☞11�ページ）にし
たがって、ロール紙を取り付けます。

5.5  レシートの取り扱いについて
この製品はレシートを自動的にカットします。
下図のようにレシートを無理に引っ張らないで
ください。

前方向へ
レシートを引く

上方向へ
レシートを引く

ご注意 ロール紙を無理に引っ張ると、きれいに
切れないだけではなく、紙づまりの原因
になります。

 5.6  プリンターのお手入れのしかた
�印字文字がかすれたり、黒ずんだりするときは、
ほこりなどがプリンターヘッドに付着している
可能性があります。このようなときは、乾いた
柔らかい布でプリンターヘッドを軽く拭いてく
ださい。同時にローラーとセンサーも軽く拭い
てください。付着したほこりが簡単にとれない
ときなど、必要に応じてアルコールを含ませた
綿棒や柔らかい布などで軽く拭いてください。
ご注意 ・�作動中または作動終了直後は、プリン

ターヘッドおよびその周辺とモーター
表面は高温になっていますので、お手
入れはプリンターヘッドが十分に冷え
てからおこなってください。

・�プリンターヘッドに直接手で触れたり、
工具やその他の固いものなどを近づけな
いでください。プリンターヘッドが損傷
する原因となります。

1 電源プラグをコンセントから抜きます。

2 「交換のしかた」（☞199�ページ）にしたがって、ロール紙を取り外します。

3 �プリンターヘッド、�ローラー、�センサーを
柔らかい布や綿棒などで軽く拭きます。

4 電源プラグをコンセントに差し込みます。

5 「ロール紙を取り付ける」（☞11�ページ）にし
たがって、ロール紙を取り付けます。

プリンターヘッドセンサー

ローラー

プリンターアーム

センサー
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知っておいていただきたいこと

6.1 ドロアーの施錠と開錠のしかた
長時間ご使用にならないときは、ドロアー錠を施錠
するように心がけてください。
付属のドロアー鍵を本体前部の鍵穴に挿入し、時計
と反対方向に90度回すと施錠されます。
開錠するときは時計方向に90度回してください。

�ドロアー鍵

T
L-1

施錠
開錠

6.2 ドロアーの開けかた（停電時など）
通常の登録時には、ドロアーは自動的に開きますが、停電時や万一
故障したときなどは、本体底面の穴の中にある�レバーを矢印方向に
引いてください。
ただし、ドロアー錠を施錠しているときは開きません。 レバー

6.3  金銭収納箱の外しかた
ドロアーと金銭収納箱は、分離型になっています。
金銭収納箱は、ドロアーをいっぱいに引き出した状態で、取り外し
てください。

コインケース

金銭収納箱

ドロアー

ドロアーは、硬貨6、紙幣3金種、およびフリースペースの収納箱を
装備しています。また、�コインケースは分離できます。

コインケース
（硬貨用、分離可）

フリースペース

紙幣用

6. �ドロアーの取り扱いについて
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4 レジスターとドロアーを固定する蝶ねじを
取り外します。

蝶ねじ

5 レジスタを手前にずらして、ドロアー天板
のフック引っかけ部（5ヶ所）からレジスタ
底面のフックを外し、レジスタをドロアー
に対し垂直に起こして手で支えます。

フック引っかけ部

①②

6 コード固定カバーを外します。

コード固定用カバー

6.4 ドロアーの分離のしかた
レジスタとドロアーを分離し、それぞれ別の場所
に置くことができます。
ご注意 作業中、レジスタが倒れないように支えて

ください。けがや故障の原因となります。

1 プリンターカバーを取り外し、レジスタと
ドロアーを固定するねじを取り外します。
営業記録紙が取り付けられている場合は取り
外してからおこなってください。（199�ページ）

ねじ

2 プリンターカバーを取り付けます。

3 「6.3�金銭収納箱の外しかた」（☞前ページ）
を参照して金銭収納箱を外したあと、ドロ
アーを上に持ち上げながら引き抜きます。
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7 コードをフックから取り外して伸ばします。

フック

8 コード固定具をつまんで引き抜きます。
コード固定具

つまみ

9 コードの端子をレジスタのコネクターから
引き抜きます。

コード端子

10 レジスタおよびドロアーを設置する場所に
移動します。

11 コード端子をレジスタのコネクターに差し
込み、コード固定具を元の位置に差し込み
ます。
必要に応じてコードの長さを調節してフッ
クに固定し、コード固定カバーを取り付け
ます。

12 手順3で取り外したドロアーと金銭収納箱
を戻します。
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 停電のとき
�営業時間中停電になったり、コンセントが抜けたりしても、登録した内容（売上、設定）は記憶されていま
す。停電回復後、続けて操作してください。

印字中に停電になったとき
�その部分の印字は正確でないときがあります。停電回復後に“=�=�=�=�=�=�=�=�=�=�=�=”を印字した
あと、正しい印字がおこなわれます。

  プログラムリセット
�設定データや売上データなど、記憶内容を保持したままでレジスタを初期状態に戻す場合は、このプログ
ラムリセットをおこないます。

1 電源プラグをコンセントから抜きます。

2 と を押しながら、電源プラグをコンセントに差し込みます。
プログラムリセットをおこなうと、モード選択画面に切り替わります。

 故障かなと思ったら
次のような場合は故障ではないことがあります。修理を依頼される前にもう一度お調べください。
表示部が点灯しない ◦�電源コンセントまで電源が来ていますか？

◦�電源コードの差し込みプラグがコンセントから抜けたりゆるんだ
りしていませんか?

◦スリープモードになっていませんか？（☞15�ページ）
レシートが発行されない ◦�レシートの発行が“停止状態”になっていませんか？（☞14�ページ、

☞142�ページ）
◦�紙づまりを起こしていませんか？（☞200�ページ）
◦�ロール紙の残量は十分ですか？（☞199�ページ）
◦�プリンターアームが確実に閉じていますか？（☞11�ページ）

ロール紙を巻き取らない ◦�巻取軸は正しく軸受けに設置されていますか？（☞12�ページ）
◦�紙づまりを起こしていませんか?
　�ロール紙を切り離してから、ロール紙を入れなおしてください。
（☞199�ページ）

印字が正常でない ◦�ロール紙は正しくセットされていますか？（☞11�ページ）
◦�ロール紙は当社推奨のものを使っていますか？（☞198�ページ）
◦�プリンターヘッド部にごみなどが付着していませんか？（☞200�ページ）
◦�プリンターの印字濃度の設定を薄くしていませんか？（☞168�ページ）
◦�プリンターアームが確実に閉じてないと、正常に印字されないこ
とがあります。そのような場合は、プリンターアームを閉めなお
してください。（☞11�ページ）

部門キーや を押しても登録
できない

◦�登録単価の制限額が0に設定されていませんか？（☞86�ページ）
　�設定内容を確認し、0になっている場合は、設定しなおしてください。
◦�打ち込んだ金額が設定している登録単価の制限額以上になってい
ませんか?（☞86�ページ）

　設定内容を確認してください。

�困ったときは
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“プリンタ異常”が表示されて
警告音が鳴る

◦�プリンターが動作できない状態になったときエラー表示されます。
　�電源プラグをコンセントから抜いて1～2分待ってから、再度電源
プラグをコンセントに差し込んでください。

 ピーという 警告音が鳴ったときは（ エラー処理）
エラーが発生すると、長い警告音（約2秒間）が鳴り、表示部にエラーメッセージが表示されます。
このとき、表示されている内容を確認し、 を押してエラー状態を解除してください。
また、誤ったキー操作をしたときは、短い警告音が鳴ります。このときキー入力は受け付けていませんの
で、引き続き正しいキー操作をおこなってください。

●�エラーメッセージ表
エラーメッセージ エラー内容と処理方法

登録エラー
操作をやり直してください

登録が誤っているか、禁止されている登録です。
正しい登録をしなおしてください。

登録エラー
無効な設定の組合せです

設定誤りのため、登録が禁止されています。
・�セットPLUを登録しようとしたときにこのメッセージを表示した場合：�
セットPLUテーブルにレンケツまたはセットの親PLUが含まれています。

・�レンケツPLUを登録しようとしたときにこのメッセージを表示した場合：�
レンケツPLUテーブルにセットの親PLUが含まれています。

それぞれ正しく設定し直してください。
操作ミス
無効なキーです

誤ったキー操作がおこなわれました。
正しいキー操作をしなおしてください。

責任者エラー
責任者を登録してください

責任者が指定されていません。
責任者を登録してください。

番号エラー
無効な番号です 存在しない番号です。正しいコード番号を打ち込んでください。

小計強制
小計キーを押してください 小計キー操作が強制されています。 を押したあと、操作を続けてください。

預かり入力強制
預かり金額を入力してください

預り操作が強制されています。預り金額を打ち込んでください。
預り不足後の丁度締め操作はできません。金額の預り操作をしてください。

制限オーバー
制限内で登録してください

設定された制限をオーバーしています。
設定された制限内で登録してください。くわしい内容については、「オーバー
フローエラーについて」（☞208�ページ）を参照してください。

オープン登録禁止
設定単価で登録できます

単価の登録方法が"プリセットのみ"になっています。あらかじめ設定されて
いる単価を使って登録してください。

在庫がありません PLU/JANの在庫がマイナスになる取引が禁止されています。
在庫を増やしてから操作してください。

プリセット登録禁止
単価を入力してください�

単価の登録方法が"オープンのみ"になっています。単価を打ち込んで登録し
てください。

預かり入力強制
金額を入力してください

預かり操作後の丁度締めが禁止されています。
預かり金額を入力してください。

保留中取引あり
保留中の取引を終了してください

保留中の取引があるため、以下の操作が禁止されています。
・モードの切り替え
・責任者の切り替え
・GLU新規注文時：登録→「保留/呼出」→1「GLU」
・GLUの追加注文：�2「GLU」→登録→「仮締」→登録→「保留/呼出」→2

「GLU」
保留操作禁止
GLU取引中は保留操作できません

GLU取引中に保留操作をおこなったとき、以下の操作が禁止されています。
・新規注文時：1「GLU」→「保留/呼出」
　　　　　　　1「GLU」→登録→「保留/呼出」
・追加注文時：2「GLU」→登録→「仮締」→2「GLU」→「保留/呼出」
　　　　　　　2「GLU」→登録→「仮締」→2「GLU」→登録→「保留/呼出」
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エラーメッセージ エラー内容と処理方法
ｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞｴﾗｰ
正しいｼｰｸﾚｯﾄｺｰﾄﾞを入力してくだ
さい

誤ったシークレットコードが入力されました。
正しいシークレットコードを入力してください。

レジバッファフル
これ以上登録できません

登録件数が80件を超えました。
全項目取消はできません。     などの取引キーを押していっ
たん取引を終了してください。エラー前の金額で取引が終了します。

GLUバッファフル
これ以上登録できません

GLUの登録件数が制限値を超えました。
これ以上は登録ができません。      などの取引キーを
押して取引を終了してください。エラー前の金額で取引が終了します。

を押して終了した場合、GLUの支払いが終了するまでは追加登録ができ
ません。GLUの支払いが済んでから追加登録をしてください。

領収証エラー
発行しなおしてください]

ロール紙がなくなったか、紙づまり、停電などにより領収証が正しく印字さ
れていません。再度、 を押して発行しなおしてください。

T-LOGフル
T-LOGデータをクリアしてください

T-LOGメモリがフルのため、動作がロックされています。
T-LOGデータをクリアしてから、操作してください。

客数入力強制
客数を入力してください

客数入力が強制されています。
客数を入力してください。

客層入力強制
客層番号を入力してください

客層入力が強制されています。
客層を入力してください。

分割支払い禁止
分割支払い出来ない
登録が含まれています

分割支払い操作ができない状態です。�
通常の支払操作を行ってください。
以下の原因が考えられます。
・分割可能な商品の登録が無い
・小計%、小計値引き、まとめ値引きが成立している
・戻品や単品（%）、単品（－）を行った商品のみ
このような取引は分割支払いができません。

釣銭準備金入力強制
釣銭準備金を入力してください

釣銭準備金の入力が強制されています。
釣銭準備金を入力してください。

入金額エラー
現金在高以上の金額を入力してく
ださい

釣銭準備金を入れても、現金在高がマイナスのままになります。
マイナスにならないように現金在高以上の釣銭準備金額を入力してくださ
い。

不加算コード禁止
管理者コードを入力してください

登録制限設定で不加算コードが禁止に設定されていて、メディアキー設定で
不加算コードが強制に設定されています。
管理者コードを入力して、取引を続けてください。

ロール紙がありません
ロール紙をセットして
[ｸﾘｱ]を押してください

プリンターのロール紙がなくなったか、プリンターにロール紙が入っていま
せん。
新しいロール紙を入れてください。（☞199 ページ）

を押すとエラー前の印字を再開します。

プリンタアームが上がっています
プリンタアームを閉じて[ｸﾘｱ]を押
してください

プリンターアームが上がっています。
プリンターアームを確実に閉じてください。

カッターエラー
カッターの動き
を妨げる物があれば排除して[ｸﾘ
ｱ]を押してください

プリンターが動作できない状態になっています。電源コードを抜いて電源を
切り、電源を入れなおしてください。“[ｸﾘｱ]で印字再開します”が表示された
ら、 を押してください。エラー前の印字を再開します。

印字処理中
→

印字中にプリンターが高温になり、エラーが発生しました。
プリンター動作を5秒停止して続行します。
5秒間で→を1つずつ増やして５個表示します。印字処理中

→→→→→
プリンタ異常
電源を切って１,２分後に電源を
入れてください

プリンターが動作できない状態になっています。電源コードを抜いて電源を
切り、電源を入れなおしてください。“[ｸﾘｱ]で印字再開します”が表示された
ら、 を押してください。エラー前の印字を再開します。
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●SDカードエラーメッセージ表
エラーメッセージ エラー内容と処理方法

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
カードが見つかりません

SDメモリーカードが入っていません。
SDカードスロットにSDメモリーカードを入れてください。または正しく挿
入しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
フォルダがありません

ユーザーの指定するフォルダがありません。
「フォルダの選択」（☞188�ページ）でフォルダを指定しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
失敗しました

ユーザーの指定するフォルダに対象のフォルダがないため、データを書き込む
ことができません。
「フォルダの選択」（☞188�ページ）でフォルダを指定しなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
ファイルがありません

SDメモリーカードにデータが保存されていません。
データの書き込みをおこなったあと、データの読み込みをおこなってください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
回数制限を超えています

書き込み回数が400件を超えました。これ以上データを書き込むことはできません。
新しいSDメモリーカードをフォーマットしてご使用になるか、パソコン側
でカード内の不要データを削除してから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
メモリがいっぱいです

SDメモリーカードのメモリーに空き容量がありません。
新しいSDメモリーカードをフォーマットしてご使用になるか、パソコン側
でカード内の不要データを削除してから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
停電が発生しました

SDメモリーカードへのアクセス中に停電しました。
停電復帰後、操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
フォルダを作れません

SDメモリーカードへのファイル作成に失敗しました。
売上データ、T-LOGデータは１日に10回以上書き込むことはできません。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
書き込み禁止です

SDメモリーカードのライトプロテクトスイッチが"書き込み不可"になって
います。
ライトプロテクトスイッチを"書き込み可"にしてから再度、操作してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
データがありません

SDメモリーカードに対象となるファイルデータがありません。
対象となるデータを書き込みしたSDメモリーカードを入れてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
読み込めません

SDメモリーカードのファイルデータがまちがっています。
パソコン側で正しい操作をおこなって、SDメモリーカードへ書き込んでく
ださい。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
実行を中断しました

SDメモリーカードへのアクセス中に が押されたため中止しました。
最初から操作をやりなおしてください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
無効な名前です

フォルダ名を入力せずにフォルダを作成しようとしました。
フォルダ名を入力してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
フォルダではありません

フォルダ選択でファイル名を選択しています。
フォルダを選択してください。

SDｶｰﾄﾞｴﾗｰ
エラーが起こりました

その他のSDメモリーカードエラーが発生しました。
最初から操作をやりなおしてください。
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●オーバーフローエラーについて
レジスタの登録範囲を超えたときには、オーバーフローエラーとなり、以後の登録ができなくなります。
エラー状態を解除し、次の処理方法にしたがってください。

数字入力が32桁を超えたとき
エラー解除後、正しく打ち込みなおしてください。

1取引内の外税抜きの商品合計額が7桁を超えたとき
エラー解除後、  などの取引キーを押していったん取引を終了してください。エラー前
の金額で取引が終了します。

外税込みの合計、預り、入金、支払い金額の入力が8桁を超えたとき
エラー解除後、分割して登録しなおしてください。制限額を設定しているときは、その額以下で登録しな
おしてください。

乗算登録時、単価と個数の積が7桁を超えたとき
エラー解除後、分割して登録しなおしてください。

● を押してもエラー状態が解除できないときは（強制解除）
� を押してもエラー状態が解除できないとき、エラーで操作ができないとき、どうしてよいかわからな
くなったときは、次のように操作してください。� �
この操作によってエラー状態を解除したときは、「･･･解除機能により中止･･･」がジャーナルに印字され
ます。

取引を中止し、はじめから登録しなおしたいとき
を押したあと、もう一度  を押します。�

直前に登録した内容がすべて取り消されます（全項目取消）。� �
ただし、預り途中でエラーが発生して、この操作をした場合は、「現金丁度締め」として処理されますので、
ご注意ください。� �
ただし、番号印字をしただけで、商品登録をしていないときは「両替」として処理されます。

エラーを解除して現金丁度締めとして終了したいとき
を押したあと、 を押します。�

現金丁度締めとして処理されます。� �
ただし、番号印字をしただけで、商品登録をしていないときは「両替」として処理されます。
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レシートに印字する店名ロゴは、標準の店名ロゴをお使いいただけますが、作成を依頼される場合は、製品に
同梱している取扱説明書に記載のグラフィック店名ロゴ作成依頼書を使って申し込みいただけます。(有償)
申込方法など、くわしくはグラフィック店名ロゴ作成依頼書をご確認ください。

グラフィック店名ロゴ作成依頼書は、シャープ電子レジスタサポートページからダウンロードすることもできます。
シャープ電子レジスタサポートページ：
　http://www.sharp.co.jp/support/ecr/

納期は、ご依頼後約3週間です。作成したロゴデータはSDメモリーカードに入れてお届けします。

<ご参考例> 店名：角ｺﾞｼｯｸ その他：明朝

シャープ商店
東京都港区芝浦000
TEL.123－456－7890

【お願い】
1.� �店名ロゴ作成依頼書は、FAXまたは郵送にてご依頼ください。
� FAX通信料および郵送料など、お申し込みに必要な費用はお客様負担となります。
2.� �店名ロゴ作成依頼書に関するお問い合わせは、下記連絡先にお願いします。
� （TEL：06-7732-1938　[月曜～金曜　午前10時～午後4時30分、土・日、祝日など弊社休日を除く。]）

なお、連絡先は都合により変更となる場合があります。最新の連絡先は、シャープサポートページ（http://
www.sharp.co.jp/support/ecr/）でご確認できます。

3.���ご発注後の変更やキャンセルは承れませんので、お間違いのないようにご記入のうえ、ご発注ください。
4.� �お支払方法は「代金引換」のみとなっております。代金引換業者が店名ロゴデータを入れたSDメモリー

カードをお届けした際に、作成料金をお支払いください。なお作成料金についてはシャープサポートペー
ジ(http://www.sharp.co.jp/support/ecr/)でご確認できます。

5.� �レジスタへ店名ロゴデータを入れる方法につきましては、お届けするSDメモリーカードに添付の「店名
ロゴ設定マニュアル」をお読みください。

6.� �年末年始やゴールデンウィークなどは混み合ってお届けが遅れることが予想されます。あらかじめ日数
に余裕を持ってお申し込みください。

※領収証ロゴについて
1.� �店名ロゴは、領収証ロゴとしてもご使用いただけます。その際は「領収証」で領収証ロゴを「店名ロゴ」に

設定してください。
2.� �店名ロゴとは別のデザインで領収証ロゴを作成依頼される場合は、別々の作成依頼書が必要となります。

作成依頼書をもう1枚コピーして、①の「領収証ロゴ」に○を記入し、領収証ロゴの作成依頼書をご用意
ください。�
なお、店名ロゴと領収証ロゴの両方を作成依頼される場合は、合計2件分の作成料金が必要となります。

�グラフィック店名ロゴ作成ご依頼について
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 保証について
・�このレジスタには、保証書がついています。保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたします
ので、内容をよくお読みのうえ大切に保存してください。

・�保証期間はお買い上げの日から1年間です。�
保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。

・�保証期間後の修理は、修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理いたします。

 修理を依頼されるとき
・�「故障かなと思ったら」（☞204�ページ）の項目をよくお読みのうえ、もう一度お調べください。
・�それでも異常があるときは、使用をやめて電源プラグを
抜き、お買い上げの販売店または、相談窓口（☞下記）に
右のことをご連絡のうえ、修理をお申し付けください。お
申し出により出張修理いたします。

ご自分での修理はしないでください。たいへん危険です。
・�アフターサービスについてわからないことはお買い上げの販売店または、相談窓口（☞下記）にお問い
合わせください。

補修用性能部品について
�当社は、この電子レジスタの補修用性能部品を、製品の製造打ち切り後、7年間保有しております。補修
用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

 別売品について
�このレジスタには別売品として、キーボードカバーが用意されています。ご購入の際は、お買い上げいた
だいた販売店にお申し付けください。

 お客様ご相談窓口のご案内
修理・使い方・お手入れなどのご相談・ご依頼、及び万一、製品による事故が発生した場合は、
お買いあげの販売店、または下記窓口にお問い合わせください。
電話番号をお確かめのうえ、お間違いのないようにおかけください。
FAX送信される場合は、製品の形名やお問い合わせ内容のご記入をお願いいたします。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 00）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40

品名：電子レジスタ
形名：ER-A411/ER-A421
故障の状態（できるだけ詳しく）

�アフターサービスについて
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 仕様
形　　名 ER-A411/ER-A421

外形寸法 （幅）360mm×（奥行）425mm×（高さ）330mm（客側表示器ポップアップ時、高さ365mm）

質　　量 約12.0kg

電　　源 AC100V　50/60Hz

消費電力 8.9W(待機時)、13.8W(動作時)、8.3W(スリープ時)

使用環境 気温：0℃～40℃、湿度：20～90％RH（非結露）

表�示�部 操作側�：�グラフィックLCD（192×80ドット）：24文字×5行（半角文字表示時）
客側� ：2行LCD　1行目：グラフィック表示（160×16ドット）20文字（半角文字表示時）
� 2行目：数字表示　10桁

プリンタ部 印字方式：2ステーション感熱ラインドット方式
印字速度：約15行/秒、　印字桁数：30桁
付加機能：�店名ロゴ機能、グラフィックロゴ機能、コマーシャルメッセージ機能、レシート発行/

停止切りかえ機能、領収証発行機能、T-LOG機能、印字濃度調節機能、圧縮文字機能

ロール紙 幅：57.5±0.5mm、　外径：最大80mm、　紙質：上質感熱紙

時計誤差 月差±180秒（25℃において）

内蔵電池 蓄電池：メモリ保持期間約1カ月（内蔵電池完全充電時、常温において）

引出し金種 9種類：紙幣用3金種、硬貨用6金種

付属品 ドロアー鍵（2個）、ロール紙（2個：テスト印字用）、巻取軸（1個）、固定金具（1個）、
保証書（1部）、取扱説明書（1部）※
キーボードシート［キーボードに装着］（1枚）＜ER-A421のみ＞
※�当商品は日本国内向けであり、日本語以外の説明書はございません。�
This�model�is�designed�exclusively�for�Japan,�with�manuals�in�Japanese�only.

カードスロット SDメモリーカード:1スロット

接続端子 RS-232Cポート:4ポート（クレジット端末接続用/ハンドスキャナ接続用/釣銭機接続用）
※RS-232Cケーブルは、シールドタイプのものを使用してください。

付録
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  JAN/EAN/UPCコードについて
�本レジスタでは、別売のハンドスキャナを使って、商品情報を読み取りすることができます。
ここでは、本レジスタで読み取れるコードの種類を説明します。
●コードの概要
�JAN/EAN/UPCコードは、商品の情報（製造メーカー、商品名など）を数値として表現したものです。多
くの場合、数値は細い線で表現されています。この線を「バーコード」と呼びます。バーコードをハンドス
キャナで読み取ることで、レジスタの登録操作を簡略化できます。�
JAN/EAN/UPCコードは、機能的な分類として次の2種類があります。

◆�ソースマーキング
� 商品の製造段階で付けられるコードを、ソースマーキングと呼びます。

◆�インストアマーキング
� �生鮮食品のように単価や量が常に統一でない商品などに、小売店側で付けるコードを、インストアマー

キングと呼びます。
� �インストアマーキングには、おもに商品コードで構成された「PLU」と、商品コードと単価または量で

構成された「NON-PLU」があります。
Memo 本書では、JAN/EAN/UPCコード、およびバーコードを総称して、「JANコード」と記載

しております。

●コードの種類
本レジスタでは、次の種類のコードを使用できます。

◆JAN13（EAN13）
� �JAN13はおもに日本、EAN13はおもにヨーロッパで普及しているコードです。13桁で構成されています。
�

識別コード（02、20～29以外）
メーカーコード（5桁） 商品コード（5桁） チェックデジット（1桁）

◆JAN8（EAN8）
� JAN8はおもに日本、EAN8はおもにヨーロッパで普及しているコードです。8桁で構成されています。
�

識別コード（先頭のコードが０、２以外）
商品コード（1桁）

メーカーコード（4桁） チェックデジット（1桁）

◆UPC-A
� UPC-Aはおもにアメリカで普及しているコードです。12桁で構成されています。
�

識別コード（2以外）
メーカーコード（5桁） 商品コード（5桁） チェックデジット（1桁）

◆UPC-E
� �UPC-Eはおもにアメリカで普及しているコードです。UPC-Aを特定の法則で省略し、6桁で構成されています。
�

UPC-Aを省略した数値（6桁）
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◆インストアマーキング（標準13桁PLU）
� 識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。
�

識別コード（02または20～29）
商品コード（10桁） チェックデジット（1桁）

◆インストアマーキング（標準13桁NON-PLU）
� 識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。
�

識別コード
（02または20～29）

商品コード（5桁）
（4桁の場合もあり） 単価または数量（4桁）

（5桁の場合もあり）
チェックデジット（1桁）
※単価または数量として使う場合もあり

チェックデジット（1桁）

� ※初期設定では、以下の2つの識別コードが設定されています。
� ・識別コード20（商品コード：5桁、単価または数量：4桁）
� 2 0

チェックデジット（1桁）
識別コード 商品コード（5桁） 単価（4桁） チェックデジット（1桁）

� ・識別コード02（商品コード：4桁、単価または数量：5桁）
� 0 2

チェックデジット（1桁）
識別コード 商品コード（4桁） 単価（5桁） チェックデジット（1桁）

� ※�インストアマーキングの構成は識別コードごとに変更することができます。�
上記初期設定以外でご使用の場合は、レジスタで、「インストアマーキング」の設定（☞98�ページ）を変
更してください。

◆インストアマーキング（標準8桁PLU）
� 識別コードに0を付けた、8桁で構成されています。
�

識別コード（0）
商品コード（6桁） チェックデジット（1桁）

◆インストアマーキング（標準8桁NON-PLU）
� 識別コードに2を付けた、8桁で構成されています。
�

識別コード（2）
商品コード（2桁）

単価または数量（4桁）
チェックデジット（1桁）
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◆14桁商品コード
� GTIN-14およびGS1データバーの取り扱いをするため14桁のコード入力ができます。
�

識別コード（0以外） チェックデジット（1桁）
Memo 数字キーによる入力ができます。ハンドスキャナでの読み取りはできません。

� ※�先頭が0の場合はJAN13、00の場合はUPC-A、000000の場合はJAN8、00000000の場合
はUPC-Eとして認識されます。

●コードの入力
�JANコードを本レジスタに登録するには、キーボードを使って入力する方法（☞32�ページ）と、ハンドス
キャナを使って入力する方法（☞31�ページ）があります。
キーボードを使って入力する際、コードの種類によって入力する桁数が異なります。

◆JAN13（EAN13）
� 全13桁を入力します。

◆JAN8（EAN8）
� 全8桁を入力します。

◆UPC-A
� 次のいずれかの桁を入力します。
� ・はじめに0を付けた、13桁
� ・全12桁
� ・チェックデジットを除いた、11桁

◆UPC-E
� 全6桁を入力します。

Memo UPC-Eコードの中には、図のように8個の数字が記載されているも
のがあります。この場合は、最初と最後の数字を無視して、間の6
桁の数字を入力します。

◆インストアマーキング（標準13桁PLU）
� 次のいずれかの桁を入力します。
� ・全13桁
� ・識別コードの0を除いた、12桁
� ・識別コードの0、およびチェックデジットを除いた、11桁

◆インストアマーキング（標準13桁NON-PLU）
� �識別コードに02または20～29を付けた、13桁で構成されています。�

次のいずれかの桁を入力します。�
・全13桁�
・識別コードの0を除いた、12桁�
・識別コードの0、およびチェックデジットを除いた、11桁

◆インストアマーキング（標準8桁PLU）
� 全8桁を入力します。

◆インストアマーキング（標準8桁NON-PLU）
� 全8桁を入力します。

◆14桁商品コード
� 全14桁を入力します。

0 123456 7

この部分の数字を入力
してください。
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  ECR文字コード表
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区点コード表
・�本機で印字できるJIS文字の一覧表です。第1水準漢字は50音順に、第2水準漢字は部首別に並んでいます。
・�文字コードを使った文字入力の方法については、「文字の入力方法」（☞74ページ）を参照してください。
・�文字/記号/数字などの形状は、実際に印字されるものと異なる場合があります。
・�設定するときは、各文字の下に記載されているコード（区点コード）を入力してください。

JIS第1水準漢字
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JIS第2水準漢字
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あ
後レシート�･････････････････････････23
後レシートキー�･････････････････････16
アフターサービス�･････････････････ 210
一連No�･･････････････････････････ 128
印字形式全般�･････････････････････ 138
印字選択�･････････････････････････ 149
インストアマーキング�･････････98,�212
内税�･････････････････････････････ 159
売上データの書き込み�･････････････ 189
売上登録�･･･････････････････････････21
売上の確認�･････････････････････････59
営業記録�･･･････････････････････････12
エラー処理�･･･････････････････････ 205
エラーメッセージ表�･･･････････････ 205
オート＃キー�･･･････････････････････17
オートキー�･･･････････････16,�17,�173
オートキー機能�･････････････････････45
オーバーフローエラー�･････････････ 208
オープン登録�･･････････････････ 24,�28
お客様ご相談窓口�･････････････････ 210

か
学習機能�･･･････････････････････････47
各種機能選択�･････････････････････ 132
カスタマサポートツール�･･･････････ 184
課税方法�･････････････････････85,�105
紙づまり�･････････････････････････ 200
仮締め�･････････････････････････････52
仮締キー�･･･････････････････････････16
管理者�･･･････････････････････････ 126
管理者キー�･････････････････････････17
キー操作音�･･･････････････････････ 166
キートップ�･･･････････････････････ 197
キーの名前とはたらき�･･･････････････15
キーボード�･････････････････････････14
キーボードシート�･･･････････････････13
キーボードの取扱い�･･･････････････ 197
キーボードシート�･･･････････････････10
キーラベル�･･･････････････････････ 197
期間計1�点検／精算モード�･･･････････18
期間計2�点検／精算モード�･･･････････18
期間集計�･･･････････････････････････60
機能キー�･････････････････････････ 104
機能選択�･････････････････････････ 137
機能番号表�･･･････････････････････ 120
機能名�･･･････････････････････････ 119
機能メニューキー�･･･････････････････17
客数�･････････････････････････50,�135
客数キー�･･･････････････････････････16
客層�･････････････････････････49,�135
客層＃キー�･････････････････････････17
客層別メッセージ�･････････････････ 154

強制解除�･････････････････････････ 208
強制解除キー�･･･････････････････････16
記録紙送りキー�･････････････････････16
記録紙窓�･･･････････････････････････14
金額キー�･･･････････････････････････16
金銭収納箱�･･･････････････････････ 201
区点コード�･･･････････････････78,�216
グラフィック店名ロゴ作成�･････････ 209
クリアキー�･････････････････････････16
クレジットカード�･･･････････････････39
警告音�･･･････････････････････････ 205
決済�･････････････････････････････ 116
決済端末�･････････････････････････ 172
券売り�･･･････････････････････････ 114
券売一覧メニューキー�･･･････････････17
券売キー�･･･････････････････････････17
券売りキー�･････････････････････････16
現金/預りキー�･･････････････････････16
現金売り�･････････････････････････ 113
現金在高�･････････････････････････ 110
現金単品売り�･･････････････････ 45,�86
現金での支払い�･････････････････････39
コインケース�･････････････････････ 201
交換のしかた�･････････････････････ 199
合計額の丸め�･･･････････････ 135,�156
固定金具�･･･････････････････････････10
コピーレシート�･････････････････････22
困ったときは�･････････････････････ 204

さ
サービス（奉仕）料キー�･････････････17
サービス料�･････････49,�85,�159,�161
サービス料モード�･･･････････････････49
シークレットコード�･･･････････････ 152
時間帯レポート�･･･････････････････ 148
軸受け�･････････････････････････････12
時刻�･････････････････････････11,�130
指定訂正�･･･････････････････････････55
自動削除�･･･････････････････････････88
支払�･･･････････････････････････････43
支払キー�･･････････････････････ 16,�17
従業員�･･･････････････････････････ 123
修理�･････････････････････････････ 210
仕様�･････････････････････････････ 211
小計キー�･･･････････････････････････16
乗算キー�･･･････････････････････････16
乗算登録�･･･････････････････････････23
小数点キー�･････････････････････････16
省電力�･･･････････････････････････ 167
消費税�･････････････････ 13,�156,�161
消費税の自動変更予約機能�･････････ 162
消費税非課税キー�･･･････････････････17
消費税率の設定確認�･･･････････････ 157
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232

商品券･･････････････････････････････40
商品設定････････････････････････････83
初期化････････････････････････････ 186
所属部門････････････････････････････87
信用一覧メニューキー････････････････17
信用売り･･････････････････････････ 116
信用売りキー･･･････････････････ 16, 17
信用/券一覧メニューキー･････････････17
信用/券 釣････････････････････････ 111
数字キー････････････････････････････16
スリープモード････････････････････ 167
税関連設定････････････････････････ 159
制限金額････86, 105, 108, 111, 113, 114, 116
精算････････････････････････････････59
税率･･････････････････････････････ 161
責任者････････････････････････18, 124
責任者キー･････････････････････ 16, 17
設置･････････････････････････････4, 10
設定････････････････････････････････72
設定データの書き込み･･････････････ 191
設定データの読み込み･･････････････ 193
設定内容を印字･･････････････････････80
設定モード･････････････････････ 18, 72
セット＃････････････････････････････87
セットPLU･････････････････････････30
セットPLUテーブル･････････････････94
ゼロスキップ･･････････････････････ 147
全項目取消･･････････････････････････58
センサー･･････････････････････････ 200
全データの書き込み････････････････ 192
全データの読み込み････････････････ 196
ソースマーキング･･････････････････ 212
外税･･････････････････････････････ 159

た
ダイレクトキー････････････････････ 102
単価･･･････････････････････････ 85, 87
単価シフト････････････････････48, 137
単価シフトキー･･････････････････････17
直前訂正････････････････････････････55
通信･･････････････････････････････ 171
つけ････････････････････････････････43
つり銭機･･････････････････････････ 170
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SDメモリーカード�････････････････ 185
T-LOGデータ�････････････････････ 178
T-LOGの書き込み�････････････････ 190
T-LOGフル�･･････････････････････ 137

記号
％一覧メニューキー�･････････････････17
％率制限�･････････････････････････ 105
（－）一覧メニューキー�･････････････17
↑キー�･････････････････････････････16
↓キー�･････････････････････････････16
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本　　　　　　　　　社 〒590-8522 大阪府堺市堺区匠町１番地
ビジネスソリューション事業本部 〒639-1186 奈良県大和郡山市美濃庄町492番地

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞165ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

（祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～18 : 00受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

（祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜：9 : 00～17 : 40受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 30）

お問い合わせ先 お問合わせの前にもう一度｢故障かなと思ったら｣（☞204ページ）をご確認ください。

よくあるご質問など【シャープサポートページ】

http://www.sharp.co.jp/support/ecr ■よくあるご質問などはパソコンから検索できます。

使用方法のご相談など【レジスタ相談窓口】

■ PHS・IP電話をご利用の場合は…

受 付 時 間

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

■電話番号・受付時間などについては、変更になることがあります。

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 002 - 023 電話 FAX06 - 7634 - 4095 06 - 6794 - 9675

修理のご相談など【カスタマーセンター】（沖縄地区を除く）

■PHS・IP電話をご利用（沖縄地区を除く）の場合は…

受 付 時 間

■沖縄地区の方は…

おかけ間違いのないようにご注意ください。

全国どこからでも一律料金でご利用いただけます。
携帯電話からもご利用いただけます。

0570 - 005 - 008
沖縄地区 098 - 861 - 0866

電話 06 - 6794 - 9676

「那覇サービスセンター」
（月～金 9 : 00～17 : 00）

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜 ： 9 : 00～18 : 00

（日曜・祝日および年末年始を除く）
●月曜～土曜 ： 9 : 00～17 : 40

電子レジスタ

 ER-A411
 ER-A421

取扱説明書

形名

お買いあげいただき、まことにありがとうございました。
この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ご使用の前に、「安全にお使いいただくために」を必ずお読みください。
この取扱説明書は、製品に同梱している取扱説明書とともに、たいせつに保管してください。

～詳細版～




